

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。








　CONTENTS









プロローグ

一、自分リスタートで手にした理想

二、俺的高校デビューのすゝめ

三、なんでみんなやる気スイッチ押しちゃったの？

四、俺の知らないプロフィール

五、マネージャーのおしごと！

六、みんな本当に俺のこと好きなの？

幕間　そのとき彼女は……




電子書籍特典　書き下ろし短編『恥ずかしい、ってなんだろう』
















　　口絵・本文イラスト●ろうか







[image: ]





[image: ]




　学校は社会の縮図であると、どこかの哲学者は説といている。

　けどはっきり言って、俺はその考えを理不尽極まりないと思っていた。

　当人は『縮図である。なので社会での生き方を学校という与えられた環境でたくさん学びなさい』と言いたいんだろうけど、身をもって学んだときには再起不能なところにまで突き落とされるのが学校だ。

　なぜなら縮図である以上、受けるダメージも圧縮される。一般社会での『些さ細さいなミス』程度でさえ、学校では致命傷になりかねない。

　義務教育のたかだか九年の間に、そんなことで癒いえない心の傷を負い、それを抱えたまま社会に出ろ？　それが学びだって？　ふざけるなと言いたい。

　……けど悲しいかな、そんな理不尽こそが社会の揺るがぬ現実であり、真理でもある。

　だからもし社会の縮図から転げ落ちてしまったときは──素直に逃げてしまうのが一番だ。別にそれは恥ずかしいことじゃない。




　なぜなら、俺こと小お野の瀬せ優ゆう哉やも逃げた口だし。

　そりゃあもう、すたこらさっさとね。




　中学までの義務教育が終われば、一気に選択肢は増える。逃げの一手を選び、新たな環境とまっさらな状態で、自分の違う可能性を模索するのも大いにありだ。極端な話、高校へ行かないって選択肢もある。

　ただ将来のことをちょっとでも考えるなら、せめて高校はちゃんと卒業しておきたい。そう考えるのはもっともな話。俺もそれについては結構悩んだ。

　悩んだ結果──俺は、高校への進学を前提に『逃げる』ことにした。

　逃げた先の新天地で、まっさらな状態から自分の新たな可能性を模索し、今度こそ青春を謳おう歌かしてやると心に決めた。




　……まあ要するに、『高校デビューを目指すぜ！』ってことだ。
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　高校デビューを決意した中学三年の中頃から季節は流れ、一年と半年後。

　高校二年の五月の頭。ブレザーを着ていると汗ばむことも多くなる、そんな時期。

　始業前の喧けん騒そうをかき分けるように教室へ踏み込んだ俺は、近くのクラスメイトにいつもの調子で声をかける。

「よう菊きく地ち、おはよう」

「おーす、小お野の瀬せ。さっそくなんだけど、今日の英語の和訳んところ見せてくんね？」

　顔の前で手を合わせて頼み込むのは、この二年三組の教室内で一番の仲と言っても過言ではない友人、菊地翔しよう太ただ。

「なんだよ、またやってきてないのかよ」

「やってきたって！　ただ、わかんないから白紙のまま持ってきただけ」

「それを『やってきてない』って言うの！　しょうがないな、あとでそっち行くよ……」

　彼のそばを通り過ぎながら、俺はそんな悪態をつく。

　教室内を歩きながら、俺はゲラゲラ笑いながらバカなことをやってる男子達や、グループでダベっている女子にも軽く声をかけた。

「はよー小野瀬ー！」「小野瀬くんだー。おはおはー」

　みんなが返してくれる返事を耳にしながら、俺は自分の席に腰を下ろす。

　すると、席に着いたばかりの俺の下へ、ひとりの女子生徒が小走りにやってきた。

「優ゆう哉や優哉！　おっはよー！」

　上だけジャージを着ているその女子生徒は、とびっきり明るい笑顔を俺に向けてきた。

「おはよう……てか、相変わらず遙はる香かはうるさいなー。朝から元気すぎるでしょ」

「はあ？　朝だから元気なんでしょうよ。むしろあたし的には、優哉のテンションが低すぎなんだと思うわけであります！　……へへっ」

　ピシッと敬礼したあと、クシャッと崩した笑顔を見せたこの子の名前は、美み山やま遙香。陸上部に所属する、とにかく天てん真しん爛らん漫まんなのが持ち味の女の子だ。

　背丈は平均的だが、陸上で鍛えられたモデル並みの細身なスタイルが特徴。

　スカートから伸びる生足も引き締まっていて、ほんのりと小麦色なのが健康的だ。

「んなことより、聞いてよ優哉！」

　遙香は顔をグッと俺に近づける。近い近い。

「あのね、昨日あたしさー」

「え、やだ」

「練習でさー」

「だから、やだって」

「人が話してんだから最後まで聞くの！」

「強引だな！　まあいいや。んで？　どうした？」

　遙はる香かはとにかく体を動かしていないと落ち着かないタイプだった。

　普通に話しているだけなのに赤茶色のセミロングヘアがサラサラと揺れる。

「昨日、自己ベスト叩たたき出したの。二〇〇メートルで二十七秒五二！　いぇいっ！」

「へぇ、おめでと。てか、それって速いの？」

「んにゃ？　ぜーんぜん。あははっ」

「全然かよ！」

　ケラケラと遙香は笑った。

　とんでもない記録を叩き出したかのような口ぶりだったから、なんか拍子抜けだ。

「女子の二〇〇だと、高校の記録が二十三秒台、日本記録ともなれば二十二秒台だからね。まだまだ上には上がいるわけですよー」

「でもあと三秒ちょいにまで近づいたんだろ？　充分すごいことじゃん。自信持てって」

　俺は別段足が速いわけじゃないから、やっぱり記録を出せる人って素直に尊敬できる。

　だから、思ったまま感じたままの率直な感想を口にした。

　すると遙香は、ちょっとだけ面食らったような表情を作ったあと、にへら～と笑う。

「あんがと。でもその三秒の壁がさ、実はめちゃくちゃ厚いし硬いのよ」

　と、照れ臭そうに続けた。

「それこそまるでＡティ……んにゃ、なんでもない」

「……ん？」

　なんだ？　急に言いかけたのをやめたりして。

「まあ、並の選手じゃなかなか破れない記録だからさ！　もっと練習がんばんないとなーって話！　あと優ゆう哉やに自慢したかった」

「なんだよそれ。……まあ、がんばれよ。応援してるからさ」

「うん！　ありがとっ」

　ニパッと笑う遙香。自然とこっちまで顔が綻ほころんでしまう。

　遙香が自分の元いた女子グループに呼び戻されたのは、ちょうどそのときだった。

「そんじゃね、優哉っ」

「おう」

　軽く言葉を交わしてから、遙香は俺の下を去っていく。

　遙香とは去年も同じクラスで、ああいった人ひと懐なつっこい性格なのもあって、わりとすぐ仲よくなった女子生徒だ。むしろこのクラス内だけでなく、同学年の女子生徒の中ではダントツで仲がいいんじゃないかな。お互いを下の名で呼び合っているぐらいだし。

　しかも遙はる香かは、明るく笑みを絶やさないかわいらしさや、爽やかで軽快なノリと話しやすさから、校内でもけっこうな人気の女の子だ。

　そんな子が、こうして登校して早々俺に話しかけてきてくれる。変に緊張するような間柄ではなく、気を遣わずに冗談も言い合える、言わば友達以上恋人未満な距離感で。

　素晴らしい青春模様だ。俺はこの感動をじっくりと味わうように目を閉じた。

　一方で心はさっきからウキウキのうはうは。うっかり顔がにやけそうなのを隠す。

「なーに鼻の下伸ばしてんだよ小お野の瀬せー」

　突然、ガシッと肩を組まれる。

　驚いて顔を向けると、菊きく地ちがニヤニヤしていた。

「早くノート見せてくれよぉ。授業始まっちゃうって」

「わかったわかった！　準備するから首は絞めるなって！　ギブギブ！」

　菊地の腕を叩たたいてチョークスリーパーを解かせる。ぶつくさ文句を言いながら自分の席へ戻る菊地を眺めつつ、俺はノートを取り出して席を立った。

　……これが俺の、いつもの朝の光景だ。

　窓際の席で静かにひとりの世界を楽しんでいるわけでも、スクールカースト上位グループの一員になって教室を牛ぎゆう耳じってるわけでもない。

　みんなとのほどよい距離感、気持ちいい環境、ゆるーい交友関係。
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　これこそが、高校デビューを決意した俺が求め、そして手に入れた青春だった。

　──ふと、俺のポケットの中でスマホが震える。

　取り出してみると、遙はる香かからラインが届いていた。

【《遙香》すごいって言ってくれてありがとね♪　めっちゃがんばる！】

　という文面と一緒に、かわいらしいスタンプが押されていた。

　チラリと遙香のほうへ目を向けると、遙香はスマホを片手にグループ内で談笑している。

　かと思えば、彼女も俺のほうをチラ見した。ほんの一瞬だけ目が合う。

　ああ、この密ひそかに通じ合っている感じ……なんかムズムズしてくるけど心地いいなあ！

　俺もすぐに【がんばれ！】と遙香へ送り返す。急せかしてくる菊きく地ちの下へと向かう途中、遙香の「へへっ」という微かすかな笑い声が聞こえてきた気がした。







　時間は飛んで、放課後。

　クラスメイトのみんながそれぞれ部活へ向かったり帰路につく夕方。

　俺はそのどちらでもない、別の職務を全まつとうしていた。

「それじゃあ、今週の生徒会定例会議を始めます。まずは副会長、今回の議題を」

　張り詰めた空気の漂う生徒会室に、凛りんとした声が響く。

　耳に入った途端、背筋がピンと伸びるかのような声こわ音ねだ。

　開始の号令をかけたのは、この県立竹たけ乃の宮みや高校の現生徒会長である月つき原はら薫かおる先輩。

　先輩を一言で言い表すなら、とにかく大人っぽい女性。艶つや感ばつぐんのロングヘアはどこまでもシンプルな美しさを突き詰め、真剣な眼まな差ざしには気品が宿っている。

　月原先輩は生徒会長という役職や立場に並々ならぬ誇りと責任を持っている人で、敏腕という言葉だけじゃ表現できないぐらい仕事ができる。

　だから定例会議も秒で終わる……はさすがに盛りすぎだけど、とにかくテキパキすませるから、集会そのものになんらストレスを感じることはない。

　今日も今日とて、議題に対する結論が早い早い。

「美術部が部費を上げてほし──」

「二割引き上げで。部長の高橋さんの絵、入賞したんだよね？　なら、さらにがんばってもらわなくっちゃ」

「図書委員によると、利用者アンケートに『マンガを増やしてほしい』という要望──」

「厳しいかもしれないけど却下ね。学校の図書室は調べ物や勉強のために使うのであって、マンガ喫茶ではないもの」

「学食の追加メニュー案にスフレパンケ──」

「プロをお招きできないか、別途、企画会議をしましょう。もちろん、私は大賛成よ」

　……とまあ、月つき原はら先輩にかかれば会議なんてこんなもんだ。即時即決即座即答。

　しかも先輩の決定は異を唱える隙がないほど的確で、出席している俺たちも、ぶっちゃけただイスに座っているだけだ。

　でも時間の無駄とは思わない。なんせ、月原先輩みたいにきれいな女性の活躍を間近で拝めて、同じ空気を吸えるんだ。それだけで充分、ここにいる価値はある。

　むしろ俺たち平役員の本番は、会議のあとの議事録まとめだったり、先生らに提出する書類作成といった雑務だ。

　──んで、俺個人としては、他の意味でも会議のあとが本番だったりする。

「小お野のっち小野っち。こっち向いて？」

　右肩を叩たたかれつつ、左側から月原先輩の甘い声が聞こえてくる。

　よくあるイタズラだ。どっちを振り向いても人差し指が頬ほおにぶっささるやつ。

「むー、そうやって先輩を無視するのはよくないぞ？　ほらほら小野っち～♪」

　無視していたつもりなんてなかった。右と左、どちらに振り向くべきか考えていただけ。

　けどこれ以上黙考していると、さらに酷ひどい仕打ちを受けそうなので──

「なんすか、月原先ぱ──あだっ！」

　俺は見上げる作戦に打って出た……のだけど、それすら先輩には読まれていたらしい。

　なにやら硬いものが俺のつむじにクリティカルヒット。地味に痛い……。

「あはは！　深読みしすぎだよ小野っち。普通に横向けば指が刺さるだけですんだのに」

「……いてて……。ってかどっちにしろ刺さるんじゃないですか」

　俺はジンジンと痛む頭をさすりながら、そばでイタズラの成功を喜んでいる月原先輩に文句を言う。その手にはボールペンが握られていた。

「そりゃそうだよ。なんにも起こらないなんて一番つまらないもん。イタズラはその人の四方八方を塞ふさぐようにしかけないとねっ♪」

「人はそれを罠わなという……。マジでタチ悪いっすよ」

「ふふっ、ありがと。私的には最高の褒め言葉だよ」

　月原先輩は本気で嬉うれしそうだ。

　会議のあとが本番。その理由は、こうして月原先輩が素すをさらけ出すからだ。

　会議中は誰よりもマジメで、的確に、敏腕に職務をこなすやり手の生徒会長。

　けどそれが終われば、このようにイタズラ好きな素の女子高生へ戻る。

　職務に対して真剣な月原先輩はかっこよくて魅力的だけど、もはや別人のような素の月原先輩も、かわいらしくて魅力的だと俺は思っていた。

「にしても、小野っちはほんといい反応するよねぇ。もしかして、私にからかわれて楽しいの？　ねえねえ楽しいの？」

「ご想像にお任せしますよ」

「そっか。じゃあもう楽しくて楽しくて、夜も眠れないほどドキドキ興奮しちゃって、毎日寝不足気味……ってことにしておくね」

「そこまでは言ってないでしょう！」

「それで、毎晩私が夢に現れて、口にはできないあんなことやこんなことを……」

「してませんよ！　なにを想像してるんですか」

「んん？　小お野のっちこそなにを想像してたのかなぁ？　あんなことやこんなこと、としか言ってないんだけどなぁ？」

「え？　……あ、いや……別に変な意味じゃ」

　くっ……また主導権を握られた。ってかそもそも、こんな見え透いた定番のからかいに乗っかってしまう、自分の未熟さが恨めしい。

　先輩は俺の隣に座って、わざとらしく身を寄せてきている。香水なのかシャンプーなのかわからないけど、甘い香りが鼻び腔こうをくすぐった。

　しかもこの人、着痩やせしてるけど実はすんごいものを隠し持っていて、すり寄られると腕に当たるんだ。柔らかい、全男子にとっての桃とう源げん郷きようそのものが……。

「……ねえ。今なに想像してるか、当ててあげよっか？」

　月つき原はら先輩は、俺のそばで囁ささやくように言った。自慢の胸を押し当てながら。

「い、いいですよ？　絶対外れてますから」

「ほー、強気だね」

　月原先輩はクスクスと笑う。微かすかな振動が、触れている胸越しに腕へ伝わる。

「でもその強気さ……今つけていないんだ、って言ったらどうなるかな？」

　えっ!?　と、俺の心臓が瞬間最大の脈を打つ。

　先輩が俺にふくよかなそれを押し当てている状態で……つけていない発言だと!?

　それってつまり、いま先輩はノーブラ……ってこと？

　マ、マジで!?　なぜに!?　痴ち女じよか！

「い、いや別に……つ、つけてないからって、ど、どうってことないっすよ？」

　必死に平静を装って俺は答えるが、案あんの定じよう動揺は隠しきれていない。

　一方で月原先輩のニヤニヤも止まらなかった。

　さらにグッと身を寄せ、つけていない状態の双そう丘きゆうを俺の腕に強く押し当て──




「でも、いい香りするシャンプーでしょ？　香水なんてつけなくてもいいぐらいに」




「………………え？」

　思わず変な声を上げてしまう俺。

「つけてないの、いつもの香水。でもほら、私こんなにいい香り♪」

　先輩はわざとらしいぐらいのニッコリ笑顔を俺に向けてくる。




　……『つけてない』ってそっちのことか！

　よくよく思い返せば、香水なのかシャンプーなのか甘い香りが、って自分で布ふ石せき打ってたじゃんか！　ちくしょー……これはやられた！

　言葉では言い表せないような屈辱感でいっぱいだった。気持ちの中ではもう、床をゴロゴロ転がって悶もだえている。むしろ実際にしちゃったほうが気も楽になりそうだ。

　そして、そんな俺の心境すら見透かされていたのか、月つき原はら先輩はお腹なかを抱えて笑い出した。そんなにおかしいですか？　……おかしいですよね、わかってます。

　ひとしきり笑い終えた先輩は、息を整えながら立ち上がる。

「くっ……ふふっ。いやー、やっぱり小お野のっちはからかい甲が斐いあるなぁ、あはは」

「そりゃどうもっす。ってかそろそろ仕事させてください。俺、部活控えてるんで」

「うわお。さすが小野っち。マジメだなー」

　月原先輩はわざとらしく驚いたリアクションを取ったあと、

「でも小野っちのそういうところ、好きだよ。頼りにしてるね」

　なんて恥ずかしげもなくあっさりと言ってのけて、他の役員のもとへ絡みにいった。

　……好きってのはあれだ。生徒会役員として、あるいは後輩としてだ。

　真まに受けて平常心を忘れるな、俺。深呼吸しよう。

　それにしても、まったく。人の作業を邪魔するだけ邪魔して「ごめんねー」もなしですか。しかも、他に人がいる環境でよくあんな露骨にからかえると思う。

　とはいえ、実は先輩にからかわれるのって、全然イヤではないんだよね。

　むしろ美人でスタイル抜群な年上の女性が、こうしてからかってくれる状況……それ自体はかなりおいしいと思っている。

　きっと以前の俺じゃ、月原先輩みたいな人に絡んでもらえるどころか、気にも留めてもらえなかったからなぁ……。

　だからこそ俺は、月原先輩にたくさんからかってもらえるこの距離感を、結構楽しんでいた。ちゃんと俺という存在を意識してもらえているみたいですごく嬉うれしい。




　……あとぶっちゃけ、一回ぐらいはあのおっぱいに顔を埋うずめたいし、揉もみしだきたい。

　こうして仲よくしていれば、そんな機会もワンチャンあるよね…………ないか。







　生徒会役員の職務を終えた俺は、部室で着替えをすませ体育館へ向かう。

　館内では、バドミントン部とバレーボール部が男女とも声を出し合って練習していた。どちらの部も県内では強豪チームだからか、緊張感のある活気に満ちていた。

　けど、俺はそんなバド部やバレー部の練習風景を横目に通り過ぎる。

　目指すは、コート四分の一程度を使ってこぢんまりと練習しているバスケ部だ。

「──あ、小お野の瀬せ先輩！　お疲れさまです」

　コートの隅で練習を眺めていた女子生徒が、柔らかい笑顔で迎えてくれた。

「未み央おちゃん、お疲れ。ごめんね、遅くなっちゃって」

「本当ですよぅ。先輩いないと、あの人たち全然まとまらないんですからね」

　そう言ってわざとらしく頬ほおを膨らませるジャージ姿の女の子は、俺が部長を務めるバスケ部のマネージャー、洲す崎ざき未央ちゃん。

　俺より頭ひとつ以上背のちっちゃい、見た目も存在もかわいらしい一年生だ。

「……なんて、冗談です。先輩、生徒会と兼任だからしょうがないですよね」

「まあね。でもまとまっていないように見えて、あいつら、なんだかんだで仲よくやってるしさ。大丈夫でしょ」

「確かに……ふふっ。やることは自由ですけど、やり始めるとみんな一斉に足並み揃そろうからおかしいですよね」

　未央ちゃんが笑うと、ツインテールも少しだけ楽しげに揺れた。

　彼女は、遙はる香かみたいに感情を全力で爆発させるタイプでもなければ、月つき原はら先輩のように余裕のある態度をとるタイプでもない。

　笑うなど感情が動くときは、柔らかく表に出すような大人しめな子だった。

「だねー、自由だねー。だってほら、俺たちバスケ部ってさ……」

　そんなマネージャーの横に立って、俺は部員たちを眺めながら言う。

「くっそヌルいじゃん？」

「……そうですね、ヌルヌルですね……あ、はは」

　ふたりして苦笑いを浮かべるほど、ここ竹たけ乃の宮みや高校──通称『竹たけ高こう』のバスケ部は、県内でもかなりの弱小チームだった。部員だって二チームに分かれてミニゲームができるギリギリの人数と、マネージャーである未央ちゃんの計十一人しかいない。

　二年生の俺が五月頭ですでに部長を務めているのも、先輩がさっさと責任逃れ──もとい、引退したからだ。まあそうは言っても、たまに息抜きで遊びには来るんだけど。

　なので活動自体もかなりヌルい。本気で上を目指そうと思って部活を続けている部員は、おそらくいないと思う。いたらとっくに辞めている。単にバスケが好きで、仲間と楽しみたい……そのぐらいの気持ちで入部した連中ばかりだ。

　練習メニューなんてほとんどお飾りで、基本的にやることは自由だった。

　準備運動をしたらすぐ五対五のミニゲームや３×３スリー・バイ・スリーを始めるか、フリースローや３ポイント勝負を始めるか、おもしろ動画を撮ろうと遊び始めるか。今は何人連続でダブルクラッチ決められるかゲームをやっているらしい……そんで、しょっぱなから外してる。

「……未み央おちゃん的には、イメージと違って残念だった？」

「え？」

　俺が突然訊きいたからか、未央ちゃんは弾はじかれたように振り向いた。

「だってマネージャーやりたいってことは、強くて一生懸命なチームのメンバーを支えたい、って気持ちがあるからじゃないの？　俺らじゃどうがんばっても全国大会になんか連れてってやれないよ？」

「最初から諦めてるのが、もううちのバスケ部って感じですね」

　こっちの自じ虐ぎやくネタをしっかり拾い、笑ってくれた未央ちゃん。

　嫌みに感じないのは、やっぱり笑い方が優しいからなんだろうな。まさに天使だ。

「でも、いいんです。わたしがここでマネージャーしたい理由は他にあるので」

「へえ、そうなんだ。教えてよ、今後の参考に」

　ちょっとだけ未央ちゃんの顔を覗のぞき込む。「え～？」と嫌そうな、だけどかわいらしい反応を見せてから、彼女は人差し指を立てて口元に添えた。

「ナイショなんです。誰にも」

「なんだよそれー。……へへへ」

「ふふっ」

　未央ちゃんとのやりとりで心臓が蕩とろけるかと思った。普通に話しているだけでもふわふわと気持ちよくなってくるのに、ちょっとしたあざとさすら感じるかわいい仕草までされたら、キュンとなるのは必ひつ至しだ。

　こんな素敵な子がマネージャーとして入ってくれるんだから、ぬるぬるのお遊びバスケ部も捨てたもんじゃないと思う。

　実は俺、小学生のミニバスからずっとバスケを続けているんだけど、好きなわりに運動神経がないせいかお世辞にもうまくなんてなかった。

　だから中学のときはずっと二軍で楽しめなかったので、中学卒業を機に辞めてしまおうかとも考えていた。けど竹たけ高こうのバスケ部を見学してみたらヌルく楽しそうなノリだったので、それに惚ほれ込んで入部したのだ。

　ただそんな部活だから、マネージャーなんて入るわけがないと半ば諦めていた。

　ところが今年の春、未央ちゃんがマネージャーになりたいと見学に来て、今ではこうして隣にいる。

　未央ちゃんがバスケ部に入ろうと思った理由はこれまでもはぐらかされてばかりだったけど、まあ部活は楽しいし花もできたんだ。

　いちいち気にするのも野や暮ぼというものだろう。

「あー、小お野の瀬せやっと来た。そういうの、重役出勤って言うんでしょ」

　俺の姿に気づいたバスケ部員がひとり、声をかけてきた。

　彼の名前は常盤ときわ直なお樹き。このゆるいバスケ部の副部長だ。

「しかも……ねえみんな！　小お野の瀬せがマネージャー口く説どいてるけど、どうする？」

「「「ぶっ殺ーす！」」」

「物騒なこと言ってんじゃねぇ！　生徒会だったんだから遅れるのはしょうがないだろ」

　そういうときは本当にびっくりするほど息が合うよな、あいつら。

　やいのやいのと捲まくし立てる姿も暑苦しいことこの上ない。

　でもそういう環境が、俺は嫌いじゃない。

『仲間！』とか『青春！』って感じがして、これはこれで楽しいんだ。

「わかってるって。兼任も大変だよね。ってか小野瀬が来て人数揃そろったし、そろそろミニゲーム始めようか。小野瀬も、いつまでもマネージャー口説いてないでこっち来なよ」

「だから口説いてねーって！」

　などと反論しつつ、俺は羽は織おっていたジャージを脱ぐ。

　するとなにも指示していないのに、未み央おちゃんはジャージを自ら受け取ってくれた。

「行ってらっしゃい、先輩。がんばってきてくださいねっ」

　これぞまさしくマネージャーの鑑かがみってやつだろう。素晴らしすぎる！

「──オッケー！」

　未央ちゃんのかわいい笑顔に見送られ、俺はキュッとバッシュを鳴らした。







　熱い展開を見せたミニゲームは、ギリギリ俺の属するチームの勝利に終わった。

　コートにへたり込んで荒々しい息を整えていると、未央ちゃんがみんなへスクイズボトルを配ってくれた。さらには肩がけの小さなクーラーボックスから、なにやら取り出して部員へ手渡している。

「はい、これは先輩のぶん。特別に三つあげます」

　手に乗っかった瞬間、心地よい冷気が広がった。ピンポン玉サイズの小さいカップに、果肉入りでオレンジ色をしたゼリーが入っているようだ。

「今日はオレンジ味のゼリーを作ってみました。ビタミンは疲労回復にもいいですし」

「マジか、これ手作り？　しかもみんなの分を？　すげぇ、ありがとう！」

　さっそくペロリ。甘酸っぱい果汁が舌に広がり、渇かわきを潤しながらつるんと喉のどを通る。

　ああ、これは確かに染みるわ……。しかもうまい！

「ふふっ。ありがとうございます。でも、ゼリーなんて誰でも簡単に作れますよ？　ゼラチンで固めるだけですし」

「いやいや。ゼリーがすごいっていうか、差し入れを手作りで持ってきてくれることがそもそもすごいよ。ほんと嬉うれしい。いつもありがとう」

「そう言ってもらえると、がんばって作った甲か斐いがあります」

　未み央おちゃんはこちらからお願いしたわけでもないのに、なにかしらの差し入れを準備してくれる。それもほぼ毎日だ。

　さすがにその都度手作りのものを、ってわけじゃないけど、自分の判断で、ときにはリクエストを訊きいて、運動後の俺たちへ向けて準備してくれる。

　未央ちゃんの、とにかく気の利く一面だ。三歩後ろに下がって自主的にサポートに徹してくれる、こんなお遊び部にはもったいないマネージャーだ。

「マネージャー、ごめん。そこのハシゴんとこにかけてるタオル、取ってくれない？」

「あ、はーい」

　こうして部員からなにかお願いされたときも、未央ちゃんは素直に対応してくれる。

　未央ちゃんは、壁際に備え付けられているハシゴみたいな器具（これ、小学校中学校のときにもあったけど、なにに使うの？）にかかっているタオルを取ろうと近くへ向かう。

　でも彼女の身長では腕を伸ばしても届かない場所にかかっているようで、背伸びをしたり、ピョンピョンと跳ねたりしている。

「ううー……高い」

　なんて言ってがんばっているマネージャーを眺めながら、俺はもう胸がホッコリだ。

　登って取ればいいことに気づいていないちょっと抜けているところも、背伸びしたりジャンプしたりしている一生懸命なところも……存在そのものが癒いやしなんだよなぁ。

　なんて思いながら温かい目で未央ちゃんを拝んでいると、視界の隅に人影が入り込んだ。

　体育館側面の引き戸の辺り。制服姿の女の子がひとり、体育館の中、しかもバスケ部のほうを窺うかがっていた。制服のリボンの色からして一年生らしい。

「……ねえ未央ちゃん。あの子、友達？」

　どうせうちの部の男子はみんな女っ気がないとわかっている（八割は決めつけだけど）ので、ならば未央ちゃんに用事がある生徒だと考えるのが自然だ。

　俺が訊たずねて引き戸のほうを指さすと、未央ちゃんはすぐさま反応した。

「あ、はい。クラスメイトです。ちょっと行ってきていいですか？」

「もちろん」

　わざわざ確認するところも律りち儀ぎだなぁ。気にしないでいいのに……。

　すたすたとクラスメイトのもとへ会いに行き、なにやら話し始める未央ちゃん。

　するとしばらくして、なぜか俺が未央ちゃんに手招きされる。

　なんだろう。呼ばれる心当たりはなにひとつとしてないんだけど……。

　首を傾かしげながら、俺は未央ちゃんたちのもとへと向かう。

「先輩、紹介しますね。クラスメイトの久く城じよう望のぞ海みちゃんです」

「……こんにちは」

　久く城じようと呼ばれた子はペコリとお辞儀する。

　わざとなのか素すなのか、その声は抑揚のない落ち着いたものだった。しかも俺をまっすぐ見つめるのはポーカーフェイスな澄まし顔。あと、泣きぼくろが印象的だった。

「久城……望のぞ海みちゃん、か。えっと、初めまして」

　そう挨拶は交わすものの、やっぱり俺がここへ招かれた理由がわからない。

　すると俺の表情から察したのか、未み央おちゃんがわけを説明してくれた。

「今の時期からでも、可能だったらマネージャーになりたいんだそうです」

「そうなの？　ってか、マネージャー？　女バスの部員としてじゃなくて？」

　久城ちゃんはコクコクと頷うなずいた。なんか、小動物みたいでかわいい子だな。

　ちなみに竹たけ高こうのバスケ部は男女で分かれていない。女子バスケ部の部員がいないからだ。

　なので女子でも男子に交じって入部は可能だが、もしちゃんとしたバスケがしたいのなら部活以外の道──例えばジュニアクラブチームを勧めている。

　……のだけど、どうやらそういうわけじゃないらしい。

「えっと、それじゃあ志望動機は？」

「……内緒、です」

　この子も内緒かい。一年生の女子に流は行やってるの、内緒事？

　でも基本的に来る者拒まずだから、断る理由もないんだよなぁ。

「わかった。とりあえず採用ってことで」

「せ、先輩？　そんな簡単に決めちゃっていいんでしょうか？」

　未央ちゃんは呆あつ気けにとられていた。珍しい表情を見た気がする。

「まあ別に、マネージャーは何人までって決まりもないからね。そもそも、そんなことを厳しくするような活動内容じゃないでしょ、うちの部」

「はあ……それは確かに」

「それに、いつも献身的にがんばってくれてる未央ちゃんの負担を、少しでも減らしてあげられればな……って思ったんだけど。余計なお世話だった？」

「──へ？　あ、いえ、そんな……気を遣わせちゃって……すみません」

　むしろそれはこっちのセリフなんだけどなぁ……と謙虚な未央ちゃんを見て思う。

「そしたら久城ちゃん。入部届は顧問の野の口ぐち先生に提出しておいてね」

「わか……りました」

　……ん？　一瞬、言葉に詰まったような……気のせいかな。

「今日はもうあと一時間ぐらいで終わっちゃうし中途半端だから、明日からまた来てくれると助かるよ。マネージャーの仕事とかは未央ちゃんが教えてくれるから」

「未央……ちゃん？」

　そうつぶやいて、久く城じようちゃんは未み央おちゃんを見る。

「はい！　任せてください。明日から改めてよろしくね、久城ちゃん」

　未央ちゃんはそう言うと、久城ちゃんに握手を求めた。少しだけためらった様子を見せてから、久城ちゃんは差し出された手を握る。

　こうしてまた、お遊びバスケ部に女子が加わった。ゆるく楽しむだけの部活も、ずいぶんと華やかになってきたと思う。

　ただまあ、楽しい青春模様としては申し分ない。むしろ、かなりおいしい状況だろう。

　こうなったらもう、とことん楽しむしかないよねっ！




　……でもひとつだけ、ちょっと気になることがある。

　さっき、俺が未央ちゃんの名前を『ちゃん』付けで呼んだ一瞬、久城ちゃんの視線が鋭くなったような気がするんだけど……。

　でも、基本的な表情は全然変わってなかったし。

　ただの勘違い……だよな？　たぶん。







　部活を終えて帰宅した俺は、風呂で汗を流しササッと晩飯を食ったあと、自室のベッドへダイブし今日一日を振り返る。今日も素晴らしく楽しい青春模様だったなぁ。

　別になんらかの大事件が起きたわけでもない。

　みんなから特別扱いされているわけでもない。

　ごく普通にクラスへ馴な染じみ、くだらない話で盛り上がれる友達がいて、授業以外の活動も充実させ、教室以外にも自分の居場所を作り、仲間と時間を共有する。

　ただそれだけの、誰もが当たり前に送っている普通の青春が、どれほど尊いことか。

　その尊い青春を、俺は手に入れたんだ。

　高校デビューを決意してからの一年と半年で、ようやく……。




　……いや、『普通の青春』と呼ぶにはちょっと語ご弊へいがあるか。

　この青春は、普通より少しグレードが高い。

　明るくフレンドリーな距離感が楽しい遙はる香か。

　ちょっとエッチでからかい上手な月つき原はら先輩。

　献身的でがんばる姿のかわいい未央ちゃん。

　そんな三人の美少女と、なんとなくいい感じのふんわりとした距離で関わりを持ち、学校生活を送っている。『普通の青春』よりもかなりおいしい状況だと思う。

　ついつい妄想が捗はかどっちゃうのもやむなしだ。

　例えば遙はる香かの場合。

　誰もいない放課後の教室でダベりながら、友達以上恋人未満な関係だと思っていたのに、告白もないまま互いの気持ちを察して自然と……キスしちゃったり！

　いやー、いいわぁ！　このドキドキ感こそ青春だわぁ！

　他にも月つき原はら先輩の場合。

　ふたりだけで居残り中の生徒会室、普段のからかいがどんどんエスカレートして、その延長で誘われて……一線越えちゃったり！　そんであのおっぱいを存分に堪たん能のうして……。

　もはやなんてエロマンガですか！　最高じゃん！

　そして未み央おちゃんの場合。

　ふたりきりで部活用具を片付け中、俺専用の手作りのお守りを渡されて、その流れで告られて、でも答えは……君を全国へ連れてくまで待っててほしい、とか言っちゃって！

　これこそ超王道じゃん！　汗と涙と青空が似合いそうだ！　まあうちのバスケ部は青空だけじゃなく全国とも無縁だけど！

　いやーしかし、男の妄想力ってヤバいね。底なしだね。いつまでも妄想していられるし。続けていればいつかマジで現実になったりして……でへへへっ！

「うっさいクソ兄貴！」

　いきなり隣の妹の部屋から壁をドンされ、俺は一気に妄想から引き戻されてしまった。

「変な笑い声出さないでよ！　勉強の邪魔！」

　……マジか。でへへへって、そんなにでかい声出てたのか……。

　妹の美み空そらはふたつ年下の中学三年生で、受験を意識し出す頃合いだ。勉強の邪魔をしてしまったのなら、確かに兄ちゃんが圧倒的に悪い。けどクソ兄貴はいただけない。

　とはいえ注意する気はサラサラない──というかなにか言ったところで、口くち八はつ丁ちようで生意気な妹に勝てる気なんてしないので、壁ノック二回で応えるにとどめる。『了解』という意味だ。たったいま俺が考えた。

　しかしまぁ、せっかく気持ちよかった妄想タイムも白けちゃったな。

　俺はため息を零こぼして天井を見上げる。




　……でもそういう甘酸っぱい展開は、妄想の域を出ないからこそ安心して楽しめるんだろうなぁ……ってのが正直な気持ちだった。

　仮に月原先輩、遙香、未央ちゃん……この三人とのゆるく幸せな関係が、なんらかの形に進展したとして、そのときはきっと有う頂ちよう天てんで楽しいだろう。

　けど誰かひとりと関係が深まれば──他のふたりとはどうなる？

　今までと同じ関係、同様の距離感とはいかないはずだ。

　もちろん、恋愛への興味も、関係を進展させたい気持ちもある。ただ、今の関係を崩してまで色いろ恋こい沙ざ汰たへ発展させるのは、俺の求めた理想の青春とはかけ離れてしまう。

　誰も傷つくことなく、修しゆ羅ら場ばにも発展しない、ギリギリのラインを保ったゆるい関係。

　それが、高校デビューを決意してたゆまぬ努力の末に手に入れた、俺の理想の青春だ。

　もしかしたら矛盾しているように聞こえるかもしれない。

　あるいは、本当にそれが理想なのかと疑うかもしれない。

　でも、これでいいんだ。下へ手たに事件を起こしたり巻き込まれたり、矢や面おもてに立たされるぐらいなら、俺はみんなとのゆるい距離感を維持したままで満足だし幸せだ。

　そんな日々でさえ、中学のころに比べれば充分すぎるぐらい出来すぎな高校生活なんだ。

　だからこそ俺は、月つき原はら先輩たちとの関係を下手に進展させたくはない。

　このゆるい関係は、絶対、ゆるいままのほうがベストなんだ。
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　翌日も俺は、クラス内で変に目立ちすぎず、けれど程よく友達と盛り上がれる、充実した理想の高校生活を謳おう歌かした。

　もちろん遙はる香かや月原先輩、未み央おちゃんとのゆるーい関係も相変わらずだ。

　教室では遙香と、昨晩放送していたお笑い番組の話で盛り上がった。お昼には、購買でたまたま鉢合わせた月原先輩にからかわれ、それを見ていた菊きく地ちに羨うらやましがられた。部活に顔を出せば、甲か斐い甲が斐いしくがんばる未央ちゃんの姿を眺めながらバスケを楽しむ。

　穏やかに流れていく、なんの変哲もない青春模様。

　もしあえて変化を挙げるなら、新しいマネージャーである久く城じようちゃんの存在だろう。

　俺はふたりの様子をときどき確認する。やっぱり部長だし、新しく入った生徒のことは気になっていた。とはいえ、ふたりは同性でクラスメイト。昨日話していた感じからも仲が悪いわけじゃなさそうなので、問題はないと思うけど……。

　未央ちゃんはやっぱり面倒見のいい性格みたいで、マネージャーの仕事をひとつひとつ丁寧に久城ちゃんへ教えているようだった。

　一方の久城ちゃんは相変わらずの澄まし顔……というかポーカーフェイス。ただ、表情に動きはないものの真剣に話を聞いてはメモを取っている。

　まあ、しばらくは未央ちゃんに任せてみよう。なにか問題があれば彼女のほうから俺に報告もあるだろうし。そういった連絡や相談を未央ちゃんはしっかりできるタイプだし、心配はない。いやはや、本当によくできたマネージャーだ。

　なんて思いながら、かわいらしい一年女子たちを眺めていると──

「小お野の瀬せ、危な──」

「え？　──ぶへっ！」

　振り向いたのがまずかった。飛んできたボールが顔面に直撃。

　あまりにも不意打ちすぎて、俺は足をもつれさせて尻しり餅もちをついてしまう。

　さらに不運は重なるもんで、顔面でバウンドしたボールは宙を舞ったあと、倒れた俺の股こ間かんに落ちてきやがった。

「大丈夫、小お野の瀬せ……？　けっこういったよね？」

　ホントだよ！　鼻はなっ面つらに大打撃だよ！　コートでボーッとしてるヤツにパス出すなよ！　……ボーッとしてた俺が百パーセント悪いんだけど。

　手を差し伸べてくれた常盤ときわに掴つかまり、俺はお礼を言いながら立ち上がる。

　すると、鼻の奥にヌルッとした感触があった。

「やっべ、鼻血だ」

　つつーっと滴したたる赤い体液がＴシャツに染みを作った。こんなわかりやすい鼻血は何年ぶりだろう……なんて呑のん気きなことを考えながら上を向く。

　何人か笑ってるチームメイトがいるけど、上向いてて見えなくったって声で誰かわかるからな？　あとで覚えてろよ？

「先輩、大丈夫ですか？」

　未み央おちゃんが心配そうに駆け寄ってきた。ポケットティッシュを何枚か取り出して、高いところにある俺の顔へ当てようと背伸びする。

「上向いちゃダメです。血が喉のどに流れて、余計にひどくなっちゃいます。ちょっと俯うつむきめに。『考える人』のポーズです」

「あ、そうだったの？」

　全然知らなかった。外へ流れ出ないよう上向いていれば、勝手に治まると思ってた。

　言われた通り、俺は『考える人』のポーズをとる。

「あとは丸めたティッシュを詰めて、鼻の両側を押さえてください……そうです」

　未央ちゃんは心配そうな表情を浮かべつつ、テキパキと応急処置を手伝ってくれた。未いまだにケラケラ笑ってる部員たちとは大違いだ、まったく。

　それにしても、未央ちゃんって本当にすごい子だな。

　こんなことまで知っていて、的確に処置ができるなんて。

「未央ちゃん、お母さんみたいだね」

「……へっ？」

　思わず正直な気持ちが口から漏もれてしまった。

　それを聞いた未央ちゃんは、当然ながら呆あつ気けにとられていた。

「こういうことよく知ってるから、すごいなって意味でね。いいお嫁さんになれそう」

「か、からかわないでくださいよぅ」

　顔を赤くしちゃって、かわいいなぁ。

　……なんか周囲の視線がいろいろ刺さるけど。

「そんなことより、大丈夫ですか？　痛みがひどいなら、骨や軟骨にも影響があるかもしれません」

　未み央おちゃんに言われてみて、改めて鼻に意識を集中する。

　ぶつけた痛みが残っているぐらいで、骨を痛めたような感じはしない。

　なので、そう答えて安心させてあげようと思った──のだが。

「念のため、私、先輩を保健室に連れていく」

　なぜか久く城じようちゃんが割り込んできた。

　てか保健室だって？　んなオーバーな。

「そこまでひどくないから大丈夫だよ、久城ちゃん。ほっとけば血も止まるし、その辺で座って休んでるよ」

「ダメ……です」

　感情の起伏がない顔で俺を見ながら、久城ちゃんは言った。

「万が一の場合がある……あります。保健の先生が近くにいれば迅じん速そくに対応してもらえる……えます。なので今すぐ保健室へ行きましょう。一緒に」

「え？　あ……お、おう」

　なんだか妙な気迫、というか勢いを持っている子だな。押し切られちゃった。

　ってか、さっきからなんでそんなタメ口を敬語に言い直してるんだ？　気にしなくてもいいのに。もとから敬語が苦手なタイプなのかな。

　でも、久城ちゃんが俺を心配してくれているのは素直に嬉うれしい。

　それに彼女の言うとおり、俺自身はなんとも思っていなくても、気づかずに大おお怪け我がしている可能性もある。

　なら確かに、保健室へ行って保健の先生の指示を仰ぐべきだろう。

　チラリと未央ちゃんを見やる。彼女も、心なしか不安げに俺を見て頷うなずいた。

「わたしも、そのほうがいいと思います。それで、あの……」

　俯うつむき、なにか言いにくそうにしながらも、未央ちゃんは顔を上げた。

「わ、わたしが保健室まで、ご一緒しましょうか？」

　なんということでしょう。いきなり後輩ふたりから保健室デートに誘われちゃった。

　どうしたものか……と考える。やっぱり、マネージャーとしての経験が少しでも多い未央ちゃんには、体育館に残ってもらったほうがいざってとき助かるよなぁ。

「保健室に行くだけだから大丈夫だよ。むしろ、未央ちゃんはこっちに残っててくれないと。このアホなメンバーがまとまんなくなっちゃう」

「おいこらっ！　アホとはなんだ、アホとは！」

　冗談交じりに説明すると、案あんの定じよう、常盤ときわたちチームメイトから文句が飛んできた。

　うるさい、鼻血を笑った仕返しだっ。

「未み央おちゃんにならいろいろ任せられるしさ。戻ってくるまでの間だけだから。お願いできないかな？」

　未央ちゃんはどこか落ち込んだように眉まゆを動かし、けれどすぐに真剣な面おも持もちに変わる。

「……はい。わかりました。任せてくださいっ」

　小さな胸を張って答えてくれた未央ちゃん、マジ天使だなぁ。

　天使なマネージャーにこの場は任せ、俺は久く城じようちゃんと一緒に体育館をあとにした。







　保健室に到着し、引き戸を開ける。ほのかな消毒液の匂いが迎えてくれた。

「失礼しまーす……って、誰もいないのかな」

　あかりの灯ともっていない室内は薄暗く、人の気配はまるでない。

　ってか異様に暗いと思ったら、外がかなり曇っていた。どんよりと厚い雲が広がっているのが窓越しに見える。ひと雨来そうでヤバめな天気だ。用事を済ませて戻ったら、今日は早々に部活切り上げてみんなを帰したほうがいいかな……。

　なんて、いつも以上にマジメに部長ぶって考えごとにふけっていたのには、わけがある。

「保健の先生、席外してるっぽいなー。それかもう職員室かなー？　ねぇ、久城ちゃんはどっちだと思う？」

「………………」

　…………頼むからなんか喋しやべってくれよ！

　無言が一番どうしたらいいかわかんないんだよ！

　わけとはこのことだ。久城ちゃん、話しかけてもずううぅぅぅっと無言。多少頷うなずいたり首を左右に振ったりはしてくれるけど、コミュニケーションって概念をどこかに落としてきちゃったのかな？　ってぐらい会話が発生しない。

　壁に向かって喋っているような虚むなしさってこういうことね。泣きたくなってくる。

　せっかくふたりきりだし、いろいろゆっくりお話ししたかったのに……。

　一応これでも、久城ちゃんの所属する部の部長だからね。なにかあったときのためにも、可能な限り情報を仕入れておきたかった……んだけど。

　おかしいなぁ。久城ちゃんと未央ちゃんが喋ってるときは、普通に会話が成立していたように見えたんだけど。

　それとも、年上の男が相手じゃ緊張しちゃうのかな。それならしかたないけど……。

　まあ、またタイミングを見計らえばいいか。それよりも鼻血だ……って、あれ？

「なんかもう鼻血止まってるみたい。そんなに痛みもないし、やっぱ部活戻ろ──」




　──カチャッ




　突然、引き戸のほうから音が聞こえ、俺は振り返る。

　なぜか久く城じようちゃんは、引き戸の前に立って鍵を閉めていた。

「やっと、ふたりきりになれた」

「……え？」

　なになに、どういうこと？　ふたりきり？

「ずっとこのときを待ってた……誰も邪魔者がいない、ふたりだけの空間」

　久城ちゃんは突然、わけのわからないことを口にした。

　いや、口にしただけならまだマシだった。彼女は少しずつ俺に近づいてきた。

　鍵まで閉めた薄暗い保健室で、表情の読めない少女が俺に詰め寄ってきている……。

「どうしたの久城ちゃん？　ふたりだけのって……え？　これ、なんか復ふく讐しゆうされるパターン？　俺、久城ちゃんになんかした？　お、怒らせるようなこと、やらかしてた……？」

　久城ちゃんは答えない。代わりに、一歩また一歩と確実に距離を詰めてくる。

　俺も距離を保とうと後ずさるが、突然ふくらはぎになにかが当たり、バランスを崩してお尻から倒れてしまった。黒い合ごう皮ひのソファにドスンと座り込む。

　これ、完全に追い詰められてない、俺？

　とうとう久城ちゃんは俺の目と鼻の先に立ち、こちらを見下ろした。相変わらずポーカーフェイスだが、その泣きぼくろが特徴的な目はマジで殺やる気の五秒前って感じだ。

　三、二、一──そして、ゼロ。

「ひぃっ！」

　突然動きだした久城ちゃんに、俺はビビってみっともない声を上げてしまった。

　……けど別に痛みが襲ったとか、苦しさに意識が遠とお退のくとか、そんなことはなく。

　むしろ、消毒液臭さをかき消すフローラルな香りがすぐそばから漂ってきた。

「……久城、ちゃん？」

　なぜか久城ちゃんは、ソファに座り込んでいる俺の膝ひざに乗っかり、抱きついていた。

　なんなんだこれ。なんで抱きつかれてるんだ？　ますますわけがわからないぞ。




　……なんて言うほど、俺は鈍感じゃない！

　なるほどそういうことか！　このいかにもな展開は、久城ちゃんが俺のこと好きになっちゃったパターンだな!?

　じゃなかったら、誰もいない保健室で鍵を閉めてまでこんなことしない。ふたりきりになれるタイミングを待っていたって意味も、そう考えれば合が点てんがいくじゃないか！

　マジか！　こんなことって起こり得うるんだな！　これが『恋は突然に』ってことか！　ちょっと違う？　まあいいや！

　そういうことなら、変にホラーな演出挟まないで、素直に言ってくれればいいのに。

　おかげでビビっちゃったじゃん、あははははっ！




　…………笑いごとじゃないって！

　昨日の夜に考えてたこと、もう忘れたのかよ俺は！

　いま俺が手にしている交友関係は、青春は、ものすごーく絶妙なバランスの上に成り立ってるんだ。特に月つき原はら先輩や遙はる香か、未み央おちゃんとのゆるーい関係は、ちょっとの関係性の変化が直接崩壊に繋つながる。

　そしてこの状況は、紛まぎれもなく『関係性の変化』と言っていい状況だ！

　これは限りなくマズい！

「ちょ、待って久く城じようちゃん！　い、いったん離れて……ね？　お、落ち着こう」

　久城ちゃんの肩に手を添え、引き離そうとする。見た目通り、もの凄すごく小さな肩だ。

　グッと身を離した久城ちゃんは、それでも、俺の膝ひざの上から退どこうとはしない。チョコンと小動物かなにかのように、膝の上で大人しくしている。

　こうしてみると、飼い主に懐なついてるネコみたいでかわいいな……じゃなくって！

「その、急に抱きつかれるのは……さ。嫌ってわけじゃないんだけど。びっくりしちゃって、こっちまでテンパっちゃうから」
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「……嬉うれしくなかった？」

「いや、嬉しいよ？　久く城じようちゃんの気持ちは嬉しい。ただ……ダメなんだよ」

　久城ちゃんはちょこん、とかわいらしく小首を傾かしげる。

　無言で「どういうこと？」と問うてきているんだろう。

「俺はさ、今、誰ともお付き合いするつもりはないんだ。ほら！　生徒会やら部活やらでなんだかんだ忙しいから、あまり恋愛に没頭していられる感じじゃなくって……」

　あまり相手を傷つけないよう、言葉を選びながらやんわりと断る。

　久城ちゃんには申し訳ないけど、今の俺はやっぱり、恋愛に踏み込める状態じゃない。

　みんなとの関係性がどうのってのもその理由のひとつだし、久城ちゃんに対して言った生徒会や部活動が忙しいというのも嘘うそじゃない。




　なにより──きっと君は、本当に俺のことを好きじゃないはずだ。




「……なにを言ってるの、優ちゃん」

「──へ？」

　久城ちゃんの声に、言葉に、俺は驚いて顔を上げた。

　彼女は今、優ゆうちゃんって言ったのか？　優ちゃんって、優ゆう哉やの『優』……だよな？

　そんなふうにあだ名で俺を呼んでくれるのは、母方の婆ばあちゃんぐらいなもんだが。

　…………いや、待てよ？　もうひとりいたな。淡い記憶が徐々に像を結んでいく。

「私と優ちゃんは、ずっと前にもう、約束してたはず」

　そうだ。もうひとり、俺を『優ちゃん』と呼んで慕ってくれた女の子がいた。

　ようやく思い出した記憶の中で、俺をそう呼び続けているのは──かつての幼おさな馴な染じみである女の子の『のぞみ』だ。当時の幼い少女の顔が、俺の脳裏に浮かんでくる……。

　その思い浮かんだ幼い少女と久城ちゃん、ふたりの目元の泣きぼくろが──重なった。

「お前、もしかして……佐さ久く間ま望のぞ海み、なのか？」

　表情に変化はない。けれど心なしか、両肩がハッとなったように動いた。

　表に出さないだけで感情はちゃんとあって、微かすかでも仕草に出ていたらしい。

「久しぶり……だね、優ちゃん。やっと再会できた」

　佐久間望海。俺の幼馴染みで、ひとつ年下の女の子。

　俺が小学校四年生、望海が三年生のときに、引っ越しを理由に離れ離れになった……。

「マ、マジか……苗みよう字じも雰囲気も変わってて、全然気づかなかった」

　別れて六年も経たつし気づけないのもしかたないだろう。引っ越した理由が親の離婚で、母方の実家へ行くことになって……新しい苗字も馴染みが薄くてすっかり忘れてたわ。

　ともかく。俺は驚きと混乱で放心状態になってしまった。

　けれど重大な問題が片付いていないことに気がつく。

「いや、でも……本当にお前があの望のぞ海みだとしても、俺は望海と付き合えないよ」

　そうだ。そればっかりは、せっかくの再会というシチュエーションのところ申し訳ないけど……貫くしかないんだ。

　それが俺の青春のためでもあり──なにより、みんなのためだから。

「さっきから優ゆうちゃん、なにを言ってるの？」

　望海は再び首を傾かしげた。

　本当に、俺の言っていることの意味が理解できていないようだ。

　それほどまでに純粋で、濁りのないまっすぐな瞳を俺に向けて──




「私と優ちゃん……もう交際歴、六年だよ？」




　…………えっと、はい……はい？　え？　そうだったの？

　つまり俺には、とっくの昔に望海という彼女がいた……てこと？




　…………んなバカなッ!!
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　人生なにが起こるかわかったもんじゃない、なんてよく耳にはするけど、まさか知らない間に俺に彼女ができていたなんてな。

　なるほど、世のイケメン共に起こりがちな「お前、最近彼女と別れたはずだよね。え、なんでもう次の彼女いんの？　早っ！」現象は、これがカラクリだな？　『彼女』って存在が自然発生するから別れても別れても途切れないんだ。

　うわー、チャラい。チャラすぎて別れた感傷もすぐチャラにできますよって？

　やかましいわ！　ノリツッコミ寂しすぎるわ！

　違う、俺はそんな話がしたいんじゃない。

　俺の今の率直な気持ちはこうだ。

「あの、ごめん望海……。俺と望海って付き合ってた、のか？　ずっと？」

「……がーん」

　擬音語を口で表現すんのか。

　でも表情が全然『がーん』って感じじゃないから、気持ちは確かに伝わった。

「ショック……。ショックすぎて手元が狂いそう」

「ちょ、それは勘弁してくれ！」

　手をわきわきと動かす望のぞ海み。見ているだけで身の毛もよだつくすぐったさだ。

　ってか俺の弱点を知っているってことは、この子は幼おさな馴な染じみの望海で間違いない。

　けど俺と望海の間に交際歴はない。そんな約束も交わした記憶はない……はず。

「マジでわかんないんだ。忘れてるだけかもしれないし、それだったらごめん」

　正直に話すと、望海は落ち込んだようなため息をついた。

「本当に、覚えてない？　六年前のこと」

　六年前……俺がちょうど小学四年生の頃だ。

　必死に記憶をひねり出そうとするけど、もはや漠然とし過ぎてるんだよな……。

　すると望海は、うんうん唸うなっている俺にしびれを切らしたのかもしれない。

「それなら、私が思い出させてあげる」

　望海は着ていたジャージのファスナーを下ろし、学校指定の体操着姿になる。

　そしてシャツの裾を掴つかんでおもむろにたくし上げてえええぇぇぇえっ!?

「待て待て待てえ！　なんでそこで脱ぐ!?」

　マジで意味がわからん！　でも、わからんなりにここから先はマズいと直感は働いた！

　これ以上シャツの裾が上がらないよう、俺は掴んで押さえた。まあタイミングが遅かったせいで、本来は見えちゃいけない部分がすべてオープンになっちゃってるけども。

　細く緩やかな曲線を描くくびれ、チョコンとくぼんだつぶらなおへそ、そしてフリル付きの水色のブラに収まった、こんもりサイズの胸。ほどよいお椀わん形で、Ｄぐらいは余裕でありそうだ。しかも肌全体がシルクのようにしっとりとした美白……。

　やばい、エッチくてドキドキが止まらない。

「んー、むー、ふー」

　フガフガと妙な声が聞こえてハッと視線を上げる。まくし上げたシャツに隠れた部分でなにかがもがいていた。いや、なにかじゃないよ。望海の頭だよ。

「わ、悪い！　いま離すから！　てかお前もいきなり脱ぐなよ……」

　シャツを下ろしながら、もうちょっとだけきれいな素肌を拝んでおこうというスケベ心で視線を下げた俺。さっきは見落としていたが、胸元に小さなネックレスが揺れていた。

「優ゆうちゃんに思い出してもらうには、これしか手段、なかったから」

　つまり体で思い出させようとした、ってこと？

　そこまで進んでた関係なのか、俺たちは。最近の小学生って早いな……記憶にないけど。

　って思ったら、望海は襟に手を突っ込み、首にかけているネックレスを取り出した。

「このネックレス見せれば、きっと思い出してくれると思って」

「脱ぐ意味なかったよね？　今のやり取り必要なかったよねぇ!?」

「でも一いつ糸し纏まとわない姿もセットにすれば、より思い出せるかなって」

「そんなん目をそらすに決まってるだろ！　ネックレスどころじゃないって」

「なにを恥ずかしがってるの？　一緒にお風呂入った仲なのに」

「それこそ何年前の話だよ……。お互いもう高校生で、さすがにその……マズいだろ」

　望のぞ海みはかなり女の子らしく成長していた。さっきから心臓はドキドキしっぱなしだ。

　すると望のぞ海みは、なぜか押し黙ってしまった。微かすかに頬ほおとか耳が赤らんでいる気がする。

「優ゆうちゃん、ズルい……」

　ボソッと一言だけ発すると、望海はまたがっていた俺の膝ひざの上から降りた。さらにそこから二歩ほど下がる。なんだなんだ？　急にしおらしく俯うつむいて、手までモジモジと……。

　まあいいや。えっと……ネックレスを見たら思い出すだって？

　俺は望海の持っているネックレスを改めて凝視する。

　チェーンを通した銀色の指輪だ。よく見たら端々で塗装が剥はがれてて、プラスチック素材が丸見え。しかもだいぶ色あせている。オモチャなのは一目瞭然だ。

　そこでようやく、俺はハッとなる。

「それ、誕生日に俺があげたやつか？」

　弾はじかれたように顔を上げた望海。そしてコクコクと小刻みに頷うなずいた。

　昔、一緒に行ったお祭りの売店で紐ひもクジを引いたら、それが当たったんだ。

　本当は携帯ゲーム機を当てたかったけど何回やっても残念賞で、ネックレスなんて男が持っててもからかわれるだけと思い、ちょうど誕生日だった望海にプレゼントした。

「……そうだ、思い出してきた」

　人間の記憶ってのは不思議なもんだ。些さ細さいな記憶がメインの記憶に紐付けされていて、ひとつを思い出すと芋ヅル式に蘇よみがえってきた。

「んで、祭りでそれをあげた次の日の学校で、俺、望海から話があるって呼び出されたんだ。小学校の西校舎一階の階段裏に……うっわ、懐なつかしい！」

　思わず身を震わせる。嬉うれしさと気恥ずかしさが同時に全身を駆け巡った。

「そうだよ。私、優ちゃんのこと呼び出して、それで、それで……」

　ギュッとネックレスを握る望海。

　大丈夫。安心しろ望海。ここまできたら、もう全部思い出せたって。

「それで望海、こう言ったんだよな？　『ネックレスをくれたお礼に、私の一番を優ちゃんにあげる』って」

　望海は首がもげるんじゃないかってぐらい、何度も何度も頷いた。

　俺が思い出したこと、よっぽど嬉しいんだろうな。

「いやー、思い出せてスッキリした！　そんで、俺も確か『嬉しい！』とかって答えたんだっけな。懐かしいなぁ、あれ小学生のときだったっけ……」

「そう。『嬉しい、俺もほしい』って優ちゃん、答えてくれた」

「そうだそうだ。うんうん、全部思い出したよ…………」

「…………」

　……待　て　よ　？

　いま俺、ものすっごく重大な事実をどスルーしてなかった？

「……な、なあ望のぞ海み？　あのとき、お前が言った『私の一番』ってさ……。俺、もらってたっけか？　てか、そもそもそれは物だったっけ？」

「ものはもの……だけど多分、字が違うほう。しかも、私、もうあげてる」

「あー、だよね、やっぱ。うん。そうだと思った。てか、今ならそうだってすぐ理解できたわ。なるほどね、そういうことか……はいはいはい」

　変な汗が全身から吹き出てきた。




「…………………………俺、あの日、望海に告られてたんだね」




　はいバカがいるー！　女の子のがんばった告白を、告白と認識すらせずにスルーした大バカ者がここにいるー！　最低にも程があるわ！

　いやー、恋愛に無知な小学生男子って怖いね……。

「優ゆうちゃん……」

　あまりにも悲しげな望海の声が聞こえて、俺は恐る恐る顔を上げた。

　相変わらず澄ました表情だったけど、瞳には力がこもっておらず──

「なんで今日までのうのうと生きてこられたの？」

　思おもいの外ほか辛しん辣らつな言葉が返ってきた！

　でもその通りだから反論できない！　俺はひたすら頭を下げまくった。

　てかこの子、昔から言葉選びが不得意で、それが原因でいろいろややこしい状況に陥おちいっていた不ふ憫びんな子だったけど……もしかして未いまだに不得意だったりするのか？

「いや、その……ほんと、ごめんなさい」

「ずっと信じてたのに……こんなひどい裏切り、されると思わなかった」

「すみません、すみません。裏切るつもりなんて微み塵じんもなくて……」

「じゃあなにならあったの？　むしろ、なにもないから今の今まで告白に気づけなかったんでしょ？　甲か斐い性しようなしのろくでなしでしょ？」

「否定はできません……そこにクズとうすのろを足してもいいです」

　……これは確かに、俺が悪いだろうな。

　小学生のころなんて色恋には無知な時期だし、望海の言い方だって回りくどく小学生では理解しきれなかった……って弁解したいが、言えるような立場じゃないよなぁ。

「手紙のやり取りだって途中で放り投げるぐらい継続力もないし、私のことも覚えてなかったし、謝罪もないし、優ゆうちゃんはないない尽くしだね」

「……ちょ、ちょっと待って。手紙のやり取り？　放り投げたって……俺が？」

　確かに望のぞ海みが引っ越してからしばらくは、お互いヒマなときに手紙を出し合っていた。

　当時はまだスマホなんて持たせてもらえなかったから、望海との連絡手段は文通だけ。

　でもその文通も、俺が中学へ上がったころを境にパッタリ止まってしまった。

「たぶん文通が途切れたの、望海から返事が返ってこなかったのが原因……な気が……」

「そんなはずない。私も出した。すぐ責任転てん嫁かするこざかしさだけはあるんだね」

　辛しん辣らつすぎ！　日常会話で『こざかしい』なんて使う人、初めて出会ったよ！

　でも文通に気恥ずかしさを覚えていた時期でもあったし、勉強や部活が慌ただしくなり始めたころだったから、俺も自然と手紙から離れていったのは事実なんだよなぁ……。

「けど、許してあげようって思ってる。だって私、それでもずっとずっと……優ちゃんのことが好きだったから」

　思いもよらない言葉に、俺は顔を上げた。

「小学生のあのときから……ううん、もっと昔から、私は優ちゃんのことが好きだった。それは今も変わらないから」

　小さな拳でギュッとジャージのズボンを握っている。

　澄まし顔のくせに、心の中ではきっと、とてつもない勇気を振り絞っている。

　この子は真剣だったんだ。

　告白してくれた六年前も、引っ越して離れ離れになってからの六年間も、そして今も。

　望海は本気で俺のことを好きでいてくれて、真剣に想おもい続けていてくれた。

　じゃなかったら、祭りのハズレクジで手に入れたオモチャのネックレスを、こんな大事に持っていてくれるはずがない。

「……でも、優ちゃんは違ったの？　引っ越しでお別れしても恋人としてはお別れしてなかった。だから、私と優ちゃんの交際はまだ続いてるって、私は思ってたけど……」

　俺はすぐに答えられなかった。

　当然だ。こんなにも長く真剣に想ってくれていた子に、下へ手たな言葉は投げかけられない。

　でも今の俺では、望海の告白を受け入れて交際を続けることはできない。

　その気持ちと事実だけは、変わらない。変えられない。

　俺が特定の誰かと関係を深められない理由は、相手が望海であっても同じだから──

「……ごめん。俺は望海のこと、幼おさな馴な染じみとしか思えない……」

　静まりかえった保健室の中で、微かすかに、息を呑のんだような音が聞こえる。

「望海の告白を告白だって気づかなかった俺が百パー悪いけど、俺は望海と付き合っていたって自覚が最初からなかったんだ。だから、未いまだに交際は続いてるって言われても、俺の気持ちって言うか、モチベーションって言えばいいのかな？　そういうのが全然、付き合うってレベルに追いついていないんだ」

　言いながら、どこかで聞いたことのある出来の悪い言い訳だな……なんて自じ嘲ちようした。

「これから好きになってくれるのでもいいよ？　いっそ今ここで先に関係深めちゃう？」

「そういうわけにもいかない……ってか、露骨に保健室のベッドを指さすんじゃない」

　そのままベッドでコトに及ぼうとでも言うつもりか？　なんてアグレッシブな……。

「……わかんない。優ゆうちゃんは彼女、ほしくないの？　お付き合いしたり、イチャイチャしたり……エッチとかしたくないの？」

「いや、したいよ。したいけど……ってストレートすぎるわ！」

　仮にもかわいい女の子だろうに……。

「なら、私がいるよ？　いつでもウェルカムだよ？　むしろすでに付き合ってるんだから、なにも文句言わないよ？」

「だから、付き合ってるわけじゃないって。だいたい好きって気持ちのないやつと一緒にいても、望のぞ海みが辛つらいだけだろ」

「そんなことない。今まで遠距離だったぶん、優ちゃんのそばにいられるなら充分幸せ」

　乙女なこというわりに、ポーカーフェイスが全然幸せそうに見えないんだが……。

　しかし困ったな。どう返事をしたら納得してもらえるんだろう。

　望海のことが嫌いなわけじゃないし、好意を向けられてドキドキもしている。でも、だからこそ、望海との関係をこれ以上深められない理由の説明が、なかなかに難しい。

　……下へ手たに誤ご魔ま化かそうとするより、素直な気持ちを話しておいたほうがいいな。

「俺は、今の生活が気に入ってるんだ。みんなにほどよく好かれてて、近すぎず遠すぎずな距離感で楽しんでいられる、今の青春がさ」

　望海は「どういうこと？」と言いたげに首を傾かしげた。

「その関係とか環境って、私と付き合ってても変わらないよね？」

「いや……変わるよ。周囲の俺を見る目は確実に変わる。いいにしろ悪いにしろな。少なくとも、友達の間で俺に彼女がいるって噂うわさが広まったら、付き合い方も変わってくる」

「だったら、ちゃんとヒミツにできるよ？　ふたりだけのヒミツ……たくさん作ろ？」

「さり気なく告白っぽいの挟み込むなよ」

「今のは告白だってわかったんだ。優ちゃん、成長したね。偉い偉い」

「う、ぐ……と、とにかくだ。俺はみんなと平等に仲良くやっていれば、今はそれでいい。下手に目立つようなことになんない、平穏な青春が送れるならそれで充分楽しいんだ。だから、彼女とかは正直、今は考えられない」

　これでいいんだ。これが俺の望む青春の形であり、青春を謳おう歌かするための最適解だ。

　しばらく俺たちの間には沈黙が続いた。

　窓の外からは微かすかに、運動部の号令やホイッスルの音が聞こえてきている。

　やがて、ふぅ……とため息を零こぼし、望のぞ海みは言った。

「そっか……そういうことになってたんだね、優ゆうちゃん」

「そういう……こと？」

　うっかり聞き流しそうになった、妙な違和感。微かすかに含みのある言い方。

　気になった俺が聞き返すと、望海は澄まし顔でとんでもないことを言い出した。




「なんだか優ちゃん……すごい計算高くなっちゃったね」




「…………はい？　え？　あの……へ？」

　なにを言われたのかよくわからなかった。またしても情けない声が出てしまう。

「えっと、それは一体全体どういう……。お、俺が計算高い？　いやいや……別に、そんなことはないと思うけど」

「でも、みんなと平等に仲良しでいたいけど、目立つようなことはしたくない……って考え方が、もうその時点で打算的だって私は思ったけど。違うの？」

「いや、別に……ふ、普通じゃないか？」

　そんな純じゆん真しん無む垢くな目でこっちを見ながら首を傾かしげられてもなぁ……。

「でもそんな人付き合いって、周りの顔色窺うかがって、嫌われないバランスを気にしながらじゃないと無理だよね？　八方美人ってことでしょ？　けど八方美人って、計算高くないとなれない気がするの。邪推しすぎ？」

　捲まくし立てる望海の言葉を、俺はただ黙って聞き続ける。

「久しぶりに優ちゃんと会って、いろいろ見てたらね。優ちゃんってすごい八方美人になっちゃったんだな……って思ったの。もし間違ってたらごめんね？」

　謝る気があるのかないのかわからないポーカーフェイスで、望海は俺の顔を覗のぞき込む。

　俺が計算高いやつ？　八方美人だって？

　いま手にしている関係性や青春模様が、すべて計算打算で手に入れたものってこと？

「……いやいやいや！　さすがにそれは考えすぎだって……。楽しい学校生活送ろうって思って普通に動いてたら、自然とこういう関係ができあがってただけだよ」

「そう、なの？　本当に？」

「そりゃそうだって。それに、そんな器用なこと俺にできると思うか？」

「……無理、だと思う。優ちゃん、昔は不器用だったから。今はわからないけど」

　あまり嬉うれしい納得のされ方じゃなかった！

　自分で言ったことだし、事実、昔から不器用っちゃ不器用だったけど……。

　まあ、納得してくれたんならそれでいいか。

「そういうこと。俺は不器用だからさ。恋愛始めちゃうと、そっちにばかり意識が向いちゃうと思う。かといって、気持ちの追いついていない恋愛なんてしたところで、余計に望のぞ海みを傷つけるだけ。そっちのほうが、俺は嫌だな」

　俺は望海の目をまっすぐ見つめながら説得する。

　しばらく無言で見つめ合ったあと、望海は小さくため息をついた。

「……それでも、私の気持ち、変わらないから」

　たったそれだけを言い残すと、望海は振り返って一足先に保健室を出ていく。

　ぽつんと俺ひとりになった薄暗い保健室へ、一気に静けさが舞い戻ってくる。こちこちと、壁がけ時計の寒々しい音が鳴っているだけ。

　その静けさのおかげで、一気に頭が澄んでいく。ソファの背もたれに身を預け、短くため息を漏もらしたあと、なぜか俺はしばらく身動きが取れなかった。

　体育館に戻ったのは結局、降り出した雨の音に気づいてからだった。







　雨の中、最寄りの[image: ]つじ倉くら駅から自宅まで必死に走って帰ってきたのに、制服をずぶ濡ぬれにしたことを母さんにこっぴどく叱られた俺は、そのまま風呂場に放り込まれた。

　五月の雨は濡れると底冷えするせいもあって、風呂が沸いていたのは素直に感謝だ。

　ザブンと湯を顔にぶっかけて、保健室での望海とのやりとりを反はん芻すうする俺。

　幼い頃に離れ離れになってからも、俺を一いち途ずに想おもい続けてくれた幼なじみ、久く城じよう望海。

　彼女はこの六年間、ずっと俺と付き合っているつもりでいた。

　それについては、俺の勘違いのせいでかわいそうな思いをさせちゃったけど……もちろん、異性に好かれて嫌な気持ちなんてない。望海の気持ちは純粋にありがたいって思う。

　状況が状況じゃなかったら、きっと嬉うれしくて逆立ちしながら校庭走ってたろうな。

　いや、ごめん冗談。そもそも逆立ちできるほどバランス感覚よくないんだ。

　ただやっぱ何度も言うとおり、今もしも望海と付き合うってなったら、俺が望んで築き上げてきたみんなとの関係性はあっけなく崩壊してしまうと思う。それだけは避けたい。

　俺はもう、中学のときのようなあんな思いをするのは、こりごりだから。

　だからこそ高校デビューを決意して、今日の今日までがんばってきたんだ。

　……それなのになぁ。そのがんばりと成果を、言うに事欠いて計算高い八方美人って。

　望海のやつ、本当に毒舌だよ。昔に比べて語ご彙い力上がってるぶん、攻撃力増してるし。

　でもまあ、言い方が辛しん辣らつなだけで全部望海の憶測でしかない。

　単に話を聞くだけなら、荒こう唐とう無む稽けいにしか聞こえない、思わず笑っちゃうような与よ太た話。

　そうだ。そんな与太話、盛大に笑い飛ばせばいいじゃんか！

　あはははっ！

　ははは………………














　ちょっと待って。いや思いっきり待って？　どこで感づかれた？

　なにか失言したか？　俺、バレるようなことやらかしたか？

　んなわけない！　わかりやすく気づかれるような失言があったなら、それこそそのときに気づけるだろ！　今までどんだけ発言に気をつけてきたと思ってんだよ！

　いくら思い返しても失態は見当たらない。たぶんこっちに落ち度はない……はず。

　じゃあ感づかれた理由は他にある。つまりは望のぞ海みの中のなにかだ。

　…………いやいやいやっ！　そこまでわかったからって、どうにもなんねぇよ！

　実は望海って心が読めるんじゃないの？　あいつ本当はエスパーなのか？　それともメンタリスト？　俺の仕草かなにかで読み取られたのか？

　マジでわけがわからん！　軽く恐怖体験だよこれ！　手、震えてるし！

　……いや待て。落ち着け。バレたと決めつけるのは早計だ。

　自分で言ったように、ただ感づかれただけって可能性も充分ある。つまりはブラフはつたり。誘導尋問。ボロが出るのを誘っているに違いない。……でもなんのために？

　まあその辺の詮せん索さくはあとでいい。

　優先すべきは、これ以上ボロが出ないよう細心の注意を払って行動することだ。

　そうすれば露呈することはない。ちゃんと自分の中にのみ留とどめて、守り切れるはずだ。

　俺がこの理想の青春を、計算打算を駆使して手に入れたっていう、紛まぎれもない事実がな。
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　望海は俺のことを、要約すれば『今のおいしい立ち位置を計算打算で手に入れ、あの手この手でキープして楽しもうとしている八方美人』と称したわけだが……。

　なにひとつ間違っちゃいない。はっきり認めよう。俺はまさしく八方美人だ。

　計算と打算を駆使し、八方美人に徹してクラスメイトとコミュニケーションをとる。それこそが中学時代の経験を踏まえてたどり着いた、理想の青春を謳おう歌かするための戦略。

　そしてその成果が、月つき原はら先輩や遙はる香か、未み央おちゃんたち三人とのゆるい距離感を含む人間関係と青春の獲得──つまり『高校デビュー』の成功だってわけだ。

　けど俺は人を貶おとしめるような手段は使っちゃいないし、使わないことを鉄則にしている。

　高校デビューにあたって俺がしてきたことのひとつは、情報をかき集めることだ。

　例えば流は行やりのお笑い芸人の情報とか、新しく始まるドラマの話題。

　あるいは新商品のお菓子の情報だったり、人気のマンガや映画の知識。

　他にもテストのヤマや各先生の弱み、スクールカースト上位の生徒のプロフィールや、かわいい女子生徒の３サイズ、好きな男子のタイプなどなど。

　情報ってのはなんにでも利用できる。なにか行動を起こす上で、データのインプット量はそのまま力に換わる。浅くてもいいから広く、集められるだけ集めておいて損はない。

　だから俺は、情報収集にあの手この手を尽くした。

　あとは集めたデータを、上手に利用していくだけ。

　周囲の顔色と空気を窺うかがいながら、計算に計算を重ねて的確に情報を利用し、時間をかけてクラスメイトとの信頼関係を築いていったってわけだ。

　バスケ部に所属しているのだって、コミュニケーションを円滑にするための計算だ。

　運動部に所属しているってだけで、周囲の生徒は俺のことを勝手に陽キャ認定してくれる。校内での地位を確保するのに、この陽キャ属性は必須と言っても過言じゃない。

　もちろん運動部員であることが陽キャの絶対条件ってわけじゃないだろうけど、少しでも印象がアップすればよし。あと竹たけ高こうバスケ部ってめっちゃ活動ゆるそうだったし。

　生徒会だって、その肩書きがあれば好印象を得られるから所属しているだけ。特に影響力が顕著なのは、先生たちからの評価と内申だろう。

　ともかく、そんな地味な計算打算の末に手に入れたのが、教室の中にひとりやふたりは必ずいる『誰に対しても分け隔てなくいいヤツ』的なポジションだ。

　これは言い換えれば、大多数から嫌われない平穏な立ち位置でもある。

　誰にも迷惑をかけることなく、俺の望む高校生活を楽しむために必須であり、最適だと確信している理想的なポジションだ。

　誰かに特別好かれようとすると、得てして別の誰かに嫌われる可能性は高くなるものだ。もし嫌われた相手が、クラス内の覇権を握っているカースト上位のやつだったら？　あっという間に俺の存在は潰つぶされる。

　あるいは誰かに好かれようとすると、他の誰かを切り捨てなくっちゃならないことだって起こりうる。もし切り捨てた人があることないこと吹ふい聴ちようしたらどうなる？　俺の周囲からの信用はガタ落ちだ。

　だからこそ俺は、特定の誰かに好かれることより誰からも嫌われないことを最優先した。

　それを八方美人と呼びたいならそう呼べばいい。俺は八方美人って言葉をネガティブに捉えてないからな。でなきゃ最初からこんな考え方を支持し、行動に移したりしてない。

　現に俺は八方美人に徹したおかげで、念願の明るく平穏で、程よくみんなからチヤホヤされる楽しい楽しい青春を手に入れたんだ！

　八方美人でなにが悪い！　高校生活を存分に楽しむことのほうが何倍も大事だろ！




　てなわけなので、打算的だってことが周知されちゃうのはまずい。非常にまずい。

　八方美人は、バレない内は誰にも迷惑かからないけど、バレた瞬間信用が崩れるからだ。

　望のぞ海みに感づかれたのは俺史上最大の誤算だ。このままじゃご破算だ。韻いんなんて踏んでる場合じゃない。

　望のぞ海みはこの事実を周囲に言いふらしたりはしないと思う。望海の中でも俺が八方美人だって確証があるわけじゃないだろうし、そもそも自分から言いふらすメリットが少ない。

　しばらく望海を観察して、動きを把握しとくか……。そういう意味じゃ、俺が部長を務めるバスケ部のマネージャーになってくれたのは不幸中の幸いだ。

　今の時点で俺がジタバタしたって意味はない。でもそれは望海の側も一緒だ。今日明日じゃことは動かず、しばらくは俺の尻尾しつぽを掴つかもうと様子見の膠こう着ちやく状態が続くはず。

　なら一度冷静になって状況を見極めるとしよう。

　同時に、今のみんなとの関係や俺の立ち位置が崩れないよう、防衛策を練っていこう。

　……そんな簡単に、俺の青春が壊されてたまるかってんだ！
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　翌日。外は昨晩の雨がなんだったのかってぐらい、雲ひとつない晴れ。

　そんな快晴の早朝、[image: ]つじ倉くら駅から電車に乗って揺られること一時間以上。

　俺は、同じ県内だけど地元から五十キロは離れている竹たけ高こうを目指していた。

　なんでわざわざそんなに遠い高校を選んだのかというと、これだけ地元の[image: ]倉市から離れてれば、同中おなちゆうのやつらと遭遇することなんかまずないからだ。

　高校デビューにあたって俺のしてきたことの中で、たぶん最初の行動が『地元からなるべく離れた場所の公立高校を受験する』だろう。

　本当は県外の私立も視野に入れたかったんだけど、金銭的に厳しいって条件を親に出されてしかたなく県内の公立校を志望した。まあ今にして思えば、私立は県内外関係なく人が集まるぶん、同中のやつらと遭遇率高そうだったから結果オーライかもだけど。

　つまりこれが、俺の『逃げ』だ。嫌な思い出しか残っていない地元から逃げ、嫌な思い出に関与している連中と鉢合わせしそうな環境から逃げたかった。

　そして、誰も俺のことを知らない新天地で、心機一転、順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな青春を送ってやるって誓い、行動に移したわけだ。

　あとはその新天地で、俺はいちから『小お野の瀬せ優ゆう哉や』という人間を取り繕うことにした。

　簡単に変えることのできない、変えたくない素すの自分──実はゴリゴリのオタクだって面を完璧に封印し、外そと面づらだけでも受け入れてもらいやすいように。

　そうしてできあがったのが、計算打算で人間関係を構築し、青春を謳おう歌かしている八方美人な今の俺、というわけだ。

　……なんてことを思い返しているうちに学校へ到着。俺はいつも通り教室へ向かった。

　途中の廊下で知り合いに出会えば、普段と同じように軽く挨拶を交わす。顔が広くクラスの外にも友人知人がいるってのは、それだけで安心感があって心地いいもんだ。

　……けど、今日はなんだか妙だ。

　声をかけた知り合いのほとんどが、やたらとわざとらしい笑顔を作って答えるのだ。嘲ちよう笑しようとかそういう類たぐいの笑みじゃないから、不快感はないんだけど……。

　なんていうか……近所の奥様方が「あらあらまぁまぁうふふふのふー」と井戸端会議で好奇の視線を向けているときの笑み、みたいな？




　…………なんだって？

　ちょっと待て。好奇の視線？

　なんか無む性しように嫌な予感がしてきた。脂あぶら汗あせが首筋に滲にじんだのがわかる。

　いや、でも、昨日今日の時点で好奇の目で見られるようなヘマ、俺はしていないぞ？

　友達に送ろうと思ったエッチなラインを女子の下へ誤送したとか、ツイッターのごりごりオタクな裏アカが身バレするとか、そんな凡ミスはなにひとつだ。

　その辺は今け朝さ、登校中の電車内で一いつ切さい合がつ切さい確認済み。ここ一週間とかまで遡さかのぼっても、そんな下へ手たを打つような言動はしていない。細心の注意を払ってきた……はずだ。

　だとすれば……いや、だとしても……そんなバカな。まさか、昨日の今日で？

　焦りと不安に俺の足は急せかされ、あっという間に自分の教室へたどり着いた。

「おーす、おはよー！」

　なるべく平静を装って挨拶しながら教室に入った──直後。

「よお小お野の瀬せ！　おっはよー！」

　がっちり肩を組んできた菊きく地ちが、とんでもないことを口にした。




「お前、彼女いたんだって？　水くせーな、なんで教えてくんねぇんだよ！」




「……………………へ？」

　いきなりそんな話を切り出された俺は、当然頭がまっ白で混乱状態だ。

「へ？　じゃねぇよ、とぼけんなって！　お前、一年の久く城じよう望のぞ海みって子と付き合ってんだろ？　それも小学生のころから！」




　…………なんでお前がそれ知ってんだああああぁぁぁぁッ!!




　おかしいだろ！　なんで望海と接点のない菊地が、その話を知ってんだよ！

　ってか菊地だけじゃない！　あのニンマリ笑顔になってたやつら、やっぱりあれ、みんな知ってたんだろ絶対！　なんで!?　情報広がるの早すぎない!?　しかもガセだし!!

　誰か広めたやつがいるってことか？　でも誰だよ!?

　……い、いや落ち着け。まずはいろいろ状況を整理しつつ誤解を解かなくっちゃ。

「ご、ごめん。なんのことだか……。確かに望のぞ海み──久く城じようちゃんとは幼おさな馴な染じみだけど」

「お？　望海って呼び捨てにしてんの？　ひゅーひゅー！　お熱いこって！」

「いや、だから、俺の話をき──」

「しかも、離れ離れになった幼馴染みと運命の再会を果たした的な？　……いいじゃんいいじゃん！　ドラマみたいでワクワクすんな！」

　俺の話を最後まで聞けえええぇぇぇ！

「そ、そんなんじゃないんだって！　別に俺と久城ちゃんは付き合ってなんか……」

「恥ずかしがんなよー。俺らもう高校生だぜ？　男女の付き合いなんてよくあるだろ、気にすんなって！」

　気にするんだよこっちは！

　この誤解が広まれば修しゆ羅ら場ばが起きて俺の青春崩壊待ったなしなんだから！

「ほんとにそういうんじゃないって……。だいたい、誰がそんな噂うわさ広めたの？」

「え？　俺」

　お前が犯人か菊きく地ちいいいぃぃぃぃぃぃっ!!

「昨日、部活でちょっと怪け我がしてさー。念のため保健室で診みてもらおうとしたら、なんか鍵閉まってる上に先客がいるなーって思って。そしたら中で話してんの、お前だったじゃん？　で、いきなり抱きついただのなんだのって声が聞こえてよ」

　うわー……それ結構、最初のほうから聞いてたじゃん。

「なんかもう俺、こっ恥ぱずかしくなっちゃってさ。すぐ逃げ出したから、そのあとなに話し……いや、保健室のベッドでなにしてたのかまでは、わかんないんだけどさー」

　しかも肝心な話の後半を全然聞いてないしこの人。

　ってか、わざわざ言い直してまでベッドでほにゃららとか強調するかな普通。

「で、今け朝さ学校来て、とりあえず近くのやつに話しちゃった……てへっ」

「て、てへっじゃないって、もう！　付き合ってないんだって、本当に！　誤解されるような変な噂流すなよ……」

「だってさー。お前みたいないいやつ、なんで彼女できねーのかなって思ってたら、やっとできただろ？　友達として嬉うれしくってさ。みんなにも祝福してやってほしいなって」

「……菊地、お前……」

　ど、どうしよう。それはちょっと嬉しいかも。これが真の友情ってやつなのかな……。

　……じゃねーよ！　なにときめいて懐かい柔じゆうされそうになってんだよ、俺はバカか！

「だ、だとしても確証もない噂を広めるなって。せっかくのみんなの気持ちだって無駄にさせるしさ……。何度も言うけど、俺は久城ちゃんとは付き合ってないんだ」

「ほんとか？　恥ずかしいからって隠さなくても……いや、そうじゃねぇな。悪い」

　菊きく地ちは俺の肩をポンと叩たたき、

「誰にでも、秘密にしたい恋心ってあるもんだしな。そういうことにしておくよ」

　そういうことでもないんだけどなああぁぁ！

　なーんでお前は人の話を聞かない上に歪わい曲きよくするかな本当にもおおぉぉぉっ!!

「しっかし、秘密の恋にしたいなら……あれはすぐどうにかしたほうがいいよな？」

「……あれ？」

　俺は聞き返して、菊地の指さすほうへ目を向けた。

『祝っ！　初カノゲットなみんなの友達・小お野の瀬せを祝ってあげようの会！』

　なに黒板にでかでかと書いてくれちゃってるんですかああぁぁぁぁぁ!!

　これ見方によってはただのイジメだろうがこのやろおおおぉぉぉぉぉ!!

　祝ってあげようの会ってなんだよ！　どんな会だよ！　会員誰だよ！　会費徴収してんの誰だよ無許可かよ！　俺の築き上げた人望が完全に裏目ってんじゃねぇかあああっ!!

　俺は脱だつ兎との勢いで黒板に向かい、黒板消し両手にとにかく右から左へ消しまくった。

　これ以上こんなものが誰かに見られて、さらに噂うわさが広まったりしたら……それこそ遙はる香かが知ったらどうなる？　積み上げてきたものが総崩れじゃねぇか！

　俺は黒板を消しながら、教室内を見回す。俺の必死さを眺めているクラスメイトの中に……遙香はいない！　よっしゃラッキーっ!!　今のうちに証拠隠滅だぁぁ！

「みんなおっはー！　……あれ、どったの？　なんの騒ぎ？」

　その声は遙香!?　背を向けていて姿は確認できずとも、声でわかるぞ！

　だがこっちに抜かりはない！　もう黒板の文字は消えている！　すべてを消しきったわけじゃないが、読める状態ではない！　これならギリギリ、噂を知られることも──

「遙香おはよー！　なんかねー、小野瀬くんに彼女ができたとかって菊地くんが騒いで、黒板アート作ってたの。インスタ用に撮ったの、見る？」

　そこの女子、アウトおおおぉぉぉぉっ!!

　確かに、写真撮られてる可能性をすぐ考えなかった俺も計算が甘かったけど！

　その流れるような展開はさすがに勘弁してほしかったよ！

　だが余計怪しまれるから止めにいくわけにもいかないし、そもそも間に合わないし、もうハラハラしながら遙香の様子を窺うかがう俺。

　……あ、マズい。遙香の表情が引きつり始めた。さっきまでの明るい笑顔がだんだん陰ってきてる。これ、あれだ。口は笑ってるけど目は笑ってないタイプの笑顔だ。たぶん今、遙香の中でいろんな感情が渦を巻いてて、どんな顔をすればいいかわからないんだ。

　おっとぉ？　口元からも笑みが消えた！　なにかを納得したように深く二度三度とうなずき……とうとう興味なさそうに自分の席へすーぅっと向かって……今、席に着いたぁ！

　俺の視線に気づいた遙香は一いち瞥べつを投げるだけ。その一瞬だけでも、視線で殺されるんじゃないかってぐらい怒ってたのがわかった。
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　やべぇ……こうなると、いよいよ崩壊のカウントダウンは止まらないぞ。

　で、でもまだリカバリーはできるはず。いくらなんでも、そうすぐ噂うわさが上級生や下級生には広まるまい。月つき原はら先輩や未み央おちゃんの耳に噂が入る前には、誤解も解けて沈静化しているはず……っていうか鎮静させる、絶対にだ！

　だからまずは計算打算を駆使して、遙はる香かへの誤解を解くことが先決！




　と意気込んだ直後、スマホが震える。ラインの通知だ。

　しかも三通分がほぼほぼ同じようなタイミングで届いたらしい。

　嫌な予感……というか嫌な確信を持って、俺はスマホをポケットから取り出した。




【《遙香》優ゆう哉やに彼女がいようがあたしには関係ないけど……ないけどさぁ（激怒）】

【《月原先輩》昼休み、すぐ生徒会室へ来るように。会長命令に拒否権はないからね♪】

【《未央ちゃん》部活前に少しお時間ください。久く城じようちゃんのことでお話があります】




　…………小お野の瀬せ優哉の青春は、ただいまをもって終了となります。

　ご静せい聴ちよう、ありがとうございました。
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　俺の青春は呆あつ気けなく崩れ去った。

　嫌われたり敵を作ったりしないよう顔色を窺うかがい、外そと面づらよく接して仲間を増やし、ゆるふわな距離感で仲良くなれた女の子たちと、修しゆ羅ら場ばにならない範囲でハーレムを満喫する。

　そんな俺の、計算打算で勝ち取った明るく平穏な青春は、もう、ない。

　すべては泡沫うたかたの夢だったのか。それは儚はかなく霧む散さんし、再び手に入れることは叶かなわない。ああ悲しきかな俺の人生、大切なものはいつだってこの手に残ってはくれない……そんなポエムを無意識にノートへ書き込んでいた。怖いよ、末期じゃねぇか、俺。

　そんな感じだから、授業内容なんて全然頭に入らない。代わりに頭の中では、これまでの楽しかった青春模様がリフレインしていた。

　でもそれが却かえって、すべての関係が崩壊し青春は失われたんだって現実を突きつけてきて、さらに落ち込む。負のスパイラルだ。一時間目の授業なんて気づけば終わっていた。

　どこでなにをどう間違えたんだろう……。やり直せるのならやり直したい。ハレルヤチャンスしたい。Ｄメールでもいいよ。都合よくタイムリープ能力とか身につかないかな。

　……ん、ラベンダーの香り？　マジで香ってきたぞ!?

　もしかしてワンチャン、タイムリープ能力覚かく醒せいあるか!?

　と思って顔を上げると、遙はる香かが目の前の席に座ってこっちをブスッと見つめていた。

　俺が鼻をスンスンさせていたからだろうか、遙香は訊きいてもいないのに答えた。

「そんな嗅かがないでよ、恥ずかしいから。これ制汗スプレー。ラベンダーの香りなの」

「……なるほどね」

　遙香には普段の底抜けの明るさなんてどこにもなかった。みんなが楽しく羽を伸ばしている休み時間にもかかわらず、俺と遙香の間には形容しがたい重い空気が立ちこめている。

「優ゆう哉やって彼女いたんだね」

「やっぱその話題っすか。それ、菊きく地ちの勘違いでデマカセだから」

「ふーん……。それで？　いつから付き合ってるの？」

　おおう、こっちにも人の話を聞かない人がいたよ。勘弁してくれよ。

「だから付き合ってないって。久く城じよう望のぞ海みって名前の、昔近所に住んでた幼おさな馴な染じみ。たまたま高校が同じで、偶然再会して……って、なんでそんなこと遙香が気にすんの？」

「ぎくっ」

「…………ぎくっ？」

　それ、自分の口で言うか普通？

　遙香はおちょぼ口を作った。

「そ、そりゃ、気にするに決まってんじゃん。あたしと優ゆう哉や、去年から同じクラスの友達だよ？　ぶっちゃけ、このクラスの男子ん中じゃ優哉が一番仲いいしさ。なのに彼女いるとかって話、ずっと知らなかったのがなんだかなぁって」

　俺の顔を見るのが恥ずかしいのか、遙はる香かはちょっと顔をそらした。

「彼女いるんなら、いるって教えてくれてもいいじゃん。友達なんだからさ……。隠しごととか、よそよそしくてなんかやだ」

　モヤモヤしてることやハッキリしないことを、ちゃんとスッキリさせたい。

　そういうまっすぐな関係を求めたがるのは、陸上娘の遙香らしいと思った。

　……んで、そういう遙香みたいなまっすぐな子は、回りくどいことは言わずストレートに伝えてあげると喜んでくれる……と俺のデータは示している。

「ごめん。隠しごとしてるつもりなんてないし、本当に彼女じゃないんだよ」

「……そうなの？」

「そう。もしそうだったなら一番に遙香に話してる。なんなら相談にだって乗ってもらってたろうし。遙香とは友達……ってか、クラスの女子ん中で一番仲いいんだから」

　どうやらこの言い方は効こう果か覿てき面めんだったらしい。

　遙香は「ふーん……」とまんざらでもなさそうだった。

「そんなわけだから、あの噂うわさは全部誤解。菊きく地ちが勝手に勘違いして言いふらしただけ。俺には彼女なんていない。さびしいさびしい高校男児なの」

「あははっ。んじゃあたしが慰めてあげる。よしよーし、さびしいでちゅねー」

「それはバカにしてるだろ」

「あ、バレた？　えへへっ」

　本当に赤ん坊あやすみたいに頭撫なでやがって……。

　でもよかった。遙香にいつもの笑顔が戻った。これでマイナスに落ちていただろう好感度も、少しは元に戻せたかもしれない。事前に集めていた遙香のデータが役に立ったな。

　月つき原はら先輩や未み央おちゃんもデータを基に適切な対応をしていけば、簡単にとはいかずともうまく誤解を解いていけるかもしれない。深刻に考えすぎるのも頭が固くなるだけだな。

「……で、でもさ優哉」

　不意に遙香は話題を変えてきた。

「もしその久く城じようちゃんが、もっともっとグイグイ迫ってきたら……どうすんの？」

「どうもこうも、付き合わないよ。幼おさな馴な染じみとしか思っていないし」

「ほんとのほんと？」

「ほんとのほんと」

　俺が答えると、遙香は「そっか、そっか」と安心しているような表情を浮かべた。

　この反応……いや、まさかそんな……。

　妙な胸騒ぎがし始めていた。

「でもほら。もし久く城じようちゃんみたいな子が優ゆう哉やにとってめちゃくちゃタイプで、そんでグイグイ来られちゃったらわかんないじゃん？　その子、どんな子なの？」

「どんな子って……背がちっちゃくて、遙はる香かと同じぐらいの長さの髪をさ、こうサイドでポニテに結ゆってて、表情はいつも澄まし顔のポーカーフェイスで……」

「そうなんだ。へぇ……。こ、こんな感じ？」

　遙香はなぜか自分の赤茶の髪を手でまとめ、サイドテールにして俺へ見せつける。

　……なあ遙香。お前はなにがしたいんだ？

　まあ、予測はしているけど……当たってほしくはない。

「あ、あたしもさ。走ってるときは邪魔だから髪結ってるんだけど……こっちのほうがかわいいかな？　どう思う？　に、似合ってるかな？」

　ああ、はいはい。やっぱりですか。予感的中しちゃいましたか。




　…………遙香のやつ、絶対俺のこと好きじゃん！




　うぬぼれだと思ったけど、これは露骨すぎるだろ。ライバルになり得そうな人の特徴を訊きいて、それをマネて見せて、かわいいかどうかのアピールなんて。

　普通するか？　単なるクラスメイトが？　こんな恥じらってまで？

　ないないないないっ！

　しかも俺に彼女がいないことや、望のぞ海みに対して気がないことまで確認したあとだし。

　俺のかき集めた情報を基に分析すれば、自おのずと遙香の心理は読み取れる。もちろん素人しろうと分析だから精度なんて大したことないけど、去年一年はこれと打算を駆使して生き延びてこられた。その実績がある、信頼できる情報と分析力だ。

　間違いない……遙香は俺のことを好いてくれている。恋愛的な意味で。

　これはこれで、かーなーりマズい。

　というのも、さっきみんなからのラインが同時に届いた瞬間、俺は三人とのゆるーい関係が崩壊したんだと思った。一番危き惧ぐしていた状況に陥おちいったと本気で落ち込んだ。

　ところが、いま遙香は俺にガンガンアピってきている。崩壊したと思った関係はむしろ、想定外の『よい方向』に傾いて深まっているようにも思える。

　でも俺は今まで、あえて恋愛へ発展しないギリギリを維持して楽しんできた。それは単純に、誰かを選んで誰かを切り捨てることによる関係性の崩壊を避けるためだ。

　なのに今の遙香は、明らかにそのギリギリのところを越えてきちゃってる。恋愛的な意味でアピられているってのは、まさにそういうこと。

　つまり──どちらにせよ俺の青春は、今もなお崩壊待ったなしってことだ！

　……いやいやいや！　なんで遙はる香かのやつ、この状況で逆に恋に燃えてんの!?

「な、なんなら普段からあたしもこっちで結ゆってみようかなー、なんて！　優ゆう哉やはどっちがいいと思う？」

　その質問は勘弁してくれ……答えにくい。

　どっちに答えても好感度が上がっちゃうやつだ……。

　……でも大丈夫。こんな質問を投げかけられたときのため、関係を変動させない無難な選択肢Ｃは常にちゃんと用意してあった。

「まあ、似合ってないわけじゃないけど……結ってないほうが遙香らしいっていうか」

「そ、そう……？　じゃあ、いつもの下ろしてるほうが優哉は好き？」

　うおおい！　ストレートに好き？　とか訊きいてくるなよ！　余計答えにくいだろっ！

「好きっていうか、見慣れてるぶん、そっちのほうが遙香らしいかなって」

　ここでもなんとか、事前に考えていた無難な選択肢に落ち着けようとする俺。

　でも遙香の表情はみるみる険しくなってきた。

「もう！　優哉の言い方じゃどっちがいいのかわかんない！　もっとハッキリしてよ！　下ろしてるほうと結ってるほう、どっちの髪型が好きなの!?」

　わああっ！　無難なＣを選びたいのに、極端な二択に絞られちゃったああぁぁ！

　……ああもう、しょうがない。ここはＡの『下ろしてるほう』を選ぶしかないか。

　Ｂの『結ってるほう』を選ぶと、『ってことはやっぱ久く城じようちゃんの見た目はそこそこ気になってるんだ、ふーん……』みたいな空気になりかねん。そうして険悪な状況になって好感度が下がるぐらいなら、遙香の気をよくしてあげたほうがいいだろう。

「ど、どちらかといえば……普段の下ろしてるほうが好き、かな？」

　俺が答えると、遙香はしばらく俺の顔をジッと見続け──

「そっか……下ろしてるほうか……えへ、でへへへ……」

　テレテレと笑い始めてしまった。めちゃくちゃ嬉うれしそうだ。

　まあ、こうして笑ってるところを見ると、やっぱ遙香ってかわいいよなぁと思う。

　感情の出し方も、普段の行動も、とにかく自分に素直で正直だし。

　……そういう彼女の持ち味を、俺はちょっと羨うらやましいとも感じていた。

　だって俺は、事情が事情とはいえ、自分に正直になるのをやめた側だから……。

「いやー、でもいい話が聞けちゃったなー」

　遙香は席を立つ。壁がけの時計を見れば、もう休み時間も終わり間ま際ぎわだった。

「いい話？　なにがだ？」

「んー、優哉の髪型の好みとか？　こういうのがいろいろ参考になるんだなぁ、へへっ」

　参考？　なんのだ？　どういうことだろう……。

　もしかして遙香のやつ、俺を攻略する計画でも立てようとしてるのか？

　ってことは、思いっきり攻略のヒントを与えたことになるじゃん！　ミスったか!?

　だが詳細を聞こうとしたところで先生が教室に入ってきてしまい、話はそこで中断。

　授業のあとも含め、結局その辺の詳細は遙はる香かから聞き出すことはできなかった。







　そんでもって昼休み。俺は生徒会室の前にやってきていた。

　中の設備や広さは普通の教室と変わらないはずなのに、なんでまたシックな色合いで重厚な観かん音のん開びらきの扉をしてるのかね、生徒会室は。

　もう扉の前に立っているだけでプレッシャーが半端ない。ラストダンジョンのラスボス部屋の前に立つ気持ちってのは、こんな感じなのだろうか。

　とはいえ俺の場合、ここにやってきた理由が理由だから余計にプレッシャーを感じているんだろう。ああ、胃が痛い。

　なんてったって、激おこな月つき原はら先輩と二者面談をしなきゃいけないんだ。

　きっと愛想尽かされて、冷たい目を向けられて、呆あきれられた挙げ句に生徒会から追放され……それ以上は考えたくはない。

　ゴクリとツバを飲み、俺は扉の取っ手に手をかけた。

　……でもなんで、こんなに早く先輩の耳に望のぞ海みとのデマが入ったんだろう？　未み央おちゃんにもだ。いくらなんでも早すぎやしないかな？

　菊きく地ちが噂うわさを流し、彼を中心に二年のみんなへ知れ渡るのは、まあわかる。俺は八方美人なこともあって、二年生の中じゃ顔が広い。ましてや黒板にあんなデカデカと書かれていれば、あっという間に噂が広まったのも納得だ。

　でも上級生と下級生は事情が違う。生徒会や部活の関係で三年生との交流は少なからずあるけど、噂がすぐ広まるほどではない。下級生に至っては、生徒のチェックは少しずつ進めているけど、直接の交流は未央ちゃん含めた部活の後輩ぐらいなもんだ。

　なのに朝のホームルームの時点で、月原先輩も未央ちゃんもデマを知っていた。

　その理由がいまいち理解できず、俺は黙考する……ふりをして生徒会室へ入るのをためらっていたら──

「そこにいるのはわかってるんだけど」

　ひぃ！　室内にいる先輩にバレてるし！　透視能力でもあるんですかあなたは！

「時間は有限よ。早く入ってきたらどう？」

　月原先輩の声は明らかに冷たい。からかってくるときのテンションではなく、鬼のようにテキパキ業務を進める生徒会長としてのテンション……よりさらに冷たい気がする。

　でも逃げるわけにもいかない。俺は意を決して扉を開く。

「ようこそ、生徒会室地獄へ」

　……んん？　今、副音声で別の単語が聞こえたような気がしたけど……。

　幻げん聴ちようか？　幻聴であってくれると非常に嬉うれしい。

　月つき原はら先輩は生徒会長専用の大きなデスクでゲンドウポーズをとっていた。ご丁寧に背後の窓が逆光を演出してくれている。逃げちゃダメ？

「なにをボーッとつっ立ってるの？　かけていいのよ？」

　月原先輩は応接用のソファに視線だけ向けた。

　ちなみに生徒会室は、入り口から入って真正面、窓のある奥側に生徒会長専用デスク、その手前に応接用のソファとテーブルがある。さらに部屋の向かって左側は会議用の長テーブルとイス、ホワイトボードなどが置かれた作業スペースになっている。

　あえて応接用ソファに座らせようってことは、それなりに話の内容が重いことを暗に示している。俺は覚悟を決め、「失礼します」と黒革のソファに腰を下ろした。

「さて、小お野の瀬せくん。ここへ呼び出された理由、当然わかっているのよね？」

「……は、はい」

　うおお……いつものあだ名を封印してきたよ。よっぽどガチなんだな。

「私はね、まさに寝耳に水だったの。生徒会の用事が急きゆう遽きよできて小野瀬くんの教室を訪ねたら、あんなことが大きく黒板に書かれていたんだもの」

　なるほど、そういうことだったのか！

　だから月原先輩は、俺に彼女ができたってデマを知っていたのか！

　ちくしょう。いくら俺を思っての行動とはいえ、菊きく地ちが余計なことさえしなければ……。

　でもこれは不運だったと思うしかないか。菊地だって悪気があったわけじゃないんだし。

「生徒会役員たるもの、全校生徒の模範にならなければいけない。にもかかわらず、あんなに目立つ形で異性関係を公表・暴露するのは不純といわざるを得ないわ。百歩譲って交際そのものは咎とがめずとも、生徒会役員にあるまじき悪ふざけよ」

「いや、あの……それに関してはまったくの──」

「発言をするなら挙手！　生徒会に入って最初に教えたわよね？」

「はい、すみません会長！」

　じろりと睨にらまれた俺は、背筋をピンと伸ばして腕を上げた。

「その黒板の噂うわさについては、まったくのデマカセであると断言します！」

　今までピクリともしなかった先輩の眉まゆが、微かすかに動いた。

「……つまり、交際の事実はないということ？」

「そうであります！」

「本当に？　なのに、あんな大々的なお祭り騒ぎになってたって言うの？」

「あ、あれはクラスメイトの菊地が、デマを信じて勝手にやったことなので……」

「……まさかと思うけど、その人に罪をなすりつけているってわけじゃないよね？」

　さすがにそれは疑われすぎじゃないかな、俺！

「そ、そんなことは決してありません！　単にあいつの善意が空回っちゃっただけの、言わば事故です！」

　それを最後に沈黙が降りた。苦手な時間だなぁ。

　最善手は尽くしたはずだけど、こういうときの沈黙が一番心臓に悪い。

　そうして、ハラハラしながら先輩の答えを待っていると──

「…………まあ正直、付き合ってるどうこうはどっちでもいいのよ」

　な、なんだってぇぇっ!?

　今までのノリや雰囲気が、一瞬にして全部ひっくり返ったぞ!?

「さっきも言ったでしょ？　交際そのものは咎とがめないって。高校生として良識のある範囲での交際なら、小お野のっちに限らず好きにしたらいいわ」

「は……はあ」

　しかも先輩からは、さっきまでの重々しさがすっかり消えてなくなっていた。ゲンドウポーズもあだ名封印も解除されてる。

「ただ、まあ……うん。単なるデマで、付き合っているわけじゃない……なるほど」

　ひとりでなにかを納得したように頷うなずいた先輩。

　妙に口元がゆるい……というか、笑ってしまうのを堪こらえているように見える。

「でも、ああいう悪ふざけは本当によくないから。小野っちに非がないにしてもね。その菊きく地ちくんって生徒には、しっかりお灸きゆうを据すえておいてちょうだい」

「あ……はい。それはもう、いろいろ策は考えてます」

「うむ、よろしい」

　満足したように笑顔で頷く月つき原はら先輩。よかった、いつもの先輩らしい美しい笑顔だ。

　どうやら先輩が怒っていたのは、交際の事実がどうこうってわけじゃなく、あの黒板の悪ふざけなどが生徒会役員らしくないって点だったらしい。

　なんだ、焦って損した。そういうことなら、先輩との関係は維持できているも同然だ。

　それにさり気なく『彼女なんていない』という説明も挟んだし、これで身の潔白は証明できたようなもの。信じてくれてるみたいだし、もう問題はないよね。

　すると先輩は、「ふふっ」と小さく笑った。

「まあ真面目まじめな小野っちのことだから、そういうことだろうって思ってたんだけどね」

「ちょ……勘弁してくださいよ先輩。こっちはなにを怒られるのかって、すっごい不安で怖かったんですからね」

「そうでしょう、そうでしょう……ふふっ。部屋に入ってきたときの小野っち、ビクビク具合がすっごいかわいかったよ」

　先輩がいつもの調子でからかう。俺もそれに合わせて、先輩が喜ぶようあえてイジラれキャラを演じる。

　去年の十一月ごろから生徒会役員として先輩のそばにいてわかったことだが、月つき原はら先輩は他者をイジって自身の優位性が確保できると気をよくする人だった。それに比例して相手のことを気に入って、さらにかわいがってくれるようになるのだ。

　それに気づいてから俺は、先輩が俺をからかってきやすいよう、あえて隙を作って接するようにしていた。そうすれば先輩は隙をついて俺をからかい、かわいがってくれるから。

　先輩と仲良く話せるのなら、俺は喜んでイジラれキャラを演じる。これも、俺が計算打算でコミュニケーションを取るようになって身につけた『気に入られ術』のひとつだ。

「でねでね、入ってきたときの様子、動画に撮ってあるの。見る？　一緒に見よっ」

「隠し撮りっすか!?　エグいっすよ……いいです、見たくありません」

「大丈夫ー♪　ここで見たらちゃんと消すから」

　俺の見せた隙に月原先輩は食いつき、ウキウキしながらデスクに置かれていたスマホを手に取る。その時点になってようやく、俺もカメラがこちらを向いていたことに気づいた。

　そして小走りに俺の下へやって来て──隣にボスンと座る。

　勢いよく座ったせいか、スカートが結構際きわどいことになっていた。柔らかそうな太ももがあられもない状態になってて、足を組んだことでふにっとつぶれている。

「再生するよ？　もっと近づかないと見られないでしょ？　ほらほら～♪」

　先輩はグッと俺を引っ張り、身を寄せさせる。先輩の温かくて柔らかいあれやこれやが俺の体に当たる。ちなみに俺の調べたデータではＧカップで、校内でもダントツ。

　そんなたわわが俺の腕に……ここは天国なのか？

　……いや、うそ。地獄だわ。

　だってスマホの画面には、見たくもない俺の醜しゆう態たいが全部収められているんだもん。それを問答無用で見せられる気持ちにもなってくれ。

　俺は画面を見てるふりして、先輩の白くもちもちな太ももを凝視して気を紛まぎらわした。

「ところでさ。ちょっと気になってたことを思い出したんだけど」

「なんすか？」

　ふと先輩は、スマホをイジりながら妙に淡々と言った。

　しかも俺の醜態動画を保護設定にしてる。それ消すって言ってませんでしたっけ？




「──久く城じよう望のぞ海みってだぁれ？」




　…………お、おぅふ……。

　不意打ちにもほどがあるぜ……。

「な、なんで望海の名前、知ってるんすか……？」

「今け朝さ、小お野のっちの教室で騒いでた男子がその名前を連呼してたからね。その子と小野っちが付き合ってるとかなんとかって」

「いや、その……付き合ってるって話はデマだって、さっきも……」

「もちろん、それは信じるよ？　でも火のない所に煙は立たないって言うでしょ？」

　そりゃごもっとも。

　ってかこの状況、なに？　浮気を問とい質ただされてるの？

　浮気なんてしてないのに？　そもそも誰とも付き合ってなんかいないのに？

「それに私、生徒会長だよ？　会長権限で全校生徒のデータあさって、久く城じようって子のこと調べたの。けど小野っちとの接点は部活しかないし、入部したのもつい一昨日おとといでしょ？」

　怖いよぉ……この人の行動力、めちゃくちゃ怖いよぉ……。

　今のうちから職権濫用って言葉を教えてあげとかないと、将来やばい道に進みそう。

「だから気になってたの。久城ちゃんと小野っちの関係」

　ニッコリと微笑ほほえむ月つき原はら先輩。それはまさに天使のような悪魔の笑顔だ。

　とはいえ。後ろめたいことがないなら正直に話すしかない。

　ということで、俺は望のぞ海みとの関係を先輩に説明した。

　話の流れ的に、告白騒動は当然避けられなかった。望海がずっと付き合っている気でいたこともだ。けどそこはちゃんと付き合っていないと強調しながら説明していく。

　むしろ、下へ手たに誤ご魔ま化かすほうがあとあと厄介だろうから、これでいい。

「幼なじみかぁ。ふーん……」

　静かに聞いてくれていた先輩は、俺がすべて話し終わるとなぜかニヤニヤしながら顔を覗のぞき込んできた。

「偶然にしてはできすぎだよねぇ……。本当は付き合ってるんじゃないの？　お姉さんには隠さなくってもいいんだよぉ？」

「隠してませんってば。さっきも言いましたけど、苗みよう字じ変わってて本人に言われるまで気づけなかったぐらいなんですよ？」

「わかってるわかってるってぇ。ムキになっちゃってー。かわいいなぁ、もう」

　にひひっと意地の悪そうな笑みを浮かべ、俺の頬ほおをツンツンしてくる先輩。

　かわいいのはどっちだよ、って話。

「じゃあ、昔から仲良かったんだ」

「そうっすね……。登下校はいつも一緒でしたし、望海んちの事情もあって、よく俺んちで夕飯食べたりとかしてましたね」

　もっとも望海の家の事情について、詳細は先輩に話していない。さすがにね。

　……思えば、望海の両親ってその頃から不仲だったんだろうな。

　当時はよくわからないまま、なんとなく俺んちに馴な染じんでて一緒にいたけど。

　高校生って年頃になってようやくわかることってあるんだな、よくも悪くも。

　当たり前だけど、改めてそんなことを思った。

「そっか……。じゃあ、お風呂とか一緒に入ったり？」

「うぐっ」

　掘り返されたくない話ほじくり返してくるなぁ、この人！

　高校生って年頃になってようやくわかる、当時の行動の恥ずかしさたるや！

「あ……その反応はもしかして……？　小お野のっちのエッチー」

「こ、子供のころのはノーカンでしょう、普通！」

「……てことは一緒に入ってたんだ、マジで」

「──あ」

　くっそ！　ハメられたああぁぁっ！

　……と見せかけて、先輩にイジりネタを提供していただけである。ホントだよ？

「小野っち、節操ないなぁ。ロリコン？　小さい子に手を出すのはいただけないぞ？」

「出してませんって！　だいたい小さい子って、当時は俺だって小さかったですし！」

「あははっ！　だよね、ごめんごめん。ちょっと意地悪がすぎちゃったね。許してっ」

　先輩はペロッと舌先を出して笑う。

「お詫わびってわけじゃないけど……私のおっぱい、揉もむ？」

「なぜにおっぱい!?」

　ごめんなさい、本当に意味がわかりません！

　これ見よがしに豊満バストを寄せてアピールされても困ります！

「男の子をイジりすぎたらこのぐらいしないと許してくれない、ってよく聞くから」

「どこ情報ですか！　ってか恥ずかしくないんですか！」

「えー？　別に減るもんじゃないしなぁ……」

　そういう問題か？　ていうか健全な男子高校生の真横で乳を揺らすな、乳を！

　どうも先輩は、こういう性的な物事に無防備というか開けっ広げというか……絶対どこかに羞しゆう恥ち心しんを落としてきたまま生活してるんだよなぁ。

　だがここで言われるがまま胸を揉んだりしたら、大人の階段を一段上っちゃう。先輩だって積極的になり、みんなとのゆるい関係のバランスも崩れる。

　欲望にはそっと蓋ふたをして、我慢だ我慢。

「……じゃ、じゃあさ……その……代わりにお願いが……」

　すると先輩は、俺の袖そでを指先でキュッと摘つまんで、珍しくしおらしい声を出した。

　え？　なにその反応。ゆでだこみたいに顔真っ赤だし。

　もしかして恥ずかしがってるのか？　人をからかうのが生きがいの、あの月つき原はら先輩が？

　そんな先輩にとっても、恥ずかしくって勇気のいるお願いって……まさかっ！




「こ、今度、ふたりきりで……マック……い、行かない？」




「…………え？」

　先輩……今、なんて？

「あの、えっと……マ、マック……ですか？」

　マックって、あれですか？　ハンバーガーショップ的な意味でのマック……ですよね？

　……話の流れがまったく予想外すぎて、俺は呆あつ気けにとられてしまった。

　すると、先輩はますます顔を赤くして慌て始める。

「ご、ごめん！　バ、バーキンのほうがよかった？　それとも……や、やっぱりモス……かな？　……やだ、もう！　私なに言ってんだろ……は、恥ずかしいぃ」

　いや、本当になにを言ってるんですか、あなたは。

　別にマックでもバーキンでもフレッシュネスでも、どこでも好きだからいいですけど……ファストフード店に行こうって誘うの、そんなに恥ずかしいことでしたっけ？

　ってか、おっぱい揉もませることは全然恥ずかしがってませんでしたよね!?

「ご、ごめんね……。私、マックとか最近まで全然行ったことなくて、この前友達と行ったのが初めてで、その……男の子をどう誘ったらいいのか、よくわかんなくって……」
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「……え!?　最近まで一度も……ですか!?」

　冗談でしょ？　そんなん、超絶箱入り娘とかじゃなきゃ無理がありますって！

　ただ、俺が驚きの声を上げちゃったからか、先輩はさらに慌て始めた。

「うう、うそうそ！　やっぱなし、今のなし！　普通に、親いないタイミングで私の家にしておこっか。のんびりイチャイチャできるし。ねっ？」

　ねっ、じゃないよ！　普通逆だよ！

　自分の部屋にふたりきりのほうがハードル高いでしょ、圧倒的に!!

「あ、えっと……一緒にマックでご飯食べるぐらいなら、全然俺は平気ですけど……」

　もう、どう答えたらいいかわかんないから普通に答えちゃったよ、俺も！

「ほ、本当にいいの？　男の子って、そういう普通すぎるのは喜ばないって聞いたから」

「さっきからそれ、どこ情報なんですか！　別に普通でも喜ぶ人は喜びますよ」

　先輩、絶対その情報源に騙だまされてる気がするんだよなぁ。

「そ、そう……なんだ。……うーん、……比ひ奈なちゃんが言ってたのと……」

「あの、先輩？」

　聞き取りにくくて俺が声をかけると、先輩は驚いたようにぴょこんと顔を上げる。

「う、ううん!?　なんでもないよ！　そ、それじゃあ今度、一緒にマックでお茶しようね……約束だよ？」

　ようやく普段通りの落ち着きを取り戻し、先輩は立てた小指を俺に向けてくる。

　ここで拒否るわけにもいかず、なにより先輩の笑顔を崩したくなくて、俺は素直に先輩と指切りをした。

「破ったら、さっき保存した動画の上映会するからね」

「罰ゲームがエグい！」

「冗談だよ……ふふっ。一緒にマックかぁ……楽しみだなぁ……」

　そうやってイジッてくる先輩の笑顔は相変わらず、見とれるほど美しくて。

　でも、この指切りと先輩の笑顔が物語るある可能性に気づいてしまって、俺は少し複雑な心境だった。







　また自惚うぬぼれかもしれないが、あえて言おう。

　月つき原はら先輩も十じつ中ちゆう八はつ九く、俺のことが好きなんだと思う。

　昼休みの先輩の様子はどう考えても異常だ。からかってきてばかりな普段の先輩と比べて、キャラ崩壊してると言っていいレベルで変だった。

　その理由はやっぱり、俺の前に久く城じよう望のぞ海みが急に現れたからなんだろう。

　単純な話、月原先輩はかっこうのからかい相手である俺を独占したいんだ。

　だから『からかい』ではなく『誘い』に打って出た。関係さえ深めれば、他人の割り込む隙などなく俺をからかって楽しめる……つまり、いちゃつくことができるからだ。

　ところがどっこい。どういうわけだか先輩は、『誘い』に関してはポンコツだなんて言葉がかわいく聞こえるぐらいにダメダメだった。

　それでも必死に俺を誘おうとするぐらいだから、先輩も追い込まれているんだろう。

　突然現れた望のぞ海みの存在に危機感を覚え、早々にいま以上の関係を固めたいという思惑がある……んだと分析できる。

　…………ジーザス。

　遙はる香かのときもそうだったけど、好意を持ってくれるのはもちろん嬉うれしいし、ありがたい。

　でも違うんだって。愛想尽かされて関係が崩壊するよりはマシだけど、このまま恋愛方面に振り切れちゃうと、誰かを選ぶ代わりに誰かを切り捨てなくちゃいけなくなる。

　結局そっちのパターンでも、俺の求めていた青春は崩壊しちゃうんだってば。

　なのになんであなた達、恋のやる気スイッチ押しちゃったかなぁ……。

　俺的には、もっと平穏な青春で充分なんだけど……この流れは想定外すぎるよなぁ。

　そんなことを考えながら、俺はトボトボと部活へ向かっていた。

　日直の雑務があったので部活にはちょっと遅れちゃったけど、まあゆるーいお遊びバスケ部だし、俺部長だし、怒られることはないだろう。

　バド部とバレー部の活気を浴びながら、バスケ部が使っている体育館の隅を目指した。

　コートには、相変わらず練習と称した遊びに熱心な部員たちと、マネージャーとしてせっせと働いている望海がいた。

　なんだかんだで望海も、マネージャーとして真面目まじめにやってるんだな。てっきり、俺と接触する機会を得るために入っただけだと思っていたから、ちょっと意外だった。

　……って、あれ？　未み央おちゃんがいない。

　おかしい。未央ちゃんが遅れることなんてほとんどあり得ない。風邪をひいてもがんばって出席し、心配した俺らが三十分説得しないと帰らないような子なのだ。遅れるのは大抵、ホームルームが長引いたときだけ。委員会にも入ってないはずだし……。

　まあ誰か知ってるだろう。それこそ望海は同じクラスなんだから、あいつに聞けばいい。

　到着した俺が部員に声をかけようと手を上げ……かけた瞬間。

　俺の手を、なにかがガシッと掴つかんできた。

「──へ？」

　なんだなんだ？　と考え始めたときにはグイッと引っ張られ、体育館側面の引き戸から外へ連れ出されてしまった。

　ものすごい強引な流れで壁に追いやられたんだけど……ちょっと待って、俺ヤンキーに絡まれるようなことした!?　痛いのは嫌だよ、マジで勘弁して！

　ビビりすぎて目を瞑つぶってしまった俺の耳に、案あんの定じよう、ドンッという衝撃音が響いた。

「あのラインを見て逃げなかったことは褒めてあげます、先輩」

　ほらぁ。やっぱりあの噂うわさのことで絡まれるんじゃん。だから修しゆ羅ら場ばだの彼女ができただのって悪目立ちするのは嫌だったんだ！

　しかも後輩のヤンキー女子に壁ドンで追い詰められ、逃げ道を塞ふさがれるなんて、それなんてご褒ほう美び──じゃない、危機的状況だよ。

　……ん？　後輩の女子？

　パッと目を開けると、見慣れた女の子がプリプリ怒っていた。

「……み、未み央おちゃん？」

　我がバスケット部のマネージャーであり、みんなの天使でもある未央ちゃんが、上目遣いで俺を睨にらんでいた。

　表情は明らかに怒っているんだけど目つきが怖いわけでもないし、ちょっとでも威圧的に見せようと背伸びまでして壁ドン中なので、むしろかわいくて微笑ほほえましい。

「前置きとかそういうのは結構です。単刀直入に──久く城じようちゃんとお付き合いしてるっていうのは本当ですか？」

「そ、それを確認するためにわざわざこんな──」

「答えてくださいっ」

　ズズイッと顔を近づけてくる未央ちゃん。ち、近いってば。

　この子、こんな大胆な子だったっけ？　もっと大人しくなかった？

「ご、誤解だ誤解。あれは、俺のクラスメイトが言いふらしてたデマだよ。てか、未央ちゃんはどうやってその噂を知ったの？」

　まあ、なんとなーく予想はつくけど。

「それは……今け朝さ、部活のことで先輩に相談したくって教室を訪ねたら、そんなことが黒板に大きく書かれていたので」

　ほらね。やっぱりだ。ラインでいいでしょうに……。

「しかも久城ちゃんがどうこうって話まで聞こえてきて……。昨日も一昨日おとといも、なんだか先輩と久城ちゃんは妙に通じ合ってるような気もしてたので、まさかと思って」

「まさかって……もしかして未央ちゃん？」

「はい。本人に直接聞いてみました」

　マジか、突撃インタビューしちゃったか！　その行動力は想定外だったな……。

　でも望のぞ海みには昨日、付き合ったりできないし、そもそも交際してないってあれだけ説明したんだ。その前提は理解してもらえてるはずだし、変なことを言うはずはな──

「久城ちゃんが小三のときから付き合ってて、将来も親公認で約束済みだそうですね」

　──くなかったーっ！　全然理解してもらえてなかったーっ！

　むしろ、より酷ひどい方向に話盛られてたーっ！

　将来が親公認で約束済みってなんだよ！　許嫁いいなずけか？　うちはそんなやんごとなき身分だったのか!?　お金なくて私立受けさせてくれなかったのに!?

「それこそ誤解中の誤解だ！　なんなら、ただの望のぞ海みの妄想だって！」

「…………下の名前、しかも呼び捨てなんですね」

　そういうところで拗すねないでよ、もう！　ハムスターみたいに頬ほお膨らませて、かわいらしいんだけどさ！　いろいろと話がこじれるから！

「お、幼なじみで昔からそう呼んでたからだよ。特別な感情なんて、ないない」

　ひとまず未み央おちゃんが知らないであろう俺と望海の関係を、洗いざらい話すことにした。

　説明していくにつれ、険しかった表情は次第に柔らかくなってきた。けど「本当に？」とでも言いたげな雰囲気は相変わらずで、ジッと俺を見続けてばかり。

「でも久く城じようちゃんの口ぶりだと、すっごい本気みたいでしたよ？　あんなに一いち途ずなのに付き合っていないってほうが、ちょっと無理がある気もします」

「だとしても、さすがに四年間音信不通だったってなると、それもそれで変じゃない？」

　未央ちゃんには申し訳ないが、無む理り矢や理りでも納得させられるような答えをぶつける。

　訝いぶかしげな目を向けつつも、未央ちゃんは「……確かに」と呟つぶやいた。

「じゃあ、おふたりはお付き合いしていない……久城ちゃんが一方的に付き合ってるつもりでいて、言い寄ってきているだけってことですか？」

「ん、まあ……掻かい摘つまむとそういうことかな？」

　若干、語ご弊へいはある気もするけど……。間違っちゃいないからなぁ。

　すると未央ちゃんは短いため息をついた。

「そう、でしたか……。なんていうか、先輩もちょっと大変ですね」

　よかった。とりあえず、俺の説明で状況は把握してくれたみたいだ。

　その上で、俺に対して多少なりとも同情を抱いている……これは好機だ。

「いや、結局は自業自得なんだよ。望海の気持ちだったり、一生懸命伝えようとしたことを、ちゃんと理解してあげられなかったわけだから」

「……優しい人だなぁ、先輩って」

　未央ちゃんはクスッと笑ってくれた。計算通りで安心する。

　今のは、相手が褒めてくれたことに対して自分を卑ひ下げすることで、謙虚さをアピールして相対的に自分の評価を上げたってわけ。

　これも『大多数から嫌われない』ために身につけたコミュ術のひとつだ。

　ウソは言ってない。望海の気持ちに気づいてやれなかったのは事実で俺の落ち度だし。

　ただ、それを他人から指摘されるのと自ら認めるのとでは、相手へ与える印象はずいぶんと変わるもの。往々にして後者のほうが好印象に繋つなげやすい。

　その効果があったのか、未み央おちゃんからギスギスした雰囲気は消え去っていた。

「……久く城じようちゃんが好きになっちゃうのも、わかる気がするなぁ」

　俺から目をそらして、未央ちゃんはボソッと口にした。

　もちろん、なんて言ったのかはバッチリ聞いていたけど……あえて訊たずねてみる。

「それって……どういう意味なの？」

「言わないとわかりませんか？　だから久城ちゃんの気持ちにも気づけないんですよぉ」

　いや、もちろん気づいてるけどね。

　今日一日の流れ的に、もう十じつ中ちゆう八はつ九く正解はわかっちゃってるけどね。

「意外とライバルはすぐ近くにいたんだなぁ、ってことです」

　……ほーら。思った通りだ。

　ほんのり頬ほおを赤らめたかわいいマネージャーからの、遠回しな告白いただきました。

　もうなんなの？　みんなしてやる気スイッチ押しちゃってさ。

　崩壊すると思ってた俺の交友関係が、今度はなぜか典型的なハーレムラブコメみたいになっちゃったよ。これじゃラブコメ主人公顔負けの修しゆ羅ら場ばコース確定だよ……。

　未央ちゃんは、言いたいことは言えたから満足みたいな微笑を浮かべて部活へ戻っていった。つまり、彼女なりの宣戦布告みたいなもんだったんだ。

　望のぞ海みと争う気が満々だということは……ゆるーくお遊びのつもりだった部活まで戦場と化しちゃうじゃん！

　小お野の瀬せ優ゆう哉やに逃げ場なし！　安寧安息の青春は一体どこに……。

　俺はフラフラとおぼつかない足取りで体育館内へ戻り、部活動を始める。

　いっそのこと適当に理由作って退部……する度胸が最初からあったなら、こんな事態にゃなってなかったかもしれないな。







　とはいえいつものメンバーとバスケしていたら気も紛まぎれ、時間はあっという間に過ぎた。

　まあ意地でも紛らわそうと、いつになくミニゲームは気合いを入れて取り組んでいたんだけど。おかげで部員たちも熱が入っちゃったらしく、本気で駆け回った。

　結果──漏もれなく全員、コートの上で大の字になってへばる。

「お、小野瀬……お前……俺たち殺す気？」「いつもはもっと……のんびりしてたろ」

「動き慣れてないのにこれは……筋肉痛不可避」「バスケってこんなキツかったっけ」

　おいおい……それが仮にも運動部所属の部員の言葉か。

　特に最後のふたつはおかしいにもほどがあるわ。

　でも全部右に同じだ。俺も別に、竹たけ高こうのバスケ部でガチな活動がしたいわけじゃない。校内での立ち位置や印象操作のために運動部へ所属しているだけ。

　それがバスケ部である理由だって、小学生のころからずっと続けててある程度動けるうえに、竹たけ高こうバスケ部そのものがゆるーいお遊び部だったからにすぎないんだし。

　だから俺は素直にみんなへ「わ、悪い……」と謝って、噴き出る汗をタオルで拭ぬぐった。

　しばらく横になっていると、みんなにタオルを配っていた未み央おちゃんが声を張った。

「それじゃあマネージャーで手分けして、順番にクールダウンのマッサージしていきますね。時間かかるので、各自でできるストレッチは事前にやっておいてくださーい」

　おお、ありがたい。激しく動いたあとだから、もう乳酸溜たまりまくりだし足もパンパンだし、マッサージは最高のご褒ほう美びだ。

「まずは、部長である先輩からですね」

　未央ちゃんはニコニコしながら俺のそばにしゃがんできた。

　汗臭いだろうにまったく気にもせず、俺の太ももを揉もみ始めてくれた。

「俺なんか最後でよかったのに」

「先輩は謙虚ですね。でも一応、部長として部内での立場もありますから」

　部内での立場、か。そんなの、このゆるいバスケ部にはあってないようなものなのに、未央ちゃんは律りち儀ぎでしっかりしてる。こういう男社会的な部分に気を遣える女の人って、古風といえば古風だけどすてきな良妻賢母になりそうな予感がする。

　そんな未央ちゃんの将来の奥さん像をイメージしながら、マッサージの気持ちよさに浸っていると。

「私、まだマッサージのやり方、詳しくない。優ゆうちゃんに教えてもらいながらやる。だから他の部員さんは、洲す崎ざきさんよろしく」

　相変わらず抑揚のない声が背中から聞こえてきた。

　声の主である望のぞ海みが、俺の肩を両手で優しくもみもみ……。

　ああ、これもなかなかに気持ちいい。

　すると未央ちゃんが、ほんの少しムッとしたような顔で望海を見た。

「手分けしてやるよって言ったでしょ？　先輩はわたしが責任持ってマッサージするから、久く城じようちゃんは他のみなさんにやってあげて」

「間違ったマッサージをしちゃって、却かえって体痛めかねない。でも優ちゃんなら許してくれる。いい練習相手になる」

　おいこら。俺だって揉み返して体痛めたらちょっとは怒るぞ。

「大丈夫だよ。教えてもらいながらやれば。みなさん親切だから教えてくれるよ？」

「どうせ教えてもらうなら優ちゃんがいい」

　思おもいの外ほかストレートに宣言したな、望海のやつ。

　なんて冷静に分析しちゃいるが、これは状況的にはマズいな。他の部員達のからかう視線もそうだけど、明らかに未央ちゃんと望海との間で火花が散ってるんだから。

　でも未み央おちゃんは言って聞かないような子じゃない。しっかり指示を出せば動いてくれる。むしろ望のぞ海みをそばに控えさせたほうがこっちも監視がしやすいか……。

「そしたら、今日は俺が教えながら望海の面倒見るから、未央ちゃんが他の部員──」

　だが──最初に動きだしたのは未央ちゃんだった。

「……それならなおさら、久く城じようちゃんに先輩のマッサージなんて任せられないよ」

　俺の言葉を遮さえぎり、足のマッサージを切り上げた未央ちゃん。俺の横にピタッと並んで腕をとると、両手でマッサージしやすいよう自分の脇の下に通した。

　その姿勢から、筋をなぞるように親指を俺の腕に押し当ててえええええっ!?

　ちょっと待てっ！　さっきから俺の二の腕に、柔らかいものが当たってるんだが!?

　な、なんという幸せ……って、悦よろこんでる場合じゃない！

　なんなんだこのマッサージは。いったいどこを解ほぐすつもりだよ。

　そもそも未央ちゃん、胸が当たってることに気づいてないのか？

　……いや。恥ずかしいのを必死に堪こらえているような赤い顔を見て、気づいちゃった。

　未央ちゃん──自分から率先して胸を押し当てにきてるぞ！

　なんて大胆さだ。むしろ未央ちゃんって、こんなアピールができちゃうような子だったのか？　大人しかったイメージとのギャップが激しすぎる。予想外だ……。

　しかしマズいな。思いもよらない大胆攻撃にそわそわしてきちゃったよ。

　ひとまず平常心を保たなくては。

　そうだ、数の単位でも数えよう。

　一、十、百、千、万、億、兆っと待ったあああぁぁぁ!!

「そういうマッサージは、なおさら、私のほうが得意分野」

　なんでそこで張り合ってるんですか望海さん！

　あえて背後から腰に手を回し、足の付け根を親指で揉もみほぐしながら背中に胸押し当てる……ってどんな体勢のマッサージだよ！

　てか得意分野ってどういう意味!?　自分のほうが胸大きいよアピールですか!?　確かに望海のほうがでかいけども！

　そして俺は、腕にふにふに背中にふにふにされながら究極の選択を迫られる！

「先輩」「優ゆうちゃん」

「「どっちのほうがマッサージ気持ちいい？」ですか!?」

　選べるわけないだろおおおぉぉっ！

　どっちも気持ちいいよ！　最高だよ！　高校男児なら漏もれなく狂喜乱舞だよ！

　けどそれは選んじゃいけない選択肢なんだ。選んだ瞬間、校内での立場もろとも俺の青春は総崩れしちゃうからな！

　だいたい、未央ちゃんがそれとなくライバル宣言したとはいっても、こんな形で張り合うとは予想の斜め上すぎるわ。未み央おちゃんの性格的にあるわけないって、盲点だったよ。

　ともかく、どちらかを選べない以上はどうにかしてこの張り合いをやめさせないと。もっとヒドい張り合いが始まってもおかしくない。さっきから羨うらやましそうに……あるいはニタニタとこっちを見ている常盤ときわたちの視線も気になるし。

　……って、別に難しく考える必要ないじゃん。

「ど、どっちかなんて選べないよ。そんぐらいふたりとも、上手で気持ちいい」

「ほんとに？」

「本当ですか？」

「うん。……でも俺ひとりの意見だけで決められないからさ。みんなにもやってあげて、多数決で決めるっていうのはどう……かな？」

　うーむ、まさに民主主義バンザイって感じだ。

　しかもふたりのマッサージを優劣つけずにやめさせ、他の人の元へ誘導もできる、我ながらうまい回避……もとい、褒め言葉だ！

　……と、その瞬間は思っていたのだが。

「せ、せ、先輩以外にできるわけないじゃないですか、こんなことぉ！」

「優ゆうちゃんに軽い女みたいに言われた……超ショック」

「ちょ、タンマタンマふたりとも──ぐああぁぁっ！」

[image: ]

　いーだだだだっ！　変な力の入れ方するなぁ！　これじゃ本当に筋痛めちゃうよ！

　特に未み央おちゃんのが痛い！　強烈なまでに痛い！　この子、マジでヤバいツボ押しにきてる！　バラエティー番組で足つぼ痛がってるタレントの気分だこれは！

　なんか俺、変なこと言ったか？　ふたりの気分を損ねるようなこと、やっちゃった!?

　必死に考えようとするけど、痛みに支配されてまともに脳みそ働かないだだだっ！

　…………結局、ふたりの強烈な指圧マッサージは二分以上続いた。

　その間、常盤ときわを含む他の部員たちはというと。

「部長ズリぃぞぉ。いちゃつきすぎだよぉ」「こっちのマッサージまだっすかぁ？」

「やっぱ部長って立場はモテるねぇ！」「てかさすがにリアクション大げさでしょ！」

　助けようともせず、俺が痛みで痙けい攣れんする姿をケラケラ笑っていやがった。

　ちくしょう……。明日はみんなで学校の敷地外周ランニング、二十周やらせるからな？







　そんなこんなで怒ど濤とうの一日はようやく終わり、俺はヘトヘトになりながら、ひとりで学校最寄りの日ひ波なみ駅を目指していた。

　ちなみになんでひとりなのかっていうと、常盤たちはみんなゲーセンに寄り道してから帰るそうで、途中で別れたからだ。俺も普段なら無理してでも顔出すようにはしてるんだけど、今日は特に精神的に参っちゃったからパスしてしまった。

　駅について時刻表を確認する。やっちまった、[image: ]つじ倉くら駅までの直通が一本先に出てた。次とその次の電車は、途中駅で乗り換えないといけない。正直面倒だな。

　しかたなく俺はホームのベンチに腰かける。座った途端、全身に疲労感がのしかかってきた。このまま重力に任せてふにゃっと蕩とろけてしまいたい……。

　まあ、そんな現実逃避は無意味だってわかってるんだけど。そう無む理り矢や理りシャンとさせられてしまうぐらい、俺の置かれている状況は非常によろしくない。

　経緯はともかく、俺と望のぞ海みが付き合っているというデマが遙はる香か、月つき原はら先輩、未央ちゃんの耳に入った。それにより、俺にとって理想的かつ絶妙な関係は完全に崩壊した。

　そう、一番恐れていた状況になってしまったとビクビクしながら、俺は三人と話した。

　ところがだ。いざ話をしてみたら関係が崩壊するどころか、より関係を深めようとみんな一斉にアピールし始めたじゃないか！

　何度も言うが、愛想を尽かされ見放されても俺の求めていた青春は崩壊するし、逆に関係が進展しすぎて誰かを選ばざるを得なくなった場合も、やっぱりこの青春は崩壊する。

　俺が求めている関係性は、理想の青春は、誰かひとりと深く仲よくなることじゃない。

　みんなとの甘くてゆるーい交友関係と、多くの人から好かれ承認されている生活だ。

　それだけでも中学のころの自分よりは遙かにマシで、信じられないぐらいにできすぎで、充分すぎるぐらい楽しい高校生活なんだ。

　アプローチをかけてきている誰かひとりを選び、他のみんなを犠牲にする……そんな取しゆ捨しや選せん択たくはしたくない。シビアな現実は求めていないんだよ。

　だからどんなに遙はる香かが、月つき原はら先輩が、未み央おちゃんが、そして望のぞ海みが魅力的な女の子だったとしても、俺は誰も選ばない。

　……いや、正確には『選べない』なんだけど。

　と、自分の置かれた状況をおさらいしてみたものの。

　はてさて。俺は俺の理想を守るために、これからどう行動したらいいのやら。

　そして──

「じー…………」

　ずっと俺のあとをつけ、今は物陰からこちらの様子を窺うかがっている望海をどうするべきか……。

　部活終わりからなんとなくつけられているのは気づいていた。ただ向こうから動きだす気配もなく、ひとまず泳がせて様子見に徹していたんだが……。

　正直、アクションがあったほうが対応しやすかったように思える。けど望海はなにをするわけでもなかった。却かえってそれが空恐ろしく、俺はまこうとした。

　竹たけ高こうから日ひ波なみ駅までの通学路周辺は、なにかあったときのために路地裏まですべて把握している。裏の裏の裏をかいて路地裏を突き進み、何度も角を曲がり、それこそ駅の外周を遠回りに一周してから改札を通った──

「──はずなのになぁ。なんで追いついてんだよ、あいつ」

　今のこの状況がにわかには信じられない。くノ一かなにかか？

　ともあれ、まけないなら作戦変更。懐かい柔じゆうする方向で攻めてみよう。

　俺は立ち上がって近くの自販機で飲み物を買う。確か望海が昔から好きだったのは、濃厚さが特長の外国産のぶどうジュースだったはず。それと俺用の缶コーヒーを買ってベンチに戻ると、覗のぞき見が趣味な彼女へエサをちらつかせる。

　なにあからさまにピョコンって反応してんだよ、わかりやすいな。

　警戒してた望海だったけど、観念したように物陰から現れジュースのペットボトルを受け取ると、俺の隣にちょこんと座った。まるでネコみたいだ。ちょっとかわいい。

　……てか、こういうことを自然にやっちゃうクセがついちゃってるのも問題だ。人から好かれるためにはまず人に優しくあろうって戦略を徹底してきたせいで、意識しなくても人に親切にしちゃうんだが、これじゃ却って余計な勘違いをさせちゃいそう……。

「一服盛るつもり？」

「勘違いにも程があるわ」

　余計どころかトンチンカンな勘違いをしていた望海に、自然とツッコんでしまう。

「いらないんならいいよ。俺が飲むから」

「やだ。優ゆうちゃんがくれたものは、未み来らい永えい劫ごう大切に取っておきたい」

「いや飲めよ。わりとすぐに。そのために買ったんだから、そのほうが嬉うれしいよ」

「……嬉しい……そっか」

　妙に優しい声で呟つぶやくと、望のぞ海みはペットボトルのキャップを開けて一口飲む。

「そういえば、未み央おちゃんから聞いたぞ。俺たちが付き合ってるだの、将来を約束した仲だの、あることないこと広めるなよ。未央ちゃん、信じ切ってたぞ」

「都合、悪かったの？　私は優ちゃんの彼女だし、付き合っている以上は将来も考えてるから、そう話しただけだよ？」

「その話は昨日しただろ？　俺は望海と付き合ってないし、付き合うつもりもないって」

「私、諦めるつもりないって言った」

「それと事実無根のデマを広めるのは別問題だって。誤解が広まると面倒なんだよ」

「…………みんなに愛想よくしてる八方美人だから？」

「せめてもう少し違う言い方してくれないかなぁ!?」

　ツッコみつつ、俺は望海の顔を改めてまっすぐ見た。

　声に抑揚もなければ、感情も表れない澄まし顔。彼女の目は透き通っているように見え、だからこそ、俺の見られたくないところまで見透かされているようでドキドキした。

　そういや望海には、俺が計算打算の八方美人だってことは感づかれてるんだよな。今もこうして言い切った以上、望海の中で確証はなくとも確信はある……。

　なら隠したところでしょうがない、か。

　そもそも、八方美人になって計算と打算で取り繕う前の俺を、知ってもいるんだしな。

　望海になら、その皮を剥はいで素すのままに接してもいい……か。

「……望海の言うとおりだよ。勝手なデマを流されると、俺の評判や人望に関わる。せっかく順じゆん風ぷう満まん帆ぱんに理想通りの青春を楽しんでるんだ。それを壊したり、内側からグチャグチャにするようなことだけはやめてほしい」

　思っていたことを吐き出して、俺は缶コーヒーを一口含む。

　ああ、苦い。俺の心境にマッチしたビターな香りがする。

「やっぱり優ちゃん、変わっちゃったね」

　そうポツリと呟いた望海は、どこか寂しそうだった。

「そりゃ六年も経たてばいろいろあるって。むしろこんなに変わってても、お前はやっぱり俺のことが好きなのか？」

「うん」

「即答か……」

　ここまで正直で素直でまっすぐだと、ある意味恐れ入る。

　だからこそ──本当に俺のことが好きなのか、わからなくなる。

「確かに優ゆうちゃん、変わった。けどこういう優しいところは、変わってなかった」

　そんなことを言う望のぞ海みは、ジュースのペットボトルを見つめていた。

　高校デビュー目指してからはともかく、昔からそんな親切なほうだったかな、俺……。

「だからこそ私は、なんで優ちゃんがそんなふうになっちゃったのかが気になる」

　望海は俺の顔を覗のぞき込んできた。なんでだか、望海には全部話してしまおうかって考えが脳裏を過よぎった。八方美人であることもバラしちゃったからかな。

　けど、俺が変わった──変わらざるを得なかった原因をすべて思い出し、洗いざらい吐き出すのは、いくら望海が相手でも無理だった。心臓がギュッと苦しくなる。

　そのぐらい、あの経験は……思い出すのも辛つらいトラウマになっていた。

「…………いろいろ、あったんだよ。辛かったことが。今はそれだけで察してほしい」

　望海は「そう……」とだけ言って身を引いた。

　この子は勘が鋭い。これだけでも、ちゃんと察してくれると思う。

「同じような辛い思いは二度としたくない。だからこそ計算打算を駆使してでも、敵を作らない理想の高校生活を送るんだって決めた。望海にとって俺が八方美人に見えるのは、そういうところがだと思う」

「敵を作らない……。嫌われることが怖いの？」

「当たり前だろ。ってか普通怖いだろ。人から嫌われるのは」

「私は優ちゃんが好きでいてくれるなら、全人類に嫌われても怖くないよ？」

「さすがにそれはもう少し怖がれよ！　全人類敵に回すんだぞ!?」

　全人類から嫌われている女性に愛された、たったひとりの男──小お野の瀬せ優ゆう哉や。

　……むしろ重いわ。なんか俺まで狙われそうで怖いし。

「優ちゃんは周りの人に嫌われたくないから、嫌われないよう八方美人の皮を被かぶって、みんなを欺あざむく道を選んだってこと？」

「だから、他に言い方あるだろって!?　本当に俺のこと好きなの!?」

　とはいえ、突き詰めればそういうことなんだろうな。いろいろオブラートに包んだり言い訳がましくご託たく並べても、今の俺の本質は望海の言ったとおりだ。

「でもさ──やっぱ、そうでもしないと怖いんだよ」

　人が、人付き合いが、学校が、社会が。

　だから俺は八方美人であることを選んだし、これからも選ぶ。

　でも、それになんの問題がある？

　単にすべて俺の心と体を守るため。自己防衛って考え方の、なにがいけないんだ？

　俺の一言を最後に続いた沈黙は、やがてホームに響くアナウンスでかき消された。ほどなくして電車がホームへ滑り込んでくる。

　けど俺はその電車をスルーした。望のぞ海みが不思議そうに俺を見る。

「……これ、乗らないの？」

「次の次に直通のがくるから、それに乗る」

　望海はますます不思議そうに首を傾かしげた。

「優ゆうちゃん、今どこに住んでるの？　次の次の直通って、そんなにお家うち遠いの？　この辺じゃなくて？　ラインで聞いても教えてくれないし……彼女なのに冷たいね」

「彼女じゃないってば。……遠くもなにも、住んでるとこは今も昔も変わんないよ」

　もう望海の前で取り繕うのも無意味だろうと思って、俺は正直に話した。

「…………うそ。そんなはずない」

　すると望海は、珍しく目を見開いて驚いた。

「だって私……二年くらい前に、優ちゃんち行ったよ？」

「え、そうだったの？」

「でも、会えなかった。お家に違う人住んでて……」

　ああ、なるほど。文通がすれ違った理由も含めて、なんとなく合が点てんがいった。

「中学入ってすぐに引っ越したんだよ。同じ[image: ]つじ倉くら市内で、通学区域も一緒んとこだけど。でもその報告をする前に文通も途絶えちゃったろ？　それで行き違いになったんだな」

　それにしても望海のやつ、わざわざ会いに来てたんだな。素直に驚いた。

　あるいは、それだけずっと俺に対して本気だった……ってことでもあるのか。

「……十回以上会いに行ったのに、優ちゃんに会えなかった理由、ようやく判明」

「いや、来すぎだから！　中学生じゃ[image: ]倉までの電車代だってしんどいだろ!?」

「お年玉貯金を全部崩したの」

「他に有意義な使い方あったでしょうに！」

　それはつまり、全財産なげうつほど俺に会いたかったってことか？

　そりゃ気持ちとしては、嬉うれしいけど……もったいない気もするなぁ。

「でも、なんでわざわざ、こんな遠い高校に？」

「地元の高校は、同中おなちゆうのやつらも少なくないからさ。逃げてきた」

　望海は鷹おう揚ように頷うなずいた。まるで、彼女の中で点と点が繋つながったかのように。

「私ね。竹たけ高こうに入って優ちゃん見かけたとき、絶対に幻だって思った。どこにもいなくなっちゃってた優ちゃんが、竹高にいるはずないって。でも気になって校内で尾行したり洲す崎ざきさんに確認したら、優ちゃん本人だってわかって……すごい嬉しかった」

　いま望海のやつ、さらりと犯罪めいたこと言わなかったか？　尾行だと？

　けど、そうか。俺と望海の再会は、本当に単なる偶然だったんだな。俺が逃げ場所として選んだ竹高が、たまたま近くに住んでた望海の志望校でもあったってだけのこと。

「でも、なんで竹高なんだろうってずっと不思議だった。そういうことだったんだね」

「そういうこと。これも、望のぞ海み流にいうところの『計算』だよ」

　まあ、逃げた先でとんだ事故に巻き込まれたって気はしないでもないけど。

　ただ事故の相手が──出くわした知り合いが、望海でよかったとも思う。望海の中の俺は小学四年のころのままで、俺の暗黒の中学時代については見聞きしてないんだし。

　などと話しているうちに、反対側のホームに電車が到着した。

　どうやら望海はそっちに乗るらしく、立ち上がった。

「それじゃあね、優ゆうちゃん。また明日」

「おう……って、もう変な誤解招くようなこと言いふらすなよ？」

「誤解は言いふらさない。言うのはいつも、本当のことだけ」

「だから、何度も言わせんなって。俺とお前は──」

「素すの優ちゃんがどれ程魅力的か知ってるのは、私だけだから」

　俺の言葉を遮さえぎるようにして、望海は言った。

「だから……その分厚い八方美人の皮を剥はがすまで、私は諦めない」

　それはまるで、なんらかの宣言のように聞こえた。

　宣戦布告でも告白でもない。決意表明と言ったほうがしっくりくる、そんな宣言。

　望海の言葉を受けて、俺はなんて返したらいいのかわからず、黙ってしまった。

　そんな俺の様子を見たからだろう。望海は本当に微かすかな──それこそ、幼なじみの俺じゃなきゃわからないぐらいの微笑ほほえみを浮かべた。

　その変化に、俺は思わずドキッとさせられた。

「ジュース、ごちそうさま。ありがとう、優ちゃん」

　望海はそれだけを言い残すと、呆あつ気けに取られてしまった俺の返事を待たずに電車へ乗り込んだ。

　閉まるドア越しに、俺と望海の視線が交差する。そのときにはもう、さっきの微笑みはなく澄まし顔に戻っていた。

　電車が動きだしてもヒラヒラと手を振り続ける望海を見送りながら、俺は息をはいた。

　面倒ごとって、本当に立て続けに起こるもんなんだな。今日は心底疲れた一日だった。

　八方美人の皮を剥がすまで、私は諦めない……か。

　望海のその宣言が、なぜかずっと頭から離れなかった。







　けどもしこのとき、俺が望海に、中学時代のことを洗いざらい打ち明けていたとしたら。

　自分の気持ちや行動を、取り繕ったりせず素直になりきれていれば。

　違った未来にたどり着けた可能性は、あったのかもしれない。





[image: ]




　望のぞ海みが帰り際に残した一言は、翌日の登校中も俺の頭にこびりついていた。

　素すの俺が魅力的だとか、八方美人の皮を剥はがすまで諦めないだとか……。

　どういう魂胆があって、望海はあんなことを言ったんだろう。素の俺に魅力？　あるわけない。あるなら中学のとき、あんな悲惨なことはきっと起こらなかったはず。

　だからこそ高校では計算と打算で八方美人の皮を被かぶり、おかげで中学のころとは比べものにならないぐらい、できすぎで順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな青春を謳おう歌かしていたんだ。

　それを望海は、あえて崩壊させようとでもいうのか？

　でもなんのために？　望海になんのメリットがあるんだ？

　……まあ、ないわけじゃないのか。

　計算しまくってる八方美人だって周知されて関係が崩壊したあと、唯一の味方だよってすり寄ってくれば、無警戒だったら俺は気を許していただろう。普段から物言いが辛しん辣らつなのも、いざってときに甘く優しく声をかけて、俺を油断させようっていう布ふ石せきだな？

　ってことはもしかして、昨日の一連のドタバタは望海が仕組んだのか？　もっと言えば、俺と望海が保健室で話していたことを菊きく地ちが聞いていた、ってところからすでに、俺は望海の術じゆつ中ちゆうにハマっていた？

　……いや、ないな。ないない。望海はそんな計算高いタイプじゃない。

　もしかしたらこの六年で望海にも変化はあっただろう。計算高くはないと断定するには情報不足だ。でも、そこまで緻ち密みつに考えてはいないだろう。

　それに、もし仮に望海が俺の青春を崩壊させ、俺を自分のものにしようと動くとしたら、今後の流れはなんとなく予想できる。漁ぎよ夫ふの利を得るため、月つき原はら先輩や遙はる香か、未み央おちゃんをなんらかの形で煽あおり、衝突させて共倒れを狙うはず。

　うん、そうに違いない。お前の手の内はバレてるぞ、望海。

　あいつの思い通りの展開になってたまるかってんだ！

　そう意気込んだ俺は、竹たけ高こうに到着するや胸を張って昇降口を潜くぐり、廊下を突き進む。

　そして、元気よく挨拶して教室に入ろうとしたら……

「だーかーらー。なんで月原先輩はわざわざ優ゆう哉やの席に座って待ってるんですかぁ？」

「それは私の勝手でしょぉ？　美み山やまさんに話す必要があるのかしらねぇ」

　……なんで月原先輩と遙香が俺の席占拠して火花散らしてんのぉぉっ！

「だいたい、もうすぐ授業始まっちゃいますよぉ？　三年の教室までは階段降りて遠回りしないといけませんし、先輩、見るからに足遅そうですけど間に合うんですかぁ？」

「そうよねぇ。あなたみたいな、いかにも空気抵抗なさそうな細い体と違って、私は結構肉付きがいいから、間に合うかどうかわからないけどぉ……だ・か・ら？」

　うわぁ……お互い露骨に煽あおりまくってるよ。先輩に至っては巨乳アピールまでしているし。このまま教室に入ったら、絶対俺まで巻き込まれる。

　幸い、みんなの視線は先輩と遙はる香かに集中している。俺がここにいることは気づかれていない。今のうちにさらっとこの場から逃げて、ほとぼりが冷めるのを待つ──

「よぉ小お野の瀬せっ！　おっはようさ──んぐっ！」

　菊きく地ちこのやろおおおおっ！　タイミングよすぎるんだよおおぉぉっ！

　思いっきりやつの口を塞ふさいだものの、時すでに遅し。

　俺の姿は、月つき原はら先輩と遙香の目にばっちり捉えられていた。

「おはよう、優ゆう哉や！」「小お野のっち、おはおはー」

　そしてふたりとも、背筋の凍るような笑みを浮かべて手招きする。

「そんなとこ突っ立ってないで、早くこっち来なよー」

「生徒会の活動で少し話があるの。早くこっちおいで」

「………………はい、ただいま」

　ああ、どんどん修しゆ羅ら場ばになっていく。俺の理想の青春はどこへ行ったんだ……。







　結局、月原先輩と遙香のいがみ合いは、始業チャイムが鳴ったことで引き分けとなった。

　月原先輩が生徒会のことで話があって俺の席で待っていたら、それがおもしろくなかった遙香が声をかけたことで始まったらしい。引き分けに終わって心底ホッとしていた。

　とはいえ、朝のしんどいひと幕が心身に与えたダメージは相当だ。疲労度マックスな俺は、ようやく授業も部活も終えて帰宅できる喜びを噛かみ締しめていた。

　計算外のアクシデントに対応するってのは、こんなにも疲れるもんなんだな……。とくに昨日今日は頭働かせすぎてヘトヘトだ。

　頭を一度リセットするためにも、なにか気晴らしに買い物して帰ろうかなぁ。

　そういえば、日ひ波なみ駅から二駅離れたところに、この辺じゃ初めてのマンガやラノベ、アニメ関連商品に強い大型専門書店ができたんだっけ。

　オタクである俺も、本当ならすぐ偵察に行きたかった。けど高校入学を機に隠れオタに徹してきた手前、迂う闊かつに近寄れなかったんだ。学校から二駅しか離れていないし、オープン当初は賑にぎわってたから、万が一竹たけ高こうの生徒に見つかったらって考えると……ね。

　なので、話題や物珍しさが一段落するまでは近づかないようにと決めていた。

　けど！　半年も経たてば客足も落ち着いているだろうし、今日で解禁といこうか！

　……まあひとつ問題点を挙げるなら、その書店のできた駅って遙香の家の最寄り駅なんだよなぁ。駅のそばをウロウロしてると見つかるかな……。

　でもあいつはガチ体育会系だし、その書店にはまず近寄らないか。駅からの最短ルートを警戒しながら進んでサッと店に入りさえすれば、中で鉢合わせになることもないだろう。

　そんなわけで俺は、電車の中でマスクを装着して顔を隠し、駅に到着するや周囲を警戒しつつ素早く書店の中へ入った。

　そうして目の前に広がったのは……夢にまで見たパラダイス！

　店内のあちこちに、これでもかと繰り広げられている二次元世界の数々！

　ああ……禁欲生活してきた甲か斐いがあった。この感動だけでご飯三杯はいける！

　そんな興奮冷めやらぬまま、俺はさっそく物色を始める。

　なにがいいかなぁ。できれば非オタ連中の間でも話題になりそうなやつとか、話のネタになりそうな作品がいいよなぁ。

　一通り見て回り、自分のサイフとも相談しつついくつかピックアップしたし、そろそろお会計をすませようかな……と平積みコーナーの一角を横切ろうとしたときだ。

「……むむっ？　『屋台大好き江え野の川かわさん』？」

　俺のガチオタアンテナが、ビビビッ！　と激しく反応した。

　作者の趣味全開で、到とう底てい同級生には勧めにくいような、マイナーだけどむちゃくちゃおもしろそうな匂いを発する作品。

　それが、目の前の平台に積まれていた。

　作者の名前は……久く遠おん寺じ景けい？　はじめて聞く名前だな。もしかしてこれが初の単行本？

　でも、ちょっと流は行やりだからってのもあるけど、純粋にタイトルには惹ひかれたな。

「……ただ、さすがにこの絵は……なぁ」

　掲載誌が青年誌ということもあるのか、表紙が十八禁ギリギリレベルでエロかったのだ。

　露骨に大きく、そして柔らかく描かれた胸に、なぜかホワイトチョコを塗りたくったチョコバナナを挟んでおり、蕩とろけて滴したたるホワイトチョコがもう……意図的にね。

　屋台メニューってことでたこ焼きと焼きそばも手に持たせているけど、完全に申し訳程度だ。狙っている読者層は一目瞭然。むしろこれじゃ『屋台大好きエロ川さん』だ。

　ただ逆に言えば、パッケージだけでどういう作品なのかってのもだいたいわかる。

　屋台メニューが大好きでおっぱい大きくて無防備なかわいい女の子との、屋台メニューあるあるとラッキースケベ満載なラブコメ……ってところかな。

　そんなん──おもしろいに決まってんだろ!!　まんまと釣られちゃったよ、俺！

　だがしかし……ここでひとつ、大きな問題がある。

　このやたらエッチな表紙のマンガを、俺はレジに持っていかなければならない。

　手に持って並んでいるところを万が一知り合いに見られたらと思うと、なかなかに勇気がいる。うーん、通販サイトのアマゾン先生を頼るか？

　……って、よく見たら店舗限定の小冊子がつくのか。しかも──本誌未掲載の、より過激な短編!?　なんだよこのお得感！　ここで買えって言ってるようなもんじゃん！

　くっそう、せこい手を使ってきおって……。購買層の購入欲をこれでもかとくすぐってきやがる。だいたいそのエサにエロを持って来るあたり、作者さんも編集者さんも営業さんも書店員さんもよくわかっていらっしゃる。ありがとうございます！

　まあ、だらだら考えはしたものの、ここまでお膳立てされちゃあ買うしかないよな。

　俺は念のためレジの店員をチェックする。店員は三人で、全員知り合いでも竹たけ高こうの生徒でもない。レジが混雑して他の店員が手伝いにくる可能性も考え、周囲で作業している店員も確認しておく。顔を見てみるがこちらも知らない顔だ。

　そしてレジの前に並んでいるお客さんは……五人。うちふたりが会計中。その誰もが学生でも知り合いでもない。

　……よし、今ならサッとマンガを手に取って、他の健全な本にサンドイッチしちゃえば、スムーズに購入できるだろう。

　手に取るところを見られちゃ一巻の終わりだから、周囲を警戒しながら……サッと取る。そしてサッと挟む。でもってサッと並ぶ！　大丈夫、怪しまれてはいない！

　その後もなんの問題もなく購入をすませた俺は、袋に詰めてもらった本を受け取る。

　ふはははっ！　我ながら素晴らしく流れるような購入術だったな！

　もうこの息苦しいマスクともおさらばだ！　この解放感と達成感たるや──

「あー、やっぱ優ゆう哉やだ！　やっほほーい♪」

「ほわあああぁぁぁぁっ!?」

　びっくりしたああぁぁ！

　誰だいきなり!?　……って、日焼けした肌が眩まぶしい遙はる香かじゃんかっ！

「どったの、そんな大げさな」

「どうもこうも、なんで遙香がここにいんだよ！」

「なんでって、あたしだってこういう本屋さんぐらいくるし」

　ま、マジで!?　まったくの予想外だ……普通の書店ならいざ知らず、こういうコテコテのオタク向けな書店に来るようなキャラじゃないだろ、遙香は！

「てか、優哉もよくここ買い物にくんの？　あたし、わりとよくきてるんだけど……会ったことなかったよね」

　オウ、シット！　なんてこった！　意外とご用よう達たしでもあったか！　でもなんでだ？

　だがまあ、慌てることはない。なぜなら、すぐそこで出会ったばかりの遙香には、俺がなんのマンガを買ったかはバレてないはずだ。サンドイッチ作戦は完璧だったしな。

「そっかそっか。んじゃあ、俺は電車あるからこの辺で。また明日な！」

　とっとと逃げ帰ろうとしたのだが、ガシッと腕を掴つかまれてしまう。

「もう帰っちゃうの？　せっかくだしちょっとダベんの付き合ってよー」

「そ、そうしたいのは山々だけど、今日は早めに家帰りたいんだって！」

「ぶー……まあでも、さすがに自分の部屋じゃないと恥ずかしくって読めないよね、『屋台大好き江え野の川かわさん』は」

「そうだ、この絵はさすがに自分の部屋でじっくりゆっくり読みたいタイプで……は？」

　待て。いま遙はる香かのやつ、なんて言った？

　ジワリと嫌な汗が滲にじんできた。正直、振り返るのも怖い。

　だがこの手を離してもらうには振り返るしかないんじゃないか？　っていう無言の圧力を感じ、俺は恐る恐る振り返った。

　遙香は、俺の買ったのと同じ作品をこれ見よがしに掲げ、

「優ゆう哉やも、こういうちょいエロなマンガ、読むんだね」




　オオオォォ、マアァァイッ、ガアアアァァッ!!

　ばっちり見られてたあああああぁぁぁぁぁっ!!




　もう遙香のニンマリ顔がすべてを物語ってるよ！　これ絶対見られてるじゃん！

　買うところ……いや、棚から手に取るところまで、下へ手たしたら買おうかどうか棚の前で迷ってるところから、絶対絶対絶対見られてる！

「結構えっちぃ感じに寄せた表紙だから、どんな人が買うのかなって気になってずっと棚の陰で張ってたんだけど……そっかそっかぁ」

　なんだよ、その含みのある言い方と笑顔は！　めちゃくちゃ恥ずかしいだろ！

　いや、恥ずかしいじゃない。もっとこう……あらゆる物事がすべて崩れ去ったような、奈落の底へ突き落とされているような、そんな途方もない絶望感が俺を襲っている！

　うあああぁぁぁっ！　ここに来て小お野の瀬せ優哉、人生最大のミスを犯したああぁぁ!!

　せっかくこれまで、計算打算を駆使して外そと面づらを取り繕ってきたのに！

　オタクを隠してきたのが全部バレちまったああぁぁぁッ!!

　高校デビューを経て盤ばん石じやくにしてきた俺のイメージが総崩れだ……。

　しかも、よりにもよって遙香に見られるなんて……。

　こいつ、そこそこクラスのみんなと仲いいし、噂うわさなんてすぐ広まっちゃうだろ……。

　ああ……オワタ。

「……ーい、優哉ー？　もしもーし」

　ってか、それ以上にショックなのはだ。

　遙香とは友達以上恋人未満的ないい感じの仲で、さらには俺に好意すら抱いてくれている。なんなら俺だって、好きとはいかないまでも心地よい関係に幸せを感じていた。

　それを、こんな痛恨のミスひとつですべて台無しにしちゃったことのほうが、なによりも悲しくて死にそうだ……。

「なーに落ち込んでんの。もしかして、あたしに見られたのがそんなにショックなの？」

　なのに遙はる香かは何事もなかったかのように接してくる。

　それが余計、傷口に塩を塗られているように染みるんだ……。

「そりゃそうだって……。見られたくないところを見られたんだから、ショック受けるに決まってるだろ。引かれるってわかってたしさ」

「ええぇ？　なんかそう言われるほうがショックだよぉ……」

「へっ……なんで遙香がショックを受けるんだか。こちとら隠してたオタクっぷりが、よりにもよってこんな形でバレたんだ。穴があったら入りたい……」

「なにそれー。それじゃまるで『江え野の川かわさん』が、そういうオタク向けで人に勧めたくない恥ずかしいマンガみたいになるじゃん。ちょっと表紙がエロいだけなのにー」

「うぐ……た、確かに語ご弊へいがあったというか、言い方が悪かったから謝るよ。ごめん。けど、まだグラドルの写真集買ってるほうが健全な男子高校生っぽくて理解でき……って遙香、このマンガ知ってんのか？」

　遙香がそこでムッとなるほど内容を知っている様子なのは、かなり意外だった。

　すると、遙香はキョトンと首を傾かしげ、とんでもないことを暴露した。

「いや、知ってるもなにも────『久く遠おん寺じ景けい』って、あたしだし」

「…………………………はぇっ？」







　人は見かけによらないとはよく言うけど、それって『超絶ヤンキーだと思ってたら捨て猫を保護するいいヤツだった』とか『超絶清せい楚そなお嬢様だけど夜遊びバリバリなビッチだった』ってレベルを言うんだと思ってた。

　少なくとも、こうして書店からファストフード店に場所を移し、俺の向かいに座っている遙香の話を聞くまでは。

「でねでね？　ツイッターに上げてたその四ページマンガが編集者さんの目に留まって、急きゆう遽きよ連載が決まって、単行本発売ってことになったの。マジビックリじゃない？」

　うん、マジビックリだよ。

　俺はスプラウトをストローで啜すすりながら、テーブルに置かれた件くだんのマンガをチラ見する。

「それがこの『屋台大好き江野川さん』……か。まさか遙香がガチオタでマンガ描きが趣味だったとはねぇ」

「でへへぇ。そんな『かわいくて足も速いうえに絵も描けるなんて才能の塊かたまりだね、すごいよ』だなんて褒めてきたって、なにもご褒ほう美びないってばー」

「脳内補完がご都合主義全開だな！　誰もそこまで褒めちぎってないよ！」

　でも、実際のところすごいと思う。

　誰に対してもフランクで明るくスポーツもこなせる遙はる香かは、学力に関しては俺の知る限りダメなほうだけど、それを補って余りある才覚を持っている。

　なんせ、高校生にしてプロのマンガ家なのだ、彼女は。

　同級生として普通にすごいと思うし──なぜかわかんないけど、少し悔しくもあった。

「でもさ。去年今年と同じクラスだけど、今までオタクな素振り見せたことないよな。やっぱ隠してたのか？」

「うんにゃ？　隠してたって意識はないよ、全然」

　シェイクをスココッと啜すすって、遙香は続けた。

「ただ、オタク話できる友達が周りにいなかったし、誰も知らない話題放り込んで変な空気作るぐらいだったら、口にしないほうがみんな幸せじゃん？　だからクラスの友達にも話したことないの。で、その結果、オタクだってことが広まってない。そんだけだよ」

　なるほどな。どうりで遙香はカミングアウトに対してなんのためらいもないんだ。

　俺とは逆に、オタクであることを心から楽しみ、そして自信と誇りを持っているから。

　たぶんそういう対照的な部分で、さっきは悔しいって感じたんだろう。

「まあでもこうして単行本が出ちゃったし、より意識して隠すようにしないとなぁ」

「え？　なんでだ。別にオタバレを気にしてないんならいいんじゃないか？」

「優ゆう哉やとか、あと……菊きく地ちくんとか美み也やちゃんあたりに知られる分にはいいよ？　でもたくさんの人に知れ渡っちゃうとさ、ペンネームのイメージが崩れるかもしんないじゃん」

「……そんなことまで気にすんのか、マンガ家って」

「する人はする、って担当さんは言ってた。だから強制はされてないけど……読者さんがどう思うかだよね」

　困ったように笑う遙香を見て、俺は素直に思ったことが口を突いて出ていた。

「遙香ってなんか、すんげぇプロっぽいな」

「ぽいなってどゆこと!?　あたしプロだから、プーロ！」

「声がでけぇ！　言ってるそばからバレるぞ！」

「ふぐっ！」

　いってぇ……。

　身を乗り出してまで主張する遙香の口を手で覆ったら、遙香の歯が当たっちまった。

　ただ遙香のほうは、俺が掌しよう底ていを喰くらわせたみたいになったせいで悶もだえ中。

「わ、悪い遙香！　大丈夫か？」

「うん……掌底の威力ってこんな感じだったんだ、って思えば」

「おう……そうか」

　タフなやつ！　ネタになるなら攻撃喰らうことも辞さないって、まさにプロ根性だな。

　でも『江え野の川かわさん』に掌しよう底ていが飛んでくる要素、あるのか？

　……いや、ありそうか。コメディ作品みたいだし。

「でも、あたしの話よか優ゆう哉やのほうだよ！　全然オタクだってわかんなかった。おっかしいなぁ、同族ならアンテナ反応すると思ってたんだけどなぁ」

　うーんうーんと一休さんみたいな素振りを見せる遙はる香か。

　そんなことしたって見破れるわけがないだろ。

「まあ、俺のカムフラージュは超完璧だったからな」

「ゆーて、さっきのは一部始終あたしに見られてたけどね、あはは──痛たたっ！　い、痛いよ！　鼻摘つまむなぁ！」

「余計なことは言わんでよろしい」

「わかった、わかったからぁ！」

　まったく。調子に乗らせるとすぐこれだ。

　まあ、遙香とならこういうやり取りが自然にできるから、普通に楽しいんだけどね。

　だからこそ、あえて遙香を調子に乗らせるようなことを言ったわけで。

「俺は遙香と違って、本気で隠してるからな。バレたら一巻の終わりぐらいの気持ちで」

　そのために計算打算で外そと面づらを取り繕っている……とまではぶっちゃけないけど。

「もしかして昔、なんかやなことあったの？」

　遙香はそう、本気で心配したように訊たずねてきた。

「…………まあ、それなりにはね」

　なるべく平静を装って返事はしたものの、指先がそわそわと落ち着かない。

　当時のことを思い返そうとすると、やっぱりフラッシュバックが怖かった。

　日ひ波なみ駅のホームで望のぞ海みに訊きかれたときもそうだったけど、このトラウマの根深さは相当なものなんだな、と思う。

　ちょっと話題に触れそうになっただけでこれだもんな……。

「そっか……。なんか、ごめんね」

「なんで遙香が謝るんだ？」

「だって、オタクだって知られたくなかったんでしょ？」

「同族の遙香になら、別に構わないよ。それに、遙香は黙っててくれるんだろ？」

「…………ソフトクリームとホットアップルパイ」

「そこで取引なの!?　信用ならないな……」

「あははっ！　冗談だよー。優哉が内緒にしててほしいんなら、もちろん内緒にしておく。優哉の気持ち、あたしにだってちょっとぐらいわかるし……」

　遙香は寂しげに笑った。普段、彼女があまり見せないタイプの表情だ。

　もしかして遙香も、なにか嫌なことを言われたことがあるんだろうか。

　それが遙はる香かにとってどれだけ辛つらいことだったかなんてわからないし、俺と比べるつもりだってない。

　ただ共感してくれる人がいるってだけで、不思議と心は落ち着いてくれた。

「まああたしの場合は、バカにしてきたやつら全員片っ端からやり返して謝らせてやったから、今は全然気にしてないんだけどね！　あははっ！」

　……前言撤回。俺と遙香は根本的に違う人種だった。共感はしにくいかもしれない。

　めちゃくちゃ強硬派じゃねぇか。どんだけタフだよ。すげぇな。

「それに今は、オタクなのが高じてマンガ描くのが趣味になって、そんで仕事にまでなってるわけだし。もう人にオタクなことをあれこれ言われても、気にならないと思う」

「……遙香って強いんだな」

「ちょっとー。女の子相手にその褒め方はどうなん？」

　遙香はジト目を向けてくる。

「本気でそう思ったんだから、いいだろ？　ちょっと羨うらやましいぐらいだ」

「そう？　でも、優ゆう哉やだって充分強いでしょ」

「俺が？」

　どうだろう……。ただ逃げ出して、外そと面づらを取り繕ってるだけな気もするんだけど。

「昔、優哉がなに言われたのかはわかんないけどさ。それでもオタクはやめてないでしょ？　隠してはいるけど、隠すって決めたらちゃんと隠し通せてる。その行動力みたいな部分があるのは、充分強いからだってあたしは思うな」

　そう……なのかな？　少なくとも、遙香にはそう見られている……ってこと？

　だとすれば、高校デビューを決意してから、俺はちゃんと変われたってことだろうか？

　中学のときの自分や、あの一件で塞ふさぎ込んでいた自分と比べたら、少しぐらいは強く成長できている。計算打算で八方美人を貫いてきたことは、決して間違いじゃなかった。

　そう捉えることもできる遙香の言葉に、俺は少しだけ救われた気がした。

「ほんじゃ、今日からあたしらはオタ友だね！　よろしく優哉！」

「おう、よろしくな遙香！　……って、学校じゃこの手の話はいっさいしないぞ？　だから遙香も、うっかりミスでバラしちゃったーとかなしだからな？」

「わかったって！　もー、警戒しすぎだよぉ。たまにこうしてこっそりできるところとか、ラインとか電話で、思いっきりオタクトークに花さかすぐらいならいいでしょ？」

　くそう。にへらぁって笑う遙香はやっぱかわいいな……。

　こんなに楽しそうな笑顔見せつけられたら、こっちまで顔が綻ほころんじゃうだろ。

「優哉がオタクだってことも、ちゃんとヒミツにしてあげるから。だから一応、あたしが『久く遠おん寺じ景けい』だってこともヒミツにしておいてね？　約束だよ」

「わかってるって。そこは安心して」

「じゃあ、このヒミツを知ってるのはあたしとあたしの家族……そんで優ゆう哉やだけ、か」

　指折り数え、最後に折った指だけを妙に大事そうに握り、遙はる香かは言った。

「まあ家族は家族だからノーカンだとして──これは、あたしらだけのヒミツってことになるね。にししっ」

　なに照れ臭そうに笑ってるんだか。そんなご大層な話でもないだろうに。

　ただ、共有したお互いのヒミツは内緒にし続けようねってだけで……んん？

　でも、それってなんか──

「なんか、ヒミツを共有してるのっていいね！　青春……ってかラブコメっぽくない？」

　っぽくない？　どころじゃないって。まさにその通りだ。

　話の流れで、なに共有のヒミツとか作っちゃってんだよ、俺……。

　でも、そうせざるを得ない状況だからなぁ。元を正せば、俺が『江え野の川かわさん』買ってるところ見られたのが原因なんだし。自業自得だ。

　……まあ、修しゆ羅ら場ばだなんだでギスギスしてたときの顔しか見てなかったぶん、こうして普段通り──いや、普段以上に明るい遙香の笑顔が見られたんだから、よしとしますか。

「…………それにしても、さ」

　俺は改めて『江野川さん』を手に取り、パッケージを見る。

　巨乳……というよりは爆乳女子高生が、たわわな胸にホワイトチョコのチョコバナナを挟んでこっちを見ている。

「ん？　どったの、優哉」

　次いで遙香を見る。陸上部員らしく細くしなやかで、鍛え抜かれた肉体。スレンダーボディーだが、悪く言うとひ──

「ペッタンコでも巨乳キャラぐらい描けるわバカッ」

「ですよねごめんなさい！」

　いでででっ！　仕返しとばかりに鼻を摘つまんでくるな！

　ってかなんでバレたんだよ、エスパーですか！
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　翌日、遙香は学校でいつも通りに接してくれた。もちろんヒミツはヒミツのままだ。

　オタバレしたことで幻滅されて遙香との関係は崩壊……すると思っていたのに、むしろより近づくという予想外の展開には、当然ながら戸惑いもある。

　でも昨日の時点で崩壊していたり、遙香がおもしろがって俺がオタクであることを言いふらすといった最悪のパターンは避けられたわけだし、安あん堵ど感のほうが勝っていた。

　しかし……うーん。どうしたものか……。

　今のところ関係の崩壊は免れているけど、突然現われた望のぞ海みが妙な爆弾を落としてからというもの、俺の求めていた理想の青春からはどんどん遠ざかってきている。

　その爆弾のせいでみんなの恋のやる気スイッチが押され積極的になったから、ってのはもちろんだけど、こと昨日の遙はる香かに関しては、彼女の『知られざる一面』が俺の計算を狂わせていたようにも思う。まあ、結果オーライではあったけど。

　もし月つき原はら先輩や未み央おちゃんの『知られざる一面』みたいなものが、恋のやる気スイッチによって露見して俺の計算が狂わされると……どんどん取り返しのつかない事態になりそうだ。すでにふたりともその片へん鱗りんは見せているわけだし。

　特に今日は放課後、生徒会の活動を控えているからな。

　先輩の『知られざる一面』にも、しっかり警戒しておかないと。







　さて。そんなわけで放課後である。

「このあたりも雑草がヒドいなぁ……。チェックしといて」

「はい」

　校舎の周りを歩きながら、俺は月原先輩に言われたとおり、校内マップへチェックマークをつけた。先輩はその様子を、なぜか横から覗のぞき込むように確認する。

　ついでに俺の顔も覗き込んできた。

「小お野のっち、どうしたの？　なんか元気ないよ？」

「え？　そうっすかね？」

「うん。いつもなら『はああぁぁぁんっ！　先輩とふたりきりになれて、僕ちんとっても幸せぇぇぇっ！』って狂喜乱舞するシチュエーションでしょ？」

「ああ、それ俺じゃないっすわ」

「……ほら、ツッコミにも覇気がないし。大丈夫？」

「大丈夫ですよ。俺はいつも通りです」

　ってな具合に普通な感じを装ってるけど、実際のところは先輩の言うとおり、普段よりもテンションは抑え気味だ。意識が警戒に回っているからだった。

「まあ、大丈夫ならいいんだけど。私が無理に協力をお願いしちゃったせいかなって思うと、申し訳なくって」

「それこそ先輩の思い違いですよ。俺が自分でやるって言ったんですし、気にしないでください。そんなことより、テキパキ動かないと下校時刻までに終わらないっすよ」

「それもそうだね。意外とこの学校広いからねぇ」

　俺と先輩がしているのは、翌週の三年生総出の校内美化活動に向けた下準備だ。昨日の朝に先輩が俺の席で待っていたのは、この作業について連絡があったからだった。

　竹たけ高こうでは毎年五月の上旬に、三年生が代表して校舎の内外、そして学校の敷地周辺を掃除する。とはいえ、あからさまなゴミがそこかしこに落ちているわけでもなく、『美化』とひと括くくりに言ってもやることはゴミ拾いだけじゃない。草刈りも重要な活動だ。

　俺と先輩は校舎周辺をぐるりと見て回り、草刈りが必要な箇所を確認していた。

　他にも学校の敷地外周をチェックしている班、校舎内をチェックしている班があって、人数的には校舎周辺、校舎内、敷地外周の順で多く割さいている。

　ちなみに班分けの基準は、先輩の独断と偏見。あるいは気まぐれとも言う。

　つまりこのふたりきりの状況は、先輩が仕組んだものというわけだ。

「これだけ広いと、エッチなことしてても誰にも見つからない怪しいスポットとか、いっぱいありそうだよねっ。ふふっ」

「いやいや……そんな場所、見つけてどうするんですか」

「やだぁ。小お野のっち、そういうことを女の子の口から言わせる気ぃ？」

「いつもは自分から言ってるでしょう。なにを今さら」

「だからこそ、たまには小野っちのほうから誘ってほしいんだよ？」

「またそうやって思わせぶりなことを。そんなからかいには乗っかりませんからね」

「…………もし、からかってるわけじゃなかったら？」

　妙に真面目まじめで抑えめな先輩のトーンに、俺は一瞬思考が止まってしまった。

　先輩は俺に対して好意を抱いている。それはつい先日、生徒会室に呼び出されたときのやり取りで確信した。だから普通なら誘ってきているように捉えることもできるセリフ。

　……けどまあ、相手はその普通が通用しない、からかい上手な月つき原はら先輩だ。

　普段の流れから考えれば、それでさえ俺をイジっているだけなわけで。

「っていう、俺のリアクション待ちですよね？　その手には乗りませんからね」

「バレたか」

　ペロッと舌出しちゃって、先輩あざといなー。

　それにしても、改めて考えると不思議だよな。

　そんなあざとさを演出したり、からかったりしなくても、先輩は元々美人で人当たりもいい。それだけで充分いろんな人から好かれるはずだ。現に学校中の人気者だし。

　なのになんで、こんなにもからかいが極端にエッチなんだろう？

　今後、先輩とのやり取りに活いかせるかもしれないし、データは取っておかないと。

　俺の数歩前を歩いて雑草の生え具合を確認している先輩に、それとなく訊きいてみる。

「先輩って、いつからそんなふうなんですか？」

「そんなふうって？　この全男子高生ウハウハな悩殺ボディのこと？」

「違います。人をからかうとき、あえてエロいことを前面に出してくる感じです」

　自分で悩殺ボディとか言っちゃうのかい。

　確かにウハウハで悩殺必ひつ至しだし、いつごろ成長し始めたのかは気になるけども。

「いつからもなにも、私は元々そういう星の下もとに生まれたんだよ。名付けてエロリン星」

「あの、結構真面目まじめに訊きいてるんですけど……。しかもネタがものすごく古いですし」

「古いって言われたぁ！　そりゃ全然世代じゃないのは知ってるけど……まあいいや」

　先輩はわかりやすくションボリし始める。

　もしかして、あんまり話したくないのかな？

「あ、でも話したくなかったらいいんです。個人的に気になっただけなんで」

「……気になった、ってことは、気にしてくれてるってことだよね？」

　先輩はニヤニヤと──けれど嬉うれしそうに俺を見ていた。

　その質問は、迂う闊かつに答えると好意的に捉えられかねないな……。

「先輩、またエロ目になってますよ？　変な意味じゃありませんからね」

「はいはいわかってますよー。ま、小お野のっちが気になるって言うんなら話してもいいかなぁ。別に話すのが嫌なわけでもないし、そもそも大した話じゃないんだけど」

「そうなんですか？」

「うん。だって、そうやってからかって接するほうが男子は喜ぶ、ってみんなが教えてくれて、それを実践してるだけだもん」

　うーん……なるほど。

　人によるだろうけど、確かに喜ぶ人はいるだろうな。俺も楽しんでるわけだし。

　ただ、いくらなんでもエロに偏りすぎというか……。

　そもそも『教えてくれたみんな』の人種──つまり情報源が気になる。

「どんな人達が教えてくれたんですか、そんなこと？」

「クラスでも群を抜いてモテる子！　比ひ奈なちゃんって言って、ちょっとギャルっぽいんだけど気さくないい子で、恋愛経験がめちゃくちゃ豊富なの」

　い、意外だ……。キリッとした先輩がギャル系女子と交友関係があるなんて。

「あ、でもその子たちのグループに私がいるわけじゃないよ？　ただほら、私って生徒会長だし顔が広いでしょ？　だから普通にみんなと仲いいの。つっきーって呼ばれたりして。そんで、比奈ちゃんたちと恋バナで盛り上がったときに言われたんだぁ」

　ああ、なるほどな。なんとなくだけど俺、察しがついちゃった。

「なんて言われたんですか？」

「せっかくつっきーはすごい武器持ってんだから、もっとバンバンアピんなきゃダメっしょ！　って。そのほうが真面目さとのギャップも生まれて、秒でイチコロだよって」

「ちなみに、それを本気で信じて……？」

「だって、恋愛百ひやく戦せん錬れん磨まの比奈ちゃんがそう言ってるんだよ？　自分よりも格上の人の話は、ちゃんと聞いて身につけないと」

　やっぱり思った通りだ……。先輩、さも当然のように言い切っちゃった。

　いやぁ、格上の人の話云うん々ぬんは完全に同意なんだけど、相手がギャル系女子って時点で正直どうなんだろう。参考にする意見としてはちょっとチャラすぎやしないか？

「それで、普段みたいな下ネ……やたらエロに振り切ったからかい方をするようになったんですか？」

「うん、比ひ奈なちゃんたちから手取り足取り教えてもらってね。下着の色の選び方から、ドキッとしてくれる誘惑のしかたとか、マックに初めて連れてってもらったり、どんなふうに男の子の視線を釘くぎ付づけにすればいいのか……すっごい勉強になったなぁ」

　楽しかった青春のひとときを、先輩は思い返しているんだろうなぁ。

　……若干、からかわれているだけな気はするんだけど。

「だから私、みんなに感謝してるんだ。うちって最近まで厳しくて、寄り道禁止で門限もあるし、見ていいテレビ番組も制限あったから、なんにも知らない箱入りだったの」

　なるほどな。だから女子高生なのに最近までマックに行ったことなかったのか。

　とんでもない箱入りだったんなら、それも納得だ。……いや、未いまだに箱入りなのか？

「それに、こうして小お野のっちと楽しい時間がすごせてるのも、みんながいろいろ教えてくれたおかげだもんね」

「……先輩……」

　ちくしょう……。その振り返りざまの幸せそうな笑顔は反則だって。

「……とはいえ生徒会長として、もう少しエッチなのは控えたほうがいいと思います」

「なんでよぉ。本当は小野っちだって好きなくせに。やっぱりムッツリなの？」

「ムッツリって言わないでくださいよ！　てかやっぱりってどういうことっすか！」

　そりゃ表に出さないだけで興味津々だけどさ！　こっちだって空気読んでんの！

「俺は、まあ……もちろん嫌いじゃないです。けど、それがすべてじゃないっていうか」

「ふーん……じゃあ、もっと普通なほうが好みなの？　たとえば……美み山やまさんみたいな、一直線で素直そうな感じとか」

「な……。そこでなんで遙はる香かの名前が出てくるんですか」

「なんでもないよー。ちょっとそう思っただけですー」

　……なんか先輩、遙香の名前が出た瞬間から急にすね始めたんだけど。

　でも、俺からは一言も遙香の話題振ってないですよね!?

　自分で言って自分で嫉しつ妬としてふて腐れてるだけですよね!?

　……とはさすがにツッコめず、沈黙を受け止めて黙々と清掃箇所の洗い出しを進めた。

　なんだこれ！　めっちゃ気まずい！

　けれど作業には集中できて、雑草刈りの必要そうな場所のチェックはサクサクと進む。

　校舎の周りをグルッと回り、まだチェックしていない一角にさしかかった。

「最後は図書室の裏……ですけど」

　到着するや、俺はあまりにもおあつらえ向きな雰囲気に顔を引きつらせた。

　図書室と言っても、竹たけ高こうの図書室は校舎から切り離された別館──まさに図書館だ。

　その裏手は一方が図書室の壁で、もう一方が高さ三メートルほどある塀に挟まれていた。

　人ふたりが並んで歩くのが精一杯の、人目につかない狭い空間こそ、先輩の言う『エッチなことしてても誰にも見つからない怪しいスポット』にピッタリだった。

「ま、まあでも、ここは舗装されてもいるし、見たところゴミも溜たまってないみたいだから、放置で問題ないですね。さ、帰りましょうか先輩」

　俺はさっさとチェックをすませて立ち去ろうとする。

　普段の先輩ならここで露骨にからかってきただろう。それを俺がなんとなく受け流して、愉快な雰囲気のまま終わるのがいつもの流れ。

　けどなんだか、ずっと無言だったこともあって今は妙に気まずかった。

「……小お野のっちは、さ」

　すると先輩は、ここでようやく口を開いた。

「私にからかわれるの……もしかして、ずっと嫌だった？」

「……え？」

　突然なにを言い出すのかと思えば……。

「だって、ほら。こういうのってさ、やりすぎるとイジメとかセクハラって思われることもあるわけでしょ？」

　確かに、イジりとか誘惑とか職権を使うってのは、受け取る側の感じ方が異なれば意味も変わるし、どう受け取ったかがすべてだ。『そんなつもりじゃなかった』は通用しない。

　先輩は、その点を気にしているのか？

「そんなことはないですって。イジメとかセクハラとか、そんなふうに思ったことは一度もありません。これは本当です」

　俺の答えを妙にしおらしい様子で受け止め、先輩は上目遣いで言った。

「でも、もっと普通な感じも好きなんでしょ？」

「そりゃあ、まあ……。ただそれは、イコール先輩のからかいとかが嫌だった、ってことにはなりませんよ」

「なんだか納得できない。結局、どういう接し方が好きなのかわかんないし」

　先輩は子供のように頬ほおを膨らませた。

　いや、そりゃ……どっちが好きかって明言はあえて避けてますし。

「……でも、なんとなくわかってきた。普段の私の接し方にピンときてくれないなら、逆に『普通な私』を見せつけてやれば、小野っちもはっきり判断できるってことだよね？」

　……うーんと唸うなる先輩を見て、俺の警戒心がビクッと反応した。

　流れ的に、先輩がなにか仕掛けてきそうな雰囲気になったぞ……。

　この『エッチなことしてても誰にも見つからない怪しいスポット』って雰囲気も雰囲気だし、先輩がなにかことに及ぶ前にこの場から離れたほうがいい──

「そうだ！　いいこと思いついたよ、小お野のっち！」

「な、なんすか……？」

　でもひと足遅かった！　とてつもない嫌な予感を抱きながら俺は訊たずねる。

「比ひ奈なちゃんたちに教えてもらったとっておきの練習法……っていうかゲームがあるの。ちょうど図書館裏は持って来いの雰囲気だし、付き合ってよ」

　ほらな。やっぱりそういう流れになってきた。

「いや、その……遠慮します。他の班はもう戻ってるかもしれませんし、俺たちも──」

「そっかー。じゃあこの前の動画、みんなに見せよっかなぁ」

「動、画？　…………ああっ！」

　しまった！　先日の昼休み、生徒会室へ呼び出されたときに撮られていたあの動画、先輩がちゃっかり保存していたのをすっかり忘れてた！

　ここであれを持ち出して強ゆ請すってくるとは……っ！　に、逃げられないっ！

「……そのゲームのルールを聞かせてください」

「うむっ、素直でよろしい！　まあ、すっごい簡単だよ？　今からこの図書館裏の向こう側までふたり同じ歩調で歩いていって、その間に私が小野っちの手を取って、普通にさり気なく繋つないでドキッとさせることができたら私の勝ち」

　……あ、本当にただのゲームだったんですね！　警戒しすぎてたわ……。

　しかもやたら単純なルールだ。そもそもそれはゲームって呼ぶのだろうか？　ゲームにしては、手を繋がれる側になんのリスクも障害もない気がするんだけど……まあいいか。

「ちなみにゲームってことは、勝ったらなにかご褒ほう美びがあるってことですか？」

「うん！　私が勝てたら、小野っちは私のことを名前で呼ぶようにするの」

　いやあ……それは親密感出すぎじゃないかなぁ。

　実際の関係の進展具合はともかく、外堀は確実に埋まるやつだ……。

「あの、他のご褒美の候補は──」

「今度の定例会議の前に動画の上映会するなら、学校側にプロジェクターの利用申請を」

「わ、わかりました……ただ、名前で呼ぶのはふたりきりのときだけにさせてください」

「えー？　……まあいっか。むしろそのほうが親密っぽくてドキドキしちゃうしね♪」

　いたずらっぽく笑う月つき原はら先輩に促され、俺はゲームのスタートラインに立たされた。

「それじゃあ……ゲームスタート！」

　先輩が声をかけ、ふたり同時に歩き出した……のだが。

「あ、あの、その、おおお、小野っち!?　て、てて、手相見てあげよっか!?」

「い、いや結構です！　ほ、他を当たってください！」

　怖いよ！　なんでそんなキョドって血ち眼まなこになって手相見ようとしてくるんですか！

　俺まで他人行儀になって手を守っちゃったじゃん……。

　でもシュンとなったかと思えば、すぐに先輩は気を取り直した。

「あ、あーお手々がお留守だなぁー？　て、手持ち無ぶ沙さ汰ただなぁ。柔らかくて活いきのいいお手々が今なら取り放題だなぁ！」

「鮮魚売り場みたいな売り文句のどこがさり気ないんですか……」

　わざとらしくヒラヒラとアピールしてくる手は、確かに活きがよさそうに見える。

　でも、そんな誘われ方で繋つなぐ人や、ドキッとなる人っているのかな？

　もっとさり気なくていいと思うんだけどなぁ。近寄ってちょんと指先を触れさせて、それにお互い気づいて指先から徐々に絡まっていく……そんな、言葉で誘うのではなく雰囲気で気持ちを誘導する感じ……とか？

　まあ百パー妄想だし、俺はできるのか？　って訊きかれたら無理なんだけど……。

　その後も先輩は、いろいろ手を変え品を変え『普通な感じにさり気なく手を繋ぐ方法』を実践するが、なかなかに難しいようで、

「せ、せせ、拙せつ者しやの修行の一環として、お、お主ぬしのお手を拝借したく候そうろうっ！」

　全然普通じゃない。最後のほうはテンパりすぎてて何時代の人なのかわからなかった。

　そうこうしているうちに、通路の終わりが見えてきて──

「先輩、悲しいお知らせですが……ゴールです」

　振り返ると、先輩はゴール手前の暗がりでズーンと沈んでいた。

　しゃがんで、舗装された地面を指先でクルクル、クルクル。

「……普通ってどうすればいいの？　そんなにすばらしいの？　どこに売ってるの？」

　お、落ち込み方がすごい……。もしかして俺、追い詰めすぎちゃったかな。

　さすがにちょっと慰めたり、励ましてあげたりしたほうがいいよなぁ……。

「あ、あれですよ先輩！　先輩は今のままでも充分素敵だから、無理に普通になる必要はないんじゃないか……ってことだと思いますよ？」

　むしろ今の状況だと、先輩は変わらないでいてくれたほうが俺的には助かるわけで。変化は計算の狂う要因にもなる。最近はただでさえ想定外の事態が頻発しているし。

　そういう打算も含めて──俺は、先輩には今のままでいてもらったほうが嬉うれしい。

「なのでやっぱり、俺は今までみたいにからかってくる感じの先輩がいいと思います……ってことで、この話題は終わりにしませんか？」

　ちょうど生徒会の活動も一段落してたし！　切り上げるにはいいタイミングだ。

　あとは他の班と集合場所で合流して、今日は解散──




　フニッと、指先をなにかに摘つままれた。

「──え？」

　思わずドキッとなって俺は振り返った。俺の無防備だった右手人差し指を、相変わらずしゃがみ込んでいた先輩が、キュッと摘むように握っていたのだ。

「……い、今の私には……恥ずかしくて恥ずかしくて、これが限界だけど」

　似合わないぐらいか細い声で先輩は言って、真っ赤な顔で俺を見上げた。

「さ、さり気なく手、掴つかんだんだから……私の勝ちでいいよね？」

　な、なんですとーっ！

　確かに先輩は、まだ通路の内側にいる。ゴールは割っていない。

「でも……さ、さすがにルールの抜け穴感がありませんか？」

「勝ちは勝ち……でしょ？」

「いやぁ……どうでしょうね」

「…………動画」

　な──なんも言い返せないっ！

　俺が言葉に詰まった時点で、先輩は論破できたと思ったのだろう。

「ちゃんと、名前で呼んでね。約束したんだから……」

　先輩は年上とは思えない、無邪気でかわいらしい笑顔を俺に向けた。
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　もはや俺も、うまい反論の言葉が見つからなかった。

「…………わかりました、先輩」

「むぅ。約束と違うぞ、小お野のっち」

　摘つまんでいる指をグイッと引っ張って、先輩は拗すねたような顔を向けてきた。

「ふたりきりなんだから、な・ま・えっ」

「いや、その……か、薫かおる先輩、でいいですか？」

　月つき原はら先輩って呼び方に慣れすぎているせいか、とてつもなく恥ずかしいな、この呼び方。

「……ねっ、もう一回」

　先輩はちょっとだけ頬ほおを染め、嬉うれしそうに催促する。

「薫先輩」「もう一回」「だから……薫先輩」「あと一回だけ！」「薫先輩！」

　何回言わせるんじゃい！　いい加減、こっちがゆでだこみたいに熱くなってきた。

「ふふっ。また小野っちをからかうネタが、ひとつ増えちゃったね」

「まったくです……。想定外ですよ」

　あれほど警戒していたのに、結局先輩との関係は確実に進展しちゃった……。

　これ以上先輩との関係を進展させないためにも、早々にあの動画を削除させなくちゃ。

　…………いや、でも、それこそ本当の無理ゲーなんじゃないか？
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　この一週間はビックリするほど劇的、かつ目まぐるしく人間関係が変化した日々だった。

　高校デビューを誓って以来、こんなに自分の計算打算が機能しなかったことはない。

　特に遙はる香かと月原先輩との関係は、目に見えて深まってしまっている。望のぞ海みの登場で関係が崩壊、という一番危き惧ぐしていた事態にはなっていないけど、深まることによってこれまでの絶妙なバランスが崩れてしまっては同じこと。

　だからこそ土曜日の今日は、今後の対策を練るためゆっくり休んで頭を整理したい！

　……ところなのだが、そうも言っていられない大事な用事が控えていた。部活動だ。

　とはいえ俺の所属するバスケ部はゆるーいお遊び部。なので昼すぎぐらいにボチボチ集まり始め、そのときにいるメンバーでキツくない範囲の基礎練習とミニゲームを繰り返すぐらい。終わり時間も基本的には適当で、十六時前後にはさっさと切り上げてしまう。

　俺は一応部長だから毎週顔を出さなきゃいけないけど、そういったゆるい感じの活動なので苦ではない。むしろ適度に運動するのはいい気分転換にもなる。

　ただし、それは最近までの話。うちのバスケ部には今、恋のやる気スイッチを押してしまった後輩の女の子と、押すきっかけを作った俺の幼なじみの女の子が所属している。

　さすがに無警戒でのほほんと参加とはいかない。でも最近は目まぐるしくて、悠長に対策を練っている時間もなかなか作れない。正直、不安といえば不安だった。

　ただ、警戒ばかりして不自然な印象を与えるわけにもいかない。

　なるべく普段通りのテンションやノリを装い、俺は部活動に励んだ。

「おーし。そんじゃあ十分休憩して、チーム変えしてゲームもう一本なー」

「「「うぃーす」」」

　二本目のミニゲームを終えたころには体もいい感じに温まって、心地いい疲労感が広がっていた。俺はタオルで汗を拭きながら体育館のコートに寝転がる。

　ああ、床がほどよく冷たくて気持ちいい。このままじゃ寝ちゃいそうだ。

　いっそのこと五分ぐらい仮眠するか。タオルを顔にかけておやすみ──と思った矢先。

「──冷たっ!!」

　突然首筋にぴりっと衝撃が走り、俺はビックリして跳ね起きる。

　なにごとかと振り返れば、未み央おちゃんがしゃがんで微笑ほほえんでいた。

「驚きすぎですよぉ。はいこれ。先輩のぶんの差し入れです」

　ニコッと微笑んで差し出したのは、チューブ入りの氷菓子だ。

「今日はいつもより暑いですし、こういう差し入れがいいかなって思って。手作りじゃなくて申し訳ないんですけど……」

「いやいや、全然こういうのでオッケーだよ。ってか毎日差し入れなんて、ほんと気を遣いすぎなぐらいだって。ちゃんと部費で支払ってね？」

「あ、はい。手作りのもの以外は一応、そっちに計上してます」

　……え？　待って。

　ってことは、手作りのお菓子とか差し入れは全部自腹なの？　十数人分!?

「それはダメだって、未央ちゃん！」

「──へ？」

「いつもいろいろ準備してくれたり、がんばってくれるのは嬉うれしい。でも自腹切ってまでする必要はないよ。差し入れ目的で買ったものは遠慮なく部費から出して」

「でも、わたしが好きで勝手にやってることですから、これでいいんですよ」

　てへへっと笑う未央ちゃんだけど、だからって彼女の貴重な時間とお金を、俺らのマネージャー業務にばかり消費させるのはフェアじゃない。

「ならこのバスケ部そのもので、未央ちゃんのマネージャーの仕事をサポートさせてよ。それを断るんなら、もう俺らも差し入れは受け取らない」

「……先輩、けど……」

　未央ちゃんは面倒見がよくて、本当に献身的ないい子だ。そのぶん、こうして自分を犠牲にしてしまいがちなんだろう。

　けど俺や他の部員、そして竹たけ高こうバスケ部は、そんな自己犠牲をよしとする考え方はいっさい持ちたくない。そもそも持ちたくないからこそ竹高バスケ部を選んだんだ。

　それは、マネージャーであり竹高バスケ部の『部員』である未み央おちゃんだって同じだ。

「異論は認めません。みんながフェアな中で部活を楽しもう。いいね、未央ちゃん」

　俺が念を押すと、少し迷ったような素振りを見せてから、未央ちゃんは苦笑した。

「先輩がそこまで言うのなら、そうさせてもらいますね。ありがとうございます」

「よろしい。あ、そうだ」

　俺は受け取った氷菓子を真ん中でポキッと割ると、片方を未央ちゃんに差し出した。

「俺、そんなにはいらないからさ。未央ちゃんと半分こしよう？」

「いいんですか？」

「全部員を代表して、とりあえず今日の差し入れのお礼、ってことで」

　うん、今のはなんかいい感じに紳士的だったぞ。未央ちゃんは本当に部員たちによくしてくれてるし、これぐらいの優しさを発揮したってバチは当たるまい。

　驚いたように目をしばたたかせた未央ちゃんだったけど、すぐ笑顔になって受け取った。

「先輩はズルいなぁ」

「……え？」

「なんでもありませんよー」

　そういって氷菓子を咥くわえ、シャクッと一口味わってから、未央ちゃんは微笑ほほえんだ。

「全部、先輩が優しすぎるのがいけないんです」

「えー、なんだよそれ。どういう意味？」

「ナイショですー。他のみなさんにも配ってきますね」

　出たよ、未央ちゃんお得意の『ナイショポーズ』。ビックリするぐらいかわいいんだけど、未央ちゃんには意外と内緒事が多いから気になってしかたがない。

　でも、小さなクーラーボックスを肩にかけながらパタパタ駆けてって、みんなにも差し入れを渡している未央ちゃんを眺めるだけでも、不思議と幸せな気持ちになれる。

「優ゆうちゃんの浮気者ー」

　突然、あまりにも抑揚のなさすぎる声で不本意なことを言われた俺。

　振り返れば澄まし顔……と見せかけ、少し眉み間けんにしわを寄せた望のぞ海みが俺を見ていた。

「洲す崎ざきさんといい雰囲気だった。私という正妻がいるのに」

「誰が正妻だ。それ以前に、俺とお前は付き合ってもない」

「まだ突き合ってないのは事実。今日はこれから優ちゃんちで初夜だね」

「漢字が違うだろ！　だいたい、俺んちにきたらおかんが喜んでもてなしそうで困る」

　俺はため息をつきながら氷菓子を口に咥えた。

　その隣に望海がチョコンと座る。なぜか正座で。そして、そばに置いたタンク型のスポーツジャグから冷えた飲み物を紙コップに注つぐ。

　なるほど正座してると、甲か斐い甲が斐いしく世話をしてくれる良妻のように見えなくはない。

　……いやいや。そこで俺が良妻とか考えちゃダメでしょうが。望のぞ海みの思うつぼだ。

「ってか、スクイズボトルが備品にあっただろ。あっち用意しないの？」

「今日は暑いから、こっちも準備しようって思って」

　確かに保冷性が高いし量も作れるから、スクイズボトルだけよりは準備がいいか。

　注ぎ終えた望海は、コップを差し出しつつ俺の顔を覗のぞき込んだ。

「粗茶ならぬ粗スポーツドリンクですが」

「ん、ありがと。……ってかわざわざ言い難にくいほうに言い換える意味あったか？」

「そんなことより、みーたんに会いたい。元気？」

「自分のボケをなかったことにすんなっ！　まあ、妹は相変わらず元気なんじゃない？」

「あまり仲良くないの？　今年中三だよね？」

「受験控えてるからか、遅くまで塾行ってるしな。家でも最近妙にカリカリしてる。だから、ここんところ全然口も利いてない」

　血の繋つながってる妹とはいえ、同世代の女の子と同居しているってのは意外と落ち着かない。そもそも、多少なりとも『異性』と意識してしまった自分に対する嫌悪感も激しい。

　だからかもしれないけど、あるときを境に妹とは自然と距離を取るようになった。どう接したらいいかわからない、ってやつ。これ、妹を持つ兄のあるあるだと思う。

「今は一緒にお風呂入ってないの？」

「──ぶほっ！」

　いきなりなに言い出すんだ！　ビックリして咥くわえてた氷菓子すっぽ抜けちった！

「は、入るわけねぇだろ！　そういうのはとっくに卒業したわ！」

「そうなんだ。昔は三人でよく一緒に入って耳鼻科ごっこ──」

「やめやめやめーい！」

　人の黒歴史を平然と掘り起こすなーっ！

　思い出しただけでも虫ずが走るぐらいこっ恥ぱずかしいんだから！

「だいたい、そんな昔話するつもりでそこ座ったわけ？」

「そう。幼なじみの仲のよさアピール」

　即答するなよ。しかもダブルピースサイン作って無表情でドヤるな。

「洲す崎ざきさんに見せつけてやるのだ」

「頼むからそういう修しゆ羅ら場ばになりそうな行動は勘弁してくれって……胃が痛くなる」

「でも、この前のマッサージのとき、私たちに言い寄られて鼻の下伸ばしてたよね？」

「伸ばしてませんっ！」

「そっか……でもそうだよね。露骨に伸ばしてたら、せっかく計算で手に入れた人望がなくなっちゃうもんね」

「お前なぁ……ちょっとはオブラートに包もうよ」

「優ゆうちゃんの外そと面づらみたいに分厚くて都合のいいオブラートで？　純粋な私には無理だよ」

「さすがにそれはディスりすぎじゃないかなあ!?」

「私のアピールに鼻の下伸ばさなかった罰」

「伸ばしてほしかったのかよ！　……ったく、俺はどうしたらいいんだ」

「私との永遠の愛を誓えばいいと思う」

「お前はすぐそればっか言うよな」

「それなっ」

「自覚してんなら直せっ！」

　うーむ、望のぞ海みが相手だとなぜか彼女のペースになっちゃうな。

　弄もてあそばれてる……ってわけじゃないと思うんだけど、いちいちツッコもうとしちゃってこっちが振り回されちゃう。計算打算を働かせる隙がなくなっていく。

　以前にも感じたけど、やっぱり望海のやつ、意外と計算高かったりするのか？

　チラッと隣に座っている望海を見る。ちゃっかり自分の分を注ついだスポーツドリンクを、ボーッとしながらちびちび飲んでいた。計算高さは……まったく感じないな、うん。

　俺はどこかホッとして、望海から視線をそらした──そのとき。

「「「じぃぃぃぃぃぃ………………」」」

　部員みんなからガン見されてるー！

　しかも人によってはニヤニヤと意味深な笑みまで浮かべてもいるー！

「な、なんだよ！　言いたいことがあるならはっきり言えよ！」

「「「いやー？　なーんにもー？」」」

　なにがなんにもだよ。言いたいことがダダ漏もれしてんだよ、顔からっ！

　妙な気恥ずかしさで顔が熱くなってるのがわかる。俺はまだ溶けきってない氷菓子を頬ほおに当てる。ああ、気持ちいい。

　でもふと視界に入った未み央おちゃんの、嫉しつ妬とに冷たく燃える目を見た瞬間。

　すべての熱がサーッと逃げていったのは言うまでもない。

　やばい、ものすごい圧を感じる。なんていうかこう……もう少し厳しくしてもいいんじゃないですか？　と目で訴えられているかのような。

　……そうか、そういうことか。俺が優しすぎるのがいけない、って未央ちゃんの言葉の意味はそういうことか。

　もう少し、他の部員……特に望海に対して厳しく接したらどうか、って意味か！

　よし。それならひとまず、のんびり座っている望海にちゃんと仕事をさせようか。

「そのドリンク、まだ俺以外に配ってないんだろ？　みんなにも配ってきたら？」

「タンクいっぱい、優ゆうちゃんのために愛を込めて作ったのに……。飲んでくれないの？」

「飲めるか、そんな大量に！　いいから配ってこいって」

「私の愛を他の男に押しつけようとするなんて……優ちゃんて実は寝取られ属性持ち？」

「誤解を招くようなこと言うなっ！」

　変な言葉ばかり知ってんな！　そういうのが部員に聞かれたらネタにされるだろうが！

　まあイジられるってのは、実はおいしいポジションでもあるんだけどさ。

　ただ、あまりイジられることに慣れすぎると、自分の立ち位置やバランスが崩れ──

「んしょ──あっ」

　……って、なんで立ち上がって早々、望のぞ海みのほうがバランス崩してんの？

　ま、待て待てこっち側に倒れようとするな！　タンクが俺の顔に当た──るよりヒドい状況になりそうだぞ!?　タンクの蓋ふただってちゃんと閉まってない──

　ばしゃあっ！

　……はい。物の見事にぶっかけられましたー。

　ええ、望海曰いわく俺への愛をたっぷり込めたスポーツドリンクを、全身にね。

　これで満足か望海。お前の愛をたっぷり被かぶったんだ、満足だろ？

　一方の望海は、ギリギリで体勢を立て直したようで転んではいない。

　まあ怪け我ががないのはなによりだが……釈然としない。

　ってか部員のほとんどがゲラゲラ笑ってやがる。ちくしょー。なんも言い返せない。

「せ、先輩！　大丈夫ですか!?」

　そんな中でひとり、未み央おちゃんだけが慌てたように駆け寄ってきた。

「うん、ドリンクを被っただけだから。それより床、モップがけしないとまずいよな」

　人間って不思議なもんで、自分自身がどうしようもない状況に陥おちいると一気に冷静になって、周りが見えるようになる。こりゃ、しっかり拭き取らないとベタベタが残るな。

「……優ちゃん……ごめんなさい」

　望海が俺のそばにしゃがんで顔を窺うかがってきた。彼女の声のトーンから、本当に落ち込んでいるのが伝わってきた。

「わかってるならいいよ。次からは気をつけて。ほら、お前らも笑ってないで片付けんの手伝ってあげろって」

　言いながら俺は立ち上がる。

　うわ……ものの見事にパンツまでビショビショだし、ベタベタだ。

「あの、先輩は先にシャワー浴びてきたらどうでしょうか？」

　未央ちゃんの提案はもっともだった。こんな状態で俺がモップがけに参加したところで、かけたところから液がしたたり落ちてしまう。

「じゃあ、お言葉に甘えて。ごめん、常盤ときわ。任せちゃっていいか？」

「ま、これはしょうがないよね。気にしないで行ってきなよ」

「サンキュ。未み央おちゃんと望のぞ海みも、掃除、任せるね」

「はい！　これもマネージャーのお仕事ですから！」

　はつらつと未央ちゃんは言うが、うーん……本当にそうか？

　雑務を押しつけてるだけな気がして、申し訳ない気持ちが芽生えてくる。

　でもこんな状態の俺にうろつかれても邪魔だろうし、俺は大人しく体育館をあとにした。







　運動部の部室が密集している部室棟は、体育館と校庭のちょうど間に建っている。そこには申し訳程度だけど、なんと共同のシャワールームが設置されているのだ。

　まあ部活終わりはめちゃくちゃ混み合ってて、まともに使えた試しがないんだけど。

　そもそも、本格的に活動している部活優先が暗黙のルールなので、お遊びバスケ部の俺たちはなかなか使うこともない施設……。

　ただし！　今日、この時間に限っては、他の部活が休みか練習中の超絶穴場！

「ぬうおおおあああああっ！　きんもちいいいぃぃぃっ！」

　独り占め状態だから、こんな大声出したって誰からも咎とがめられることはない！

「いやー最高だっ！　怪け我がの功名ってのはこういうことを言うんだな！」

　ほどよい熱さと勢いのシャワーが、俺の全身に纏まとわり付いていたベタベタを流していく。それだけじゃない、かいていた汗もキレイさっぱりだ！

　欲を言うなら、かわいい女の子が突然、「お背中、流してあげますね♪」なんつってスク水とか着たまま入ってきて、一生懸命流してくれたら最高なんだけど！

　なんてね。そんな展開は妄想しているうちが楽しいんだ。実際に起こったら、そりゃもう事故だよ事故。スク水少女とまっ裸ぱだかの俺が洗いっこしてるところなんて目撃されてみろ。俺の評判は地に落ちる。その後の展開は言わずもがな──




「──あ、あの……。小お野の瀬せ先輩、ですよね？」




「え……はぇ？」

　突然の女の子の声に驚き、俺は素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。

　ていうか、ちょっと待て。混乱してきたぞ。なんで男子シャワールームにいながら女の子の声が聞こえてくるんだ？　しかも聞き覚えのある声が……。聞き間違いか？

「えっと、洲す崎ざきです。その、あのあと大丈夫だったかなって思って……」

　…………ちょっと待てええぇぇぇ！

「へっ!?　な、なんで未央ちゃんがそこにいんの!?」

　聞き間違いなんかじゃなかったああ！　認識するのに時間がかかったけど、俺の後ろにいるのは間違いなくバスケ部マネージャーの未み央おちゃんだ！

　でもますます意味がわからん！　なんでこんなとこに!?

「ここ、男子のシャワールームだよ!?　女子禁制だよ!?」

「し、知ってます！　だから、勇気振り絞ってここにいるんです！」

「いやいやいや！　『だから』の意味がおかしいよ！　だいたい、なんのために……」

「その、お背中流したほうがいいかなって、思いまして……」

「い、いいよ、大丈夫だよ！　ひとりで洗えるから！　だいたい、そんなところにいたら濡ぬれちゃうって！」

　一応、各シャワーブースは左右に仕切りが立てられてて、カーテンを閉めることで半個室となるため、そのままなら水が外に飛び散ることはほとんどない。

　とはいえ温水が出ているから、当然湿気がすごい。

　ジャージを着ていても、多少濡れることもある──

「だ、大丈夫です──ぬ、脱いでるんで」

「それは大丈夫なんかじゃないっ！」

　え？　は!?　ぬ、脱いでるって……どこまで!?

「い、一応全部脱いでて……だ、だから、シャワー浴びても大丈夫なんですっ」

　なんで俺の心の声に答えてんのっ！　ってかどう考えてもアウトだそれはっ！

　女子禁制の男子シャワールームに、全裸の女の子!?

　これはもう事故どころの騒ぎじゃない、完全完璧に大事件だよ！

「いや、あの、未央ちゃん？　な、なんでそこまでしようとするの？　マジでわかんないんだけど……」

「なんでって、ま、マネージャーだからです！」

「なにをマネジメントするつもりなの！　ほんと、大丈夫だから！　これ、もし他の人にバレたら問題になるから！　今なら間に合うから、早く──」

「わ、わたし聞いたんです！　久く城じようちゃんから……。昔、お互いのおうちが近所だったころ、先輩と一緒にお風呂入ったことがあるって」

「だからそれ、子供のころの話であって」

「久城ちゃんが入ったことあるなら、同じマネージャーとして……いえ、先輩マネージャーとして、わたしが入らないわけにはいかないじゃないですか！」

「いくよ！　全然いくよ！　どこで張り合おうとしてんの!?」

「ここでちゃんと、わたしにだってできるってところを示さないとダメなんです！　先輩マネージャーとして！　それにわたし、今でも弟と一緒にお風呂入ってますから、男の人の体には慣れてます！」

「待て待て待て！　その弟って歳としいくつ!?」

「えっと……小学五年生です」

　小五と高二を同じ『男の人』と思っちゃダメだって！　もはや違う生き物だって！

　そんなことよりだ！　こんなところで押し問答してても埒らちがあかない。

　ここはもう、俺がシャワー切り上げて出てしまうのが一番──

「なので、あの──し、失礼します！」

　って思ってたのに入ってくるなよーっ！

　カーテンを開けて出ようとしたのに、思わずくるっと背を向けてしまった俺。

　背後がどんな状況がわからなくて、ますますドキドキが止まらない。

　せめて腰にタオルを巻こうと思ったけど……しまった、タオルはシャワーブースの外だ。

「うぁ……。先輩……意外と背中、大おっきいんですね……」

「ちょ、マジで……ああ、もう」

　全裸の女の子がすぐ後ろにいるって思うと、些さ細さいな言葉にいちいち変な妄想しちまう！

　なんなんだよこの状況は……。計算外すぎる。白はく昼ちゆう夢むってオチじゃ……ないよなぁ。

「べ、別にそんな、大きいってほどじゃないっつーか、高校生なら普通の──うっ！」

　タンマタンマ！　なにナチュラルにヒタって背中に触れてんの未み央おちゃん！

　マジで抵抗ないの？　恥ずかしくないの!?　この子、こんな大胆だったっけ!?

　……いや、でも、未央ちゃんって前回のマッサージのとき然しかり、望のぞ海みと張り合うときに限っては恥ずかしいの我慢して、妙に限界突破してきてるんだよな……。

　今回のシャワーブース闖ちん入にゆうも、望海への対抗心が背中を押した……ってことか？

「すごい……先輩、細身なのにちゃんとゴツゴツしてるんですね。へぇ……。なんか、大きな背中って流し甲が斐いがありそうです……ふふっ」

　ペタペタとあちこちを触る未央ちゃん。その手触りは、別段なにかしてきてるわけじゃないのに、妙な気持ちよさがあった。

　この心地よさと興奮度は……マズいな。生理的に避けきれないヤバい状況がムクムクとわき起こってきている。ってかなんてエロゲのシチュエーションだよ、これ！

「……あ、先輩ごめんなさい。先輩用に買ってたボディーソープ、外に置きっ放しでした。ちょっと取ってきますね」

　いろいろツッコミ要素満載だな！

「なんで俺専用とか用意してんだよ……なんで自分の家みたいなノリで出入りしようとしてんだよ……いっそ戻ってこなくていいから、帰っちゃいなよ」

「ダメです。ここまできたんなら、ちゃんと最後までお世話させてください」

　なんのお世話までするつもりだよ、この子は……とため息を零こぼした、次の瞬間。




　ガチャッ！

「おー、空すいてる空いてるーっ！」

「「──っ!?」」




　そこからの俺の行動は電光石火だった。

　声がガヤガヤしだした時点で、大勢の男子生徒がシャワーを使いに来たのはわかった。

　俺は咄とつ嗟さに振り返り、今まさにカーテンの外へ出ようとしていた未み央おちゃんの腕を掴つかむと、転ばせないよう気をつけながらブースの奥へ引き戻した。

　さらに奥の壁側へ未央ちゃんを押しつけ、万が一外から覗のぞかれてもバレないよう、俺の体で隠すように重なった。体こそ密着してないけど、両手で壁ドンしている状態だ。

「（せん……ぱい）」

　未央ちゃんのまん丸に見開いた目が、文字通り目と鼻の先にある。そして、いけないとは思いつつ俺の視線は下へ。彼女の鎖骨の下あたりから、徐々に膨らみ始めている女の子らしさが見えかけた瞬間、俺の思考はぼひゅっ！　とパンクした。

　この子、本当に一いつ糸し纏まとわぬ姿だった！

　まだスク水とか着ててくれたほうがマシだったよ！

　このまま見続けるわけにもいかず、俺はなるべく上を見上げるよう努めた。

「（ご、ごめん未央ちゃん。と、とりあえず、ちょっとだけ我慢して……やりすごすまでだから。見ないようにもするから！）」

「（は、はい……。こちらこそ、すみません。あの、わたしなら、見られても我慢できますから……見えちゃっても、き、気にしないでください）」

　未央ちゃんはそう言って顔をそらすと、自分の体を抱きかかえるように隠した。

　それにしても、未央ちゃんがこうやって大胆な行動に打って出られるのは、本当に弟がいるからなんだろうか？　……って一瞬思ったけど、んなわけないだろ。

　高校一年の女の子だぞ？　恥ずかしいし、普通に怖いに決まってる。

「あれ？　もしかしてさー、そこのシャワー使ってるのって小お野の瀬せ？」

「──えっ!?」

　ビックリした！　急に名前を呼ばれるんだもん。

　でも今の声はすぐに誰かわかった。常盤ときわの声だ。

「あー、ホントだ！　このボディーソープ、『小野瀬』って名前シール付いてら！」

「つーかキャプテン、シャワー長くないっすか!?」

「まあ思いっきり被かぶったしな！　ベタベタはちゃんと取れた？」

　次々に聞こえてくる、聞き慣れた男どもの声。

　間違いない。今シャワールームに入ってきたやつら全員……バスケ部の部員だ！

　こ、これはますますマズい状況になってきたぞ!?　でもボディーソープを見られた以上、もう無視はできない！　ここで認めておかないと、カーテンの中を覗のぞかれかねない！

「あ、ああ！　もうだいぶスッキリしたよ！　悪かったな、片付け任せちゃって」

「気にしない気にしない！　どうせ普段から適当に遊んでるだけだし、たまにはコートの掃除ぐらいしないとね！」

　常盤ときわが笑いながら答える。

「まあその掃除も意外と早めに終わったし、小お野の瀬せもいないんじゃもう部活切り上げようかって話になって、シャワー浴びにきちゃったわけだけど！」

　ご丁寧に解説どうも！　すんだんならさっさと帰ってくれないかなぁ！

「そういえば、洲す崎ざきちゃんが途中で、掃除のこと先生に報告するって出てったきり戻ってこなくてさー。どこ行ったか、小野瀬は知らない？　……って知ってるわけないか」

　知ってまーすっ！　だって目の前にいるもーん！

「ってか小野瀬、ボディソープここに置きっぱでいいの？　持ってってあげるよ」

　いいよ結構だよ置きっぱでいいよ中に入ってくるんじゃないぞおおおぉぉぉ!!

　いやでも、断ると逆に怪しまれるか!?　くそう、しかたあるまい！

「ああ、悪い！　受け取るよ！」

　壁際から少しだけ身を離し、カーテンの隙間から手だけを伸ばす。「ほい」と常盤から手渡された物を掴つかむと、すぐに引っ込める。

　ふう、どうやら変に怪しまれずにすんだっぽいな……と安あん堵どしたのも束つかの間ま。

「…………っ!!」

　そうだよ、壁際には未み央おちゃんがいるじゃん!!

　ちょっと距離を取ったせいで、未央ちゃんの生まれたまんまの上半身が……いや生まれたときよりも女性らしく丸みを帯びた上半身？　どっちでもいいわ、丸見えなんだから！

「（ごごご、ごめん未央ちゃんっ！　ってててか、いっそ後ろ向いてて！）」

「（は、はいっ）」

　クルリと振り返って壁に手をつき、こちらへ背を向けた未央ちゃん。

　狭いシャワーブースの中でギリギリ体が触れるかどうかまで密着するほかない以上、せめて女性特有のパーツが目に留まらないようにしないと……。

　まあ、これなら変な事故が起きたり、興奮したり、慌てたりすることもないはず。

　……そう思っていた俺を罵ののしりたくなった。ばーかばーかっ。

　簡単に抱き寄せられそうなほどの至近距離に、未央ちゃんの背中がある。

　白くてきれいな、水滴を玉のように弾はじく滑らかな背中が、だ。

　細い首からなだらかに流れる肩はとても小さくて、抱きしめたら脆もろく砕けちゃいそうだ。肩けん甲こう骨こつや背骨の微かすかな陰影は、男のそれと違って曲線的で柔らかそうに感じる。

　おまけに未み央おちゃんの使ってるシャンプーの甘い匂いが、熱で香り立って鼻をくすぐる。これが未央ちゃんの匂いなのかと思うと、妙にゾクゾクが止まらなかった。

　細く曲線の美しい背中を、艶なまめかしく滴したたる水滴と一緒に下っていけば、やがて小ぶりなお尻が見えてきて──って、わあああっ！

　なにマジマジと観察してんだよ！　完全に思考がエロまっしぐらじゃねえか！

　ストップストップ！　考えるなー、考えるなーっ！

　──ひたっ

「（──ひゃうっ！　んん……）」

　ななな、なんて声出してんだよいきなりっ！

　肩をビクつかせた未央ちゃんは、普段じゃ絶対に聞けないような濡ぬれた声を出した。

　首だけを少し動かして俺を見ると、未央ちゃんは絞り出すように言った。

「（せ、先輩……その…………あ、当たって……ます）」

「（え？　なにが……──ッ!!」

　わあああっ！　そ、そ、そういうことかああぁぁっ！

「（ごごご、ごめん未央ちゃん！　ふ、不可抗力だ、不可抗力なんだああぁっ！）」

　俺は小声で叫ぶという珍ワザを繰りだし、すぐさま及び腰になって体を離す！

　なんとも情けないかっこうだけど、これ以上の接触事故が起こるのを避けるためだ！

　とにかく今はこのまま、シャワールームが無人になるのを待つほかない！

「ってか小お野の瀬せはさー。ぶっちゃけどっち派なの？」

「……は？　え？　どっち派？　な、なにが？」

　なんだなんだ？　常盤ときわが急に変な質問してきた。こっちはそれどころじゃないのに。

「だーかーら。洲す崎ざきちゃんと久く城じようちゃん、どっちと付き合うのかって話」

「…………は、はああぁぁ!?」

　なんでいきなりそんな話に発展すんだよ！

「つ、つつ、付き合うって……俺たちは別に、そういう──」

　とまで言いかけて、はたと気付く。

　俺のすぐ目と鼻の先には未央ちゃんがいる。この状況で言葉を間違えれば、未央ちゃんとの関係がさらに波乱万丈なことになるかもしれない。

　意識させすぎてもだめ。かといって付き合う可能性がないような答え方は未央ちゃんを傷つけるだけ。どちらにも振り切れないベストな答えを探るしかない！

　……って、思うだけなら簡単なんだけどなぁ！　頭ひねろ、俺っ！

「けどさー、洲崎ちゃんって小野瀬に懐なついてるし、久城ちゃんだってお前と異様に仲いいでしょ？　ぶっちゃけ両手に花じゃん、こんにゃろめ」

　他の部員まで「そーだそーだー！」「部長の職権濫用だー」と野や次じを飛ばしてくる。

　好き勝手言いやがって。

　けれど実際、答えるのが難しい話だぞ、これは……。

「そ、そもそもさ。付き合うことが前提で話をするのが間違ってるって。未み央おちゃんや望のぞ海みの気持ちも考えてやれよ」

「いやいやいや！　考えた結果、確実にお前に矢印向いてるよなってのが、ここにいる全員の共通意見だから」

　だよねー。まあ普段の感じだと、そう見えちゃうよねー。

　俺も逆の立場ならそう思っちゃうよねー。

　ってか、そういうふうに見られていなかったら、『どっちと付き合うのか』なんて質問が飛んでくるはずがないわけで。

「まあ、俺だったらやっぱ洲す崎ざきちゃん一択かなーっ！　一生懸命なところとかもう、守ってあげたくてしかたないって！」

　おおおい！　勝手に『どっちと付き合いたいか選手権』始まっちゃったよ！　ここに候補の女の子がいるのにさ！　そういうのは普通、男だけの空間でやるべきことでしょ!?

　……実際、どっちの状況がイレギュラーかっていったら、未央ちゃんが男子用シャワー室にいることのほうなんだけどさ！

「俺は久く城じようちゃんっすね。無表情だけど、なんかちっこくて小動物っぽくて癖になるっす。しかも意外に胸でかそうですし！　キャプテンだって巨乳好きでしたよね？」

「え？　ああ……いや、まあ──うッ!!（いででででっ、未央ちゃん痛い！）」

　こっちに背中向けたまま器用に人の横っ腹つねってきてるよ、この子！　しかも意外につねる力が本気だ！

　いたたたっ！　胸の大きさについてはっきりしない態度が彼女を怒らせたっぽいな！

「……？　どうしたの、小お野の瀬せ」

「い、いやなんでもない！　シャンプーが目に入っただけだから！」

「なんだそれ、子供じゃないんだから。あははっ！」

　よ、よかった……俺の妙な声はちゃんと誤ご魔ま化かせた。

「で、結局小野瀬はどっちと付き合うの？」

　誤魔化せたけど終わらせるのは無理だったかー……。

　ってかこの話題、俺がちゃんと答えないと終わらないパターンじゃん絶対。

　だとしたら……これまでに集めたデータを基に、考えるしかないか。

　未央ちゃんか望海かを選ばず、けれどふたりを下げることなく、それでいて未央ちゃんを落ち込ませたりしないで、常盤ときわたちも納得してくれる最適解を……。

「……い……今の正直な気持ちは、どちらとも付き合うつもりはないよ」

　ひねり出した答えを、俺は恐る恐る口にしていく。

　止めどないシャワーの音に紛まぎれ、未み央おちゃんの息を呑のむ気配がした。

　間違えた……だろうか？　でもここまで口に出したあとでは、もう止められなかった。

「ふたりともバスケ部に欠かせないマネージャーだし、仮に本当にふたりが俺のことを意識してくれてるんだとしても、部活動に恋愛を持ち込むつもりはない」

「そんなの誰も気にしないって。独り占めしちゃってごめーん、ってこと？　嫌な言い方だけど……ちょっとそれは自惚うぬぼれじゃないかな？」

　常盤ときわに言われて、ちょっとグサッと刺さった。

　図星を突かれた、というよりは、一種の罪悪感や後ろめたさがあるからだと思う。

「……確かに今のは、そう聞こえたかもしれない。ごめん。でも俺はさ。今はまだみんなでワイワイやってるほうが楽しいんだよ。付き合うってなったら、そっちに意識が集中するかもしんないだろ？」

「なんかそれ、女子が男からの告白をやんわり断るときの常じよう套とう句くみたいだね」

　ケラケラと笑われる。確かに、自分で言っててもそう感じるぐらいなんだから、端で聞いているぶんにはなおさらだろうな。

　けどこれがたぶん、現状における一番の回答なんだ。都合のいいテンプレートな断り文句なのは百も承知。変に誤ご魔ま化かして期待させてしまうよりは、幾分もマシだと思う。

　たださっきの、未央ちゃんの息を呑んだような気配は、気のせいなんかじゃない。

　もしかしたら……優柔不断とか言われて愛想を尽かされるかもしれないな。

「まあでも、わからないでもないか。オッケー。じゃあこの話はいったん区切り！」

　でもひとまず常盤は納得してくれたようで、俺はホッと胸をなで下ろした。

「そうやって詮せん索さくすんのはほどほどにしとけよ、常盤。ってかもうさっさと出ろよ」

「わかったわかった。ってか小お野の瀬せはいつまで浴びてんの？」

「お、俺は長風呂派なんだよ！　もうちょっとしたら部室戻るから、先行ってろって」

　苦し紛れに伝えると、部員たちは各おの々おの「うぃーす」と答えて出て行く。

　しばらく耳を澄ましていると、脱衣所のほうの声も聞こえなくなった。

　な、なんとか難を逃れたか？　……ダジャレじゃないぞ？

　俺は恐る恐る外の様子を窺うかがう。本当に人っ子ひとりいないようだ。

　未央ちゃんを避難させるなら今のうち……か？

「あー、危なかった。未央ちゃんも、その……いろいろごめん──ね？」

　振り返ると、いつの間にかこっちを見ていた未央ちゃんとバッチリ目が合ってしまう。

　スッポンポンの未央ちゃんと対面すること、ほんの一、二秒。

「え──ひゃぁっ！」

「うおおっ！」

　俺は慌ててカーテンの外側に避難する。

　ただ、一瞬だけとはいえはっきりと見えちゃったな……。

　未み央おちゃんって意外と着痩やせするタイプだったのかな。

　なんか、けっこう素敵なものを拝めた気が……ってこらこら！

「だ、大丈夫だから！　なにも見えてなかったから！　驚かせてごめん！」

「い、いえ！　こちらこそ……お見苦しいものを、すみません……」

　絞りに絞ったようなか細い声だった。事故とはいえ未央ちゃんが自分の裸を見られたこと、そして俺の裸を見てしまったことが相当ショックだったのは、容易に想像できる。

「あ、あのさ、俺先に出て見張ってるから！　他の生徒が来る前に早く出ちゃおう」

　と言いつつ、居たたまれない気持ちのほうが強かった俺。

　そそくさと脱衣所へ移動すると、ロッカーにもたれて大きく息を吐いた。







　部室に戻り連絡事項などをすませ、最後に望のぞ海みがドリンクの件をみんなへ謝ってくれたところで、今日の部活は解散となった。常盤ときわたちはわいわいと部室を出ていったが、俺は部長として部室の鍵を職員室に戻さなくてはならず、下校するみんなとは別行動だ。

　取り立てて変わった様子もなく、鍵を返して昇降口を出る。あたりはすっかり夕方の色に染まっていた。明るいオレンジ色を浴びていると、ちょっと寂しい気持ちになる。
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　こういうとき、誰かが校門で俺のことを待っててくれたりしないかな、って思うことがある。そういう偶然が妙に恋しくなるんだ。青春っぽいし。

　ただそれは、俺の計算打算な関係性が崩れてさえいなければ、心待ちにしていた偶然なんだよなぁ。今の状況じゃ素直に喜べないし、むしろその偶然には警戒しておかないと。

　そう考えると、バカ正直に正門へ向かうのは悪あく手しゆだろう。望のぞ海みか誰かが待っている可能性はあり得る。ここは多少駅までは遠回りになるけど、裏門から出ようか。

　なんて計算しつつ方向転換し裏門を目指して歩く。やがて校門が見えてきた。

　……ん？　門もん扉ぴのところに、寄りかかっている人影がひとつある。

　いや、よく見たらふたつだ。立ち位置が重なっていてひとつに見えただけだった。

「あっ！　先輩、お疲れさまです！」

「優ゆうちゃん、遅い」

　……せめて未み央おちゃんか望海、どちらかひとりにしてほしかったなぁ……。

　ってかそれ以前に、なんで裏門で待ってたのかがビックリだよ！

　まさか、俺の計算が完全に読まれてたとでも言うのか？

「えっと……なんでふたりとも、裏門にいるの？」

「それが、正門のレールが急に故障して、開かなくなっちゃったみたいなんです」

　なんちゅータイミングで壊れてくれたんだ、あの門扉！　朝は問題なかったぞ!?

「な、なるほどね……で、誰を待ってたの？」

　と、わかりきっていることをあえて訊きいてみる。

「もちろん、小お野の瀬せ先輩ですよ？」

「彼女なんだから、駅まで一緒に帰るのは普通」

　ですよねー。

　しかも望海がさらっと彼女宣言したもんだから、未央ちゃんは険しい目を向けた。

「先輩は、久く城じようちゃんとは付き合ってないって言ってたけど？」

「優ちゃん、こう見えて恥ずかしがり屋だから……。きっと内緒にしたいだけ」

「……そうなんですか、先輩？」

「違う違う。望海が勝手に言ってるだけだって」

　わかりやすく険悪な雰囲気が広がってしまった……。でも、ここで急ぎの用事があるからとか理由作って、逃げ帰るわけにもいかないよな。そもそも逃がしてくれそうにないし。

　むしろ、「どっちと帰るんですか？」なんて訊かれる前に先手を打っておこう。

「と、とりあえず出発しようか。みんな駅までは一緒なんだし」

　すると、未央ちゃんと望海はお互い顔を見合わせ、再び俺を見た。

「どっちと帰るのか訊こうと思ってたんですが……わかりました」

「さすが、いいかっこしいな優ちゃんだからこその折せつ衷ちゆう案」

　あっぶねーっ！　やっぱその流れあったのか！　今のは神の一手だった！

　とまあそんな流れで、俺と未み央おちゃんと望のぞ海みは一緒に下校することとなった。

　正直、シャワールームでのやり取りもあったから、この場に未央ちゃんがいるのは少し意外だったけど。呆あきれられた結果、避けられるかな……と思ってたぐらいだし。

　ひとまず俺たちは、裏門から出たら正門のほうへぐるりと迂う回かいすることにした。そのあとは日ひ波なみ駅との間に広がる住宅街を抜ける。夕暮れに染まる、通い慣れた通学路だ。

　ふと俺は、未央ちゃんが肩から下げている小型のクーラーボックスに気づいた。

「そのクーラーボックス、俺が持つよ」

「ありがとうございます。でも別に、重くはないんですよ？　ちっちゃいですし」

「いいんだよ。こういうのはやっぱり、男が持たなきゃ」

　なんて言いながら受け取ると、左隣を異様な至近距離で歩いている望海が言った。

「洲す崎ざきちゃん、ズルい。私も優ゆうちゃんに持ってほしい」

「……わかったよ。ほら、カバン貸せって」

「違う。私のこと、おんぶ」

「自分で歩け！」

　なにシレッと難易度高い要求してんだよ！

「そうだよ久く城じようちゃん。先輩に無理させるのはよくないよ」

　おお、なんか未央ちゃんが強気で対抗してきた。

「今日は先輩、飲み物かかっちゃったりしていろいろ大変……だったん、だから……」

　と思ったら、徐々に語気が弱くなっていく。シャワールームでの一件を思い出しちゃったんだろう。そりゃ、まだまだ引きずっちゃうよなぁ……。

「未央ちゃんも、今日はその……いろいろと、ごめんね？」

「い、いえ！　むしろ謝んなくっちゃいけないのは、わたしのほうですし……。本当にすみませんでした」

　俯うつむきながら話す未央ちゃんの顔は真っ赤だった。

　その様子を不思議に思ったのか、望海が俺の袖そでをくいくいと引っ張る。

「なにやらかしたの？」

「訊きき方！　やらかしてはいないっての！　まあ……ちょっとしたハプニングというか」

「……それを『やらかす』って言うんじゃないの？」

　ぐ、ぐうの音ねも出ねぇ！

　だめだ、この話題をこのまま続けるのは危険な気がしてきた。

　なにか別の話題を引っ張ってこないと……って思うのに、一度思い出しちゃったらシャワールームの映像が頭から離れなくなった！　ほ、他にいくらでもあるだろ、話題は！

　そう頭を抱えたくなっていたら、不意に未央ちゃんが立ち止まった。

「そういえば、先輩は覚えてますか？」

「……え？　なにを？」

　唐突な質問に、俺は彼女のほうを見る。未み央おちゃんは余よ所そを向いていた。

　彼女の視線の先にあるのは小さな公園だ。竹たけ高こうから駅までの通学路の途中にあり、春は桜が満開になって竹高の新入生を迎えてくれる。

　あとたまに、竹高生徒のカップルがベンチでくつろいでたりもする、憩いこいの場所だ。

「わたし、入学式の当日に、ここで先輩に会ってるんですよ？」

　まだ一ヶ月ちょっとしか経たっていない思い出を、未央ちゃんは懐なつかしむように言った。

　そういえば俺も、入学式の朝にここで新入生の女の子に会っていた。

　入学式当日、二年や三年は普通に授業のある日だったんだけど、俺は電車を一本乗り遅れちゃって遅刻ギリギリだった。駅から竹高までをダッシュで乗り切ろうと思ったけどさすがにキツくて、一息つこうとこの辺で足を止めた。

　で、何気なく公園のほうを見たら、中をうろうろしている竹高の生徒がいたんだ。

　眼鏡めがねをかけたお下げの女の子で、リボンの色からその子が一年生だってことも、このままじゃ入学式に間に合わないってこともすぐにわかった。

　声をかけたらその子は目尻に涙を浮かべてて、自宅の鍵を落としたというのだ。きれいな桜を撮ろうとスマホを取り出した拍子に、鍵もポケットから落っことしたらしい。

　さすがにそれは一大事だと思い、俺も一緒に探すことにした。思おもいの外ほかすぐに鍵は見つかって、あとはひたすら学校までふたりでダッシュ。入学式にも始業にもギリギリで間に合いそうってことで、俺たちは自己紹介をする間もなく別れたのだ。

　確かその子は、見た目こそ違うけど背格好はちょうど未央ちゃんと同じぐらいのちんまりとした……って、ええっ!?

「え、待って待って。あの子、未央ちゃんだったの!?」

「その反応……やっぱり先輩、気づいてなかったんですね」

「いやいや！　だ、だって、変身しすぎでしょ。さすがに気づけないって……」

「でも、お下げを解ほどいて少し染めて、コンタクトにしただけですよ？」

　それは充分、『だけ』に収まらない変身じゃないかな……。

　未央ちゃんはそのまま公園の中に足を踏み入れる。

　俺も追いかけようとして一歩踏み出した──ところで、隣の望のぞ海みがぼそりと呟つぶやいた。

「女の子の些さ細さいな変化に気づけないなんて、八方美人が聞いて呆あきれるね」

「ぐっ……なんかその言い方、恨みこもってないか？」

「だって私のことも気づけなかったし」

　ね、根に持ってやがる……。

　でも、確かに女の子の変化に気づけないのは大失態だったな。今後は気をつけよう。

「ごめんね、未み央おちゃん。気づけなくて」

　公園に入った俺は、あたりを眺めていた未央ちゃんへ素直に謝る。

「あっ。ご、ごめんなさい……。責めてるつもりは全然ないです。ちょっとした冗談ですから、気にしないでください……でも、少し嬉うれしいです」

「嬉しい？」

「わたし、両親が共働きで弟の面倒も見ないといけなかったから、おしゃれとかにすごい無む頓とん着ちやくだったんです。だから、ちょっとがんばっただけでそんなに変われたんだなって思うと、コンタクトに挑戦してみてよかったって思って……」

　未央ちゃんは照れ臭そうに笑う。

「それに、その挑戦してみようって気持ちがあったからこそ、こうしてバスケ部のマネージャーもしているんだと思います。もともと、部活には入らないつもりでいましたから」

「そう……だったんだね」

　けど確かに、弟の面倒を見ないといけないなら部活への参加は負担になるだろうな。

「でも、なんでそれがバスケ部だったの？　部活動をがんばりたいなら、他にいくらでもあると思うけど」

　すると未央ちゃんは、少し恥ずかしそうに目をそらした。

「そんなの……先輩が所属してたから……ですよ」

　なるほど……そういうことだったのか。

　ずっと未央ちゃんが入部の理由をナイショにしたがっていたのは、これか。

　未央ちゃんがバスケ部にマネージャーとして入った理由も、やけに俺に懐なついてくる理由も……疑問に思っていたすべての点が、ようやく線で繋つながった気がした。

「ずっとお礼も言えないままでどうしようって思ってたら、先輩が体育館でバスケしてるのをたまたま見かけて……。なにかわたしにできることはないかなって考えて、マネージャーは初めてだけど、がんばってみようって決めたんです」

　未央ちゃんは俺のほうへ振り向いて続けた。

「他にもいろいろ、挑戦してみようって思ったことはたくさんあるんですよ？　……そう思えたのは全部、あの入学式の朝に先輩と出会ったからだと思います」

「いや、俺は別になにもしてないでしょ」

「でも一生懸命鍵を探してくれて、ここから学校まで走りましたよね？　なんとかギリギリ入学式に間に合いそうだから諦めないでって、ふたりでがんばって……」

「それだけのことで？」

　未央ちゃんはコクッと頷うなずく。

「あのときわたしは、心細かったところを助けてくれた先輩に、たくさん勇気づけられたんです。先輩にとっては、たった『それだけ』のことだったとしても……」

　一拍置いて、未み央おちゃんはまっすぐ俺を見つめて続けた。

「わたしは『それだけ』のことで、もっと自分を変えてみようって思えたんです」

　その言葉はとても強く放たれた。

　未央ちゃんにとって、かなり重要な決意だったんだとわかるぐらいに。

　だからこそ俺は、複雑な思いだった。

　俺は自分で自分を八方美人だと思うし、そのためには人に親切であろうって方針で行動している。あのときの俺だって、打算的な親切心が体を突き動かしたにすぎない。

　それだけなのに未央ちゃんは、自身を変えるほどの影響を受け、自分の時間を犠牲にしてまでマネージャーになってくれた。その事実に、俺は戸惑いを覚えた。

「それに自分を変えてみてから、これまでよりも毎日がすっごい楽しいんですっ。だから先輩。あのときはキッカケをくださって……本当にありがとうございました」

　心からの感謝の言葉と、まっすぐすぎる笑顔。

　こうして、自分の親切が誰かの笑顔に変わって返ってくる。

　望んでいた結果が、答えが、ちゃんと返ってきている。

　だから嬉うれしい……はずなのに。

「なにも大したことはしてないって。けど……どういたしまして」

　返事の内容とは裏腹に、俺の気持ちはスッキリしないままだった。







　公園を出たあと、途中でプチ修しゆ羅ら場ばは繰り広げつつも、俺たちは大きな問題もなく駅に到着。電車に乗った俺は、帰りが逆方向のふたりに見送られながら帰路についた。

　家に帰って録とり溜ためていたアニメの消化を始める。けど内容は全然頭に入ってこない。

　原因は、未央ちゃんの純粋すぎる笑顔を見たことで生まれた、心のモヤモヤだ。

　俺は、自分の理想の青春を手に入れるために八方美人を貫いている。あの公園で未央ちゃんへ親切にしたのも、突き詰めればそのための計算と打算でしかない。

　なのに未央ちゃんは、そんな計算由来の親切がきっかけで、自分を大きく変えた。

　もちろん人付き合いである以上、なんらかの影響を及ぼすことだってあるだろう。

　けどそれは、未央ちゃんから『親切な先輩』と認知してもらえるぐらいだと思っていた。理想の青春を手に入れるためならそれで充分でもあった。

　でも俺の計算打算は結果的に、未央ちゃんの人生にまで大きな変化をもたらした。

　これほどの影響力があるとは、正直想定外。だからこそ戸惑いが拭ぬぐえない。

「……でも別に、誰も不幸にはなってない……んだよな？」

　俺の計算打算は、確かに予期せぬ変化を生んだ。でもその結果、未央ちゃんの日常はよりよいものに変わった。それは未央ちゃん本人が自分で認めたことだ。

　俺だって思惑通り自分の株が上がり、未み央おちゃんとの関係を楽しんでいたわけで。

　てことは別に、俺の八方美人ぶりが間違ってたってわけじゃない。

　人を貶おとしめるようなことはしないって鉄則は、破ってないんだよな。

　だったら、まぁ……結果オーライか。……そう前向きに捉えるとしよう。

「……ん？」

　と、思考が一段落したところで突然スマホが震える。望のぞ海みからの着信だった。

　なんの用事だろう？　なにか仕掛けてくるつもりなのか？　今日の帰りはなんだかんだで未央ちゃんも一緒だったせいか、比較的大人しかったし。

　無視をするって選択もあるが……やめておこう。無視した結果、より厄介なことを仕掛けられても困るしな。俺は通話ボタンをタップした。

「よう。どした？」

『…………』

　俺はいったん耳を離す。ディスプレイには『通話中』の文字が浮かんでいる。

　こっちの声が聞こえていないのか、単に向こうが黙りこくっているだけなのか……。

「もしもし？　大丈夫か？」

『……大丈夫。その……今日の帰り、ちゃんと謝ってなかったから』

　妙にしおらしい声だな、望海のやつ。

　一瞬なんのことだろうって思ったけど、すぐに思い当たった。

「ドリンク零こぼしたことか？　もう大丈夫だって、怒ってない。望海に怪け我ががなくて安心したし。それに、学校で散々謝ってたじゃん」

『でも、きちんと謝りたかった。ふたりきりのタイミングで』

「なるほどな。だから今日の帰り、校門で待ってたのか」

『うん……。本来ならお詫わびに、そのままふたりきりになれる静かな場所へ連れ込んで、身を差し出そうと思ってたんだけど』

「そうか。なら、未央ちゃんがいてくれて助かったよ」

『そう、失敗した。だから次は、私の一日貸し出し権をあげる。だからデートしよ？』

「どういう会話の流れだ！　いきなりデートって……」

　けど、なるほどな。謝るってのは建前で、目的はデートの約束の取り付けってわけか。

『むしろ休みの日にデートのひとつも誘わないのは、彼氏としてどうかと思う』

「だから俺は彼氏じゃないって……」

『彼氏彼女じゃなくても、デートぐらいは普通にすると思う』

「なら最初から彼氏呼びしなくてもいいだろ！　普通に『出かけよう』でいいじゃん！」

　……とはいえ今の望海は、ずっとほったらかしにされてきた（と勝手に思っている）フラストレーションが、俺との再会で爆発している状態なんだろう。

　ならこの一回のデートでほどよく満足させれば、過度なアプローチが減るって可能性は無きにしも非あらずだ。

　避けてばかりじゃなにも解決はしない。時には虎こ穴けつに入らずんば、だ。

　……念を押すけど、望のぞ海みとワンチャンあるかも？　とかは考えていないからな！

　望海からのアプローチをこれっきりにするための、苦肉の策だ！

　なんなら、これは『デート』じゃない。単なる『お出かけ』だ！

「わかったよ。どこか出かけようか」

『やった……ふへっ』

　あの望海が──笑った!?　それにしたって「ふへっ」ってどんな笑いだよ！

　そんぐらい嬉うれしいってことなのかな。心なしか声も弾んでいたし。

「で、いつにするんだ？　いきなり明日とかは無理だからな？」

『……じゃあ、来週の水曜、創立記念日。そこでもいい？』

「創立記念日。そういやそうだった」

　いろいろバタバタしてて忘れてたけど、来週の水曜は竹たけ高こうの創立記念日で休みなのだ。

　しかもほかの学校は普通に授業。どこへ行くにも空すいているだろう。

　……もっとも、出歩いている竹高の生徒が逆に目立つ、ってことでもあるんだが。

　まあ学校から離れた場所で遊ぶぶんには大丈夫だろう。

「じゃあ来週の水曜にしよう。どっか行きたいところは？」

『クオンモールがいい。ぶらぶら買い物するの』

　クオンモールってのは、俺んちの最寄りの[image: ]つじ倉くら駅と、竹高の最寄りの日ひ波なみ駅のちょうど中間ぐらいの場所にある、郊外型巨大複合商業施設だ。アパレルショップや多種多様な雑貨屋、映画館に書店、飲食店やカフェ、そして屋上には観覧車まである。

　一日いたって飽きずに時間がつぶせるからデートにも使われるスポットで、俺はたまにしか行ったことがなかったけど、近辺に住んでる人はよく利用しているらしい。

　しかし……うーん。竹高の連中と鉢合わせしそうな予感はしないでもない。

　ただ、見つかって一番まずいのは遙はる香かとか未み央おちゃん、月つき原はら先輩。あとすぐデマを流す菊きく地ちぐらいか。それぐらい少ないんだったら、確率的にはガチャで最高レアを引き当てるレベルに等しい……と思う。そんな低い確率の偶然、気にしてもしょうがないな。

　それに予あらかじめ場所がはっきりしているなら、鉢合わせしないような対策も練られるだろう。

「じゃあ、集合場所とか時間はあとでまた連絡するよ」

『ん、わかった。……ねえ、優ゆうちゃん』

　なんだ？　急に改まった感じを出してきて……。

『久しぶりにふたりでお出かけするの、楽しみだね』

　普通の人に比べたら、全然感情の起伏を感じない平へい坦たんな声。

　けど、やっぱり電話越しだからかな。

　俺には今の望のぞ海みの声が、再会してから一番嬉うれしそうに聞こえた。

「……別に。てか、ふたりで出かけるなんて特別なことじゃないんだろ？」

『素直じゃない優ゆうちゃん、かわいい』

「──か、かわ……はあ!?」

『私はそっちのほうが好き。じゃあね』

　まるでなにかから逃げるみたいな素早さで、一方的に通話を切った望海。

　なんなんだよ、と思いながら俺はベッドに寝転がる。見慣れたクリーム色の天井を見上げていると、自然とさっきまでの電話の内容が蘇よみがえってきた。

　人のことを八方美人のクズだのとディスりつつ、好きだのかわいいだのって……。

　そんなん言われ慣れてないから、思わずドキドキしちゃったじゃん。

　本当によくわからんやつだな。感情が読み取れないぶん、なおのことだ。

　ただ最後の一言だけは、妙に心に残っていた。

　──素直じゃない優ちゃん。そっちのほうが好き。

　あいつは、本当の俺のことが好き……ってことなのかな。

「…………はーあ。なんだかなぁ」

　少しは解消したと思った胸のモヤモヤが、再び広がった気がした。
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　休みが明けての月曜日。いつも通り登校し、自分の席に着いた直後のこと。

「ねえ優ゆう哉や！　今度の水曜日ってヒマ？」

　普段通りの明るい感じで遙はる香かが声をかけてきた。

　……ってか、水曜日だって？

「それ、明後日あさつての創立記念日の水曜日、だよな？」

「ほかにあるわけないじゃーん！　来週も再来週も普通に学校なんだから」

　聞き間違いじゃなかったか……。できればそうであってほしかった。

　この流れは十じつ中ちゆう八はつ九く、なにかしらへのお誘いだな。

「いやー、水曜か。水曜は……ごめん、先約があるんだ」

「そっかー。空あいてたら付き合ってほしかったんだけどなぁ」

　残念そうにため息を漏もらす遙香。やっぱデート的なお誘いだったか。

　念のため、先約が望海だってことは黙ってたほうがいいだろうな。

「ちなみに、俺の予定が空いてたらなにに連れてかれたんだ？」

「ちょっとした買い物。もしかしたら優哉も興味あるかなって思って」

「俺も？　なんだろ……」

　秋あき葉は原ばらかどこかでオタクアイテム発掘！　みたいなことだろうか？

　疑問に思っていると、遙はる香かは俺のほうへグッと近づいてきた。

　え？　なになに？　顔、近すぎないか!?

「マンガ描くのに使う道具……画材とか、いろいろだよ」

　あ……そ、そういうことか。

　遙香がマンガ家なのは俺たちだけのヒミツだから、こうして内緒話になるのは当然。

　……なんだけど、前触れもなく耳打ちされるのはやっぱりビビるな。

「そういう優ゆう哉やは、なんの予定あったの？　部活……は創立記念日で学校完全に閉まっちゃうから違うだろうし。遊び？」

「ま、まあそんなところだよ」

　まずいな。こりゃ根ね掘ほり葉は掘ほり聞かれるパターンだ。

　望のぞ海みとのおでかけだってボロが出ないよう、返答には気をつけないと……。

「……もしかして、誰かとデートってわけじゃないよね？」

「え？　いやいや、そういうんじゃないって」

　おっと……いきなり鋭いところ突いてきたな。警戒してて正解だった。

　ちなみに、ウソはついてないぞ。望海との約束はデートのつもりじゃないからね。

「怪しー。優哉、最近なんかモテ期来てるもんねー」

　来てない来てない。こんな修しゆ羅ら場ば待ったなしの状況、モテ期とは言わないだろ。

　しかし遙香のやつ、半眼で俺を睨にらみ続けてるけど、白状しない限り引く気がないな？

　それとなーく話題をすり替えるか……。

「もしかして、俺が誰と遊ぶのか気にしてるのか？」

「まっさかー！　そんなわけないじゃーん。別に優哉が誰と遊ぼうが、あたし的には好きにしたらいいんじゃない？　って派だし。全然興味ないし！」

　ふむ。こっちが攻めに転じても、遙香は余裕綽しやく々しやくな雰囲気を崩さないつもりか。

　ただ、恋のやる気スイッチがオンになっていることを考えれば、内心動揺しているはず。

　──ならば！

「そうか。ところで、改めて遙香と遊びに行く予定を立てようって──」

「行くーっ！　行きたーいっ！」

　即答かよ！　グイッと身を乗り出して答えるだなんて、かなり食い気味じゃん！

　しかもめちゃくちゃ嬉うれしそうな笑顔だし……わかりやすっ！

「そんなに行きたいの？」

「そりゃもちろん！　あたしら、クラスずっと一緒だったけどそういうのしたことないじゃん。たまにはよくない？　それに──ふたりだけのヒミツを共有してる者同士だし」

　にへへっと笑う遙はる香かは楽しそうだった。

　素直な反応を見せられると、なんだかんだで俺まで嬉うれしくなっちゃうよなぁ……。

　どのみち水曜のお誘いを断る以上は、ちゃんと埋め合わせしてあげなくちゃな。

「じゃあ、また別の日にしっかり予定合わせようぜ？　遙香の都合に合わせるから、あとで連絡ちょうだい？」

「オッケー！　約束だよ！」

　遙香は明るい笑顔で言うと、登校してきたばかりの友達の下へ向かった。

　そんな遙香の背中を見送りながら、俺はそっと安あん堵どの息を漏もらした。







　さて、昼休み。高校生的には天にも昇る気持ちの昼飯時。

　けど俺はちょっとした約束があって、教室を出ると四階へ続く階段の踊り場へ向かった。

　竹たけ高こうは一年の教室が四階にあり、学年が上がるごとに階が下がっていく。必然的に、四階に続く階段を行き交うのは一年生がほとんどとなり、そのぶん人もまばらだ。

　そのせいか、踊り場で待っていた未み央おちゃんがどことなく寂しそうに見えてしまった。

「未央ちゃん、お待たせ」

「──あっ、先輩！」

　けれど、呼びかけるとすぐにパッと笑顔を咲かせた。

「お疲れさまですっ。わざわざ来てもらってすみません」

　ペコリとお辞儀に合わせ、ツインテールが軽かろやかに弾む。かわいいなぁ……。

「この階段上がるだけだし、大したことないって。むしろ未央ちゃんのほうこそだよ」

　俺は彼女が大事そうに持っている手提げ袋を指さし、

「わざわざ俺のぶんの弁当なんて……。ライン来たときはビックリしたよ」

　実は今け朝さ、電車で登校中の時点で、未央ちゃんからその連絡は来ていた。

　なんでも今日は、俺用にお弁当を作ってきてくれたというのだ。

　もちろん、俺からはお願いしていない。未央ちゃんが自分の判断で作ってくれたのだ。

「普段から自分のお弁当は自分で用意してますし、ふたりぶん作るのも手間は一緒です。なので気にせずお召し上がりください」

　笑顔の未央ちゃんから手提げ袋を受け取る。って結構重いな、ズシッときた。

　そもそも妙に大きい。底にマチのある大容量タイプだ。なにが入ってるんだろう？

　袋の中を覗のぞき込むと……え？　重箱？

「な、なんかすごい弁当箱だね」

「弁当箱っていうか、重箱ですけどね」

　あえて弁当箱って言葉に変換したのに！

　しかもこの重さ……結構な量が入ってるな。

　ふたりぶん作るのも手間は一緒ってことは、これと同サイズがもうひとつある？

「まさか未み央おちゃんも、普段この量を食べるの？」

「た、食べられませんって！　わたし、おデブさんになっちゃいますよぅ」

　まあ、そりゃそうだよね。

「これは先輩専用の、スタミナアップとプロテイン摂取を両立させたアスリート飯です」

　スタミナアップとプロテイン摂取？　アスリート飯？

　どうしよう、品物と味の想像がうまくできない……。

「あ、プロテインっていってもノンフレーバーのものを使ってますから、味はちゃんとした献立ばかりですよ？　プロテイン入りハンバーグ、プロテイン入りコロッケ。あとショウガを利かせたニラレバ炒いためと蒸しササミとほうれん草のサラダ……ご飯は五ご穀こく米一合に、鶏とりそぼろを乗せた白米が一合入ってますから、充分お腹なかも膨れると思います」

　充分どころの騒ぎじゃない！

　確かに意外としっかりした献立だけど、量が尋常じゃなかった！

　でも未央ちゃんが丹精込めて作ってくれたお弁当だ。正直、受け取ることで関係が進展してしまうかも……と思ったけど、食べ物に罪はないし、なによりもったいない。

　ここはありがたくいただいておこう。食べきれるかは別問題……いや、がんばるけど。

「……と、ところで先輩。ついでに、ちょっとお願いがあるんですけど、いいですか？」

　不意に恥ずかしがって訊きいてきた未央ちゃん。俺の警戒心がビビビッと反応する。

「うん？　内容にもよるけど……」

　などとわからないフリをしたのは、さすがに白々しかったかな？

　朝には遙はる香かとの一件もあったから、もしかしたらと展開は読んでいたけど……。

「明後日あさつての水曜日、わたしと……お、お出かけしませんか？」

　ほーら、やっぱりだ！　これまたきれいにぶっ込んできた！

　未央ちゃんには悪いけど、俺は事前に用意していた答えで返す。

「あー……ごめん、未央ちゃん。水曜は俺、予定入っちゃってるんだよ」

「そう、でしたか……じゃあ、水曜は諦めます。すみません、急なお話で……」

　シュンと項垂うなだれる未央ちゃん。せっかく勇気を出して誘ってくれただろうに。

　そう思うと俄が然ぜん、申し訳ない気持ちになってくる。でも予定があるのは事実だし……。

　それに一応、お弁当も受け取っちゃったわけで。さらに遊びの誘いまで受けてしまえば、余計に未央ちゃんに期待を抱かせ、アプローチが激化するかもしれない。

　選ぶとすれば、ふたつにひとつ。今日のところはお弁当だけで我慢してもらおう。

「また今度、埋め合わせしてあげるから。ごめんね、せっかくなのに」

「いえ、大丈夫です！　ところで、肝心なことを確認し忘れてたんですけど……」

　未み央おちゃんが訊たずねてくる。警戒心で首の後ろがピリッとシビれた。

「水曜日って、どんな予定が入ってたんですか？」

「え!?　……ただ友達と遊びにいくだけだよ？」

　これまた準備していた答えを口にして、俺はどうにかその場を凌しのいだ。





　　　　§　§　§






　翌日の火曜日。『二度あることは三度ある』なんて言葉もあるわけで、俺は月つき原はら先輩からも誘われるんじゃないかと警戒しながら、生徒会の集まりに出席した。

　ところが、いざ生徒会室に行き、いつも通り先輩にからかわれていると。

「ねえねえ。小お野のっちはネズミーランドのお土産みやげ、なにがいい？　明日、比ひ奈なちゃんが従姉妹いとこと行くらしくて私も誘われてるの。ミリーちゃんの耳形カチューシャでいい？」

「そもそも男向けのお土産にカチューシャはないでしょう、カチューシャは」

　なんとラッキーなことに、先輩は先輩で予定がすでにあったらしい。しかもネズミーランドと言えば、県外にある大型の遊園地だ。まず鉢合わせの危険はないだろう。

「あはは！　それもそうだよね。じゃあミッチーの耳形カチューシャにしとくね」

　……いやだから、カチューシャから離れなさいと……まあ、いっか。

　これで先輩とのダブルブッキングや鉢合わせの危機は去ったのだから、カチューシャぐらい喜んでつけようじゃないか。先輩にイジってもらえるネタにもなるわけだし！







　でもって、いよいよ今日は水曜日。望のぞ海みとのお出かけ当日である。

　俺は待ち合わせ場所に指定した、クオンモールの西側入り口で待っていた。

　平日ということもあって、施設を出入りしている人や外を行き交う人はそんなに多くない。なので、バス停からこちらに向かってくる望海の姿は、遠目にもすぐわかった。

　再会してからずっと制服姿しか見たことなかったから、私服は新鮮だし緊張するな……。

　白地のシャツと、薄いピンクのキュロット。モスグリーンのブルゾンとの組み合わせが春らしい。背負っているリュックがちんまりしていて望海に似合っていた。

「よう、望海」

　見慣れないおしゃれでかわいらしい望海を前に、俺はそれしか言えなかった。

　近くに来た望海と改めて目が合う。よかった、顔はいつも通りの澄まし顔だ。

　メイクまで普段と違っていたら、さらに緊張でドキドキしていたかもしれない。

「さすが優ゆうちゃん。女の子より先に来て『できる男アピール』はバッチリだね」

「開かい口こう一番ディスってんじゃない！　だいたい、どこ目線からの評価だよ」

「かわいいかわいい恋人目線」

「せめてそこは恋人候補だろ、付き合ってないんだから」

　見た目はいろいろ新鮮でも、喋しやべるといつも通りの望のぞ海みだった。

「でも、なんで現地集合なの？　しかも西口って、直通バスのバス停から一番遠いよ？」

「ん？　まぁ、いろいろ都合があるんだよ」

　……やっぱり鋭いやつだな、望海は。

　現地集合の理由は俺の作戦だ。クオンモールの最寄りである木き塚づか駅で、俺と望海が一緒のところを誰にも見られないようにするためのな。

　さらに念には念を入れて、俺はその木塚駅どころか、電車すらほとんど使わないルートでクオンモールを目指した。まあバスを四回ほど乗り継いだけど。

　施設の西口集合の理由は望海が言ったとおりだ。木塚駅からの送迎バスが乗り入れるバス停から一番遠い場所を指定すれば、バスを乗り降りする人達に見られずにすむ。

　うーん……徹底的に知り合いとの遭遇を避けた、我ながら隙のない計算だ！

「まあ優ゆうちゃんのことだから、いつも通りの姑こ息そくな計算が理由だってわかってる」

「姑息!?」

　初めて言われたわ！　そもそも日常生活でまず聞かないわ、そんな単語！

「それより、早く入ろう？」

　しかも望海のやつ、言いたいことは言い切ったみたいな雰囲気でスタスタと自動ドアを通っていった。相変わらず澄ましてんなぁ……なんて思いながら、俺もあとを追う。

　ちょうど午前十一時すぎのお昼時ということもあり、飲食店の並ぶフロアは人で賑にぎわっていた。俺はそこそこお腹なかも空すいていたんだけど、望海は華麗にスルーしていく。

「で、結局望海はなに買う予定なんだ？」

「特に決めてない」

「……へ？　そうだったのか？」

「うん。実は全部、優ちゃんとぶらぶらするための口実だったりして」

「……なんとなくそんな気はしてたよ」

「なら話は早いね。レッツエンジョイ、クオンモール」

　澄まし顔なのにウキウキした様子で、望海はいきなり俺の手を取った。温かく弾力のある指がするりと絡んできて、思わず顔が熱くなる。

　望海に引っ張られるがまま、俺たちはまず一階から店を回った。

　雑貨屋に入ってかわいらしい小物に目を輝かせたり、洋服店に連れてかれて似合う服を訊たずねられたり、逆に、男物の洋服を選ぶ望海の意外なセンスのよさに驚かされたり。

　とまあ、なんだかんだでウィンドーショッピングを楽しんでいた俺たちは、一階を一周し終えて二階に上がった。




　──そして事件は、二階に並んでいるお店のひとつで起こった。




　なにか部活に必要なものがあったら買っておこうかなぁ……ぐらいの気持ちでスポーツショップに入り、望のぞ海みとふたりで見て回っていたときだった。

「（──っ！　望海、ストップ！）」

「ふがっ」

　急に立ち止まった俺の背中に、望海が顔をぶつけたのがわかった。だが急ブレーキも止やむなしだったのだ。陳列棚の角を曲がった先に、見知った顔の人が立っていたから。

　未み央おちゃんだ。

　紺に水玉柄のワンピースと薄いベージュのカーディガンを合わせた未央ちゃんが、棚に並んでいるスクイズボトルを眺めていたのだ。

　棚の陰から様子を窺うかがっていた俺は、いったん身を引いてゆっくり息を吐く。

　……ってかなんでここにいるの！　接触を避けるためにめちゃくちゃ計算に計算を重ねたのに！　どんな確率なんだ！　むしろこれは事故だろ、事故！

　お、落ち着け俺。冷静に、どうしたらいいかを考えろ。

「……優ゆうちゃん、痛かった。なに？」

「わ、悪い……ちょっと都合思い出してさ。いったん、この店は出よう」

　そう望海を促す。狭い店内だ、留とどまり続けるのは遭遇率を上げるだけだと思う。

　明らかに頭上に『？』を浮かべている望海を方向転換させ、来た道を戻ろうとした。

「（……──っ！　た、タンマ望海！）」

「あぶっ」

　だがまたしても、俺は急ブレーキだ。どうやらあれこれ計算しているうちに未央ちゃんも移動していたらしく、俺たちは再び鉢合わせしそうになった。

　幸いこっちの存在は感づかれていないようだし、未央ちゃん自身はそのままショップの外へ向かって歩いている。

　なら作戦変更だ。ひとまずショップの奥の方へ移動し、背を向けてやりすごそう。

　そう思って、望海を連れて店の奥へ移動しようとした──そのとき。

「あ、お客様ー。落とし物ですよー」

　店員さんが誰かに声をかける。そう、誰かにだ。

　もし俺に対してだったら？　と思って振り向いたのが間違いだった。

　どうやら未央ちゃんも自分のことと思ったらしく、振り向いており。

「……あ、れ？　先輩？」

　俺と未央ちゃんは、バッチリ目が合ってしまった。

　……と思えば、キョトンとしていた未み央おちゃんの目が徐々に険しくなる。

「それと、久く城じようちゃん……ですよね？」

　げ……ゲームオーバアアァァァ！

「なんでおふたりがご一緒してるんですか？　先輩、今日は『お友達』と『遊びに来た』んじゃありませんでしたか？」

　普段よりも幾分低い声で未央ちゃんは言う。

「え？　あ……そ、それは、だな……」

　その考えで間違ってはいない。

　望のぞ海みとは付き合っているわけじゃないし、単に遊びに来ていただけだ。嘘うそではない。

「そ、その通りだよ。俺は『友達』として、望海の買い物に同行しているだけ……」

「じゃあ、デートではないってことですよね？」

　すると未央ちゃんは、短く息を吐いてから、

「それなら……せっかくなので、わたしも交ぜてもらって構いませんよね？」

　怖い怖い！　こっちを見つめる表情、口は笑ってるけど目は全然笑ってねーっ！

　しかも普通、こういう現場見たらビンタでも繰りだして立ち去るもんじゃないの!?

　なのに未央ちゃん、俺の腕を取って引き寄せようとしてるんですが!?

　……と、反対側からも同じような感覚が。見れば望海も、俺の腕を抱き寄せていた。

　こ、この修しゆ羅ら場ばで取り合いな状況……どうすりゃいいんだ!?

　俺の計算が甘かったことはもちろん理由のひとつだろうけど、さすがにそれだけじゃ説明しきれない不慮の事故だ。すぐになにか策を考えなきゃ……。

　でもダメだ！　クオンモールきたときからそうだったけど、腹が減って頭が回らない！

　──いや、そうか！　それでいこう！

「よ、よし、ふたりとも！」

　ジッとこちらを見つめているふたりに、俺は提案した。

「ひとまず──飯を食おう！　俺のおごりだ！」







　俺は腕にがっしりしがみついて離れない望海と未央ちゃんを引き連れて、ちょうど二階にあったフードコートを訪れた。

　その間に、一連の事情は未央ちゃんへ説明していた。

　事情は把握してくれたみたいだけど、当然、不機嫌そうな表情は変わらなかった。

「そういうことならそうだって、月曜日に説明してくれればよかったんです」

　注文待ちの列に三人で並んでいる中、未央ちゃんが言った。そりゃごもっともです。

「今日のところは、ご飯だけご一緒したらわたしは帰ります。でも、バスケ部マネージャーとしてしっかり確認しますが……おふたりは付き合ってるわけじゃないんですよね？」

「あ、ああ。付き合ってないよ。これはほんと。だから今日のこれもデートじゃなくて」

「違う。私と優ゆうちゃんは相思相愛、以心伝心」

「…………って言ってますが、先輩？」

「だから違うって！　勝手に付き合ってることにしないでよ！」

　そうこうしているうちに列は進み、俺たちが注文する番になる。フードコートにしては珍しい本格中華のお店で、ランチどきは定食がメインだけど種類が豊富だった。

「私、回鍋肉ホイコーローがいい」

「あー、わたしもそっちがよかった……」

「ん。じゃあ半分こする？」

「いいの？　やったぁ！　それじゃあ、八ハツ宝ポウ菜サイにするから半分あげるね。それでいい？」

「もちっ」

「…………」

　え、ふたり仲よくね!?　自然にお友達っぽい感じの会話してるけど!?

　ってかご飯は仲良く半分にできるのに、なんで俺は取り合うの!?

　……って、アホか俺は。人間は半分にできるわけないでしょうが。

　でも、ふたりが仲よさそうにしているのを見るのはなんか微笑ほほえましくていいな。

　願わくば、この微笑ましい関係がこれ以上ギスギスしませんように。

「あ、セットの杏あん仁にん豆どう腐ふ、プラス百円で大盛り！　いいですよね、せ・ん・ぱ・い？」

「優ちゃん、私も杏仁豆腐、大盛りがいい」

「…………」

　前言をちょっとだけ撤回。財布的には全然微笑ましくなかった。

　でも断れる立場でもないので承諾する。ふたり合わせて二百円増しするだけだもんね。

　──と。

「そんじゃあ、あたしは酢豚セットでご飯と杏仁豆腐大盛りね！」

「はいはい。回鍋肉と八宝菜、酢豚のセットで──なに？」

　この場にいないはずの人の声が聞こえ、俺は冷や汗を流しながら後ろを振り返る。

「やっほ、優ゆう哉や！」

　な、な……なんでえええぇぇぇ!?

「……あの、なんで遙はる香かさんがここにいるんでせうか？」

　薄いオレンジのカットソーにデニム地のホットパンツというシンプルな出いで立たちの遙香が、ニコニコしながら俺の後ろに立っていたのだ。

　てか、今日は画材買いに行くって言ってなかった？　画材屋で検索したら、クオンモールまで来なくても遙香の住んでる地域に二軒はあったはずだけど!?

「なんでって……たまたま？」

　すると、遙はる香かは笑顔をひとつも崩さずに答えた。

「買い物の予定だったけど行きつけのお店が定休日で、別のお店に行こうとしたら、なんか昨日の夜に火事があったみたいで閉まってて、遠いけどこっちまで来たの」

　ご丁寧に解説ありがとうございました！　なんという計算外な事故の連続！

　むしろ、この鉢合わせを狙う誰かが裏工作してんじゃないの!?

「あの、先輩？　……お、お知り合いの方ですか？　どういったご関係で……」

　未み央おちゃんはあからさまに警戒していた。望のぞ海みもだ。ふたりで俺の陰に身を隠す。

「あー、えっと……俺のクラスメイトの美み山やま遙香って言って」

　そう、当たり障さわりない範囲で紹介をしようと思っていたのに──

「優ゆう哉やとは、ふたりだけのヒミツを共有してる仲だよー。よろしくっ」

　なんで煽あおるようなことを平気で言ってんのーっ！







　……俺は未いまだかつて、ここまで味のしない中華を食ったことがない。

　それは別に、注文した店の腕が悪いからってわけじゃない。いやまあ、最初から味がよくわかっていないから、もしかしたら店側の問題もあるかもしれないが……。

　それ以上に有力な原因が気持ちの問題だ。精神的なやつ。過度な緊張っていってもいい。

「あ、優哉って酢豚に入ってるパイナップル、食べられる人？　ってか食べてくれるよね？　はい、あーん」

　俺の隣を陣取っている遙香が箸はしを近づけてくる。

　ってか、なぜに『あーん』なの？

　向かいに座ってる望海と未央ちゃんの目がめちゃくちゃ怖いんですが。

「ちょっとー。口開けてくんないと食べさせられないじゃん。ほれほれ」

　当たってる当たってる。パイナップルが頬ほおに当たってる。

　地味に熱いんだよ、ダ○ョウ倶く楽ら部ぶかっての。

　……はーあ、なんでこんなことになっちゃったかなぁ。

　こういう事態にはならないよう計算と打算を重ね、バスの乗り継ぎという七しち面めん倒どうな手段をとり、時刻表を頼りにスケジュールを組み、望海との集合場所まで決めたってのに。

　いったいどこでどう計算が狂ったってんだよ……運悪すぎるでしょ、これ。

「あの……先輩、嫌がってますよね。やりすぎじゃありませんか、美山先輩」

　ジトッとした目で遙香を睨にらみながら、未央ちゃんは八ハツ宝ポウ菜サイの具をパクリ。

「いやいや全然？　あたしらの仲だとこれが普通だから。ねー、優哉」

　いつから普通になったの？　俺知らないよ？　世界線が違うんじゃない？

「ちなみに、バスケ部──ひいては先輩のマネージャーでもあるわたしの集めた情報によれば、先輩は酢豚に入ってるパイナップルが苦手とあります」

　ごめん未み央おちゃん。フォローのつもりなんだろうけど、それどこ情報？

　俺が酢豚のパイナップル苦手って、俺も初めて聞いたわ。

「むしろしいたけがお好きだとか。わたしの八ハツ宝ポウ菜サイにちょうどひとつだけ入ってますので、差し上げます。はい、あーんしてください」

　ごめん未央ちゃん。しいたけこそマジで苦手なんだ。そして熱いから押しつけないで。

　すると、斜め前に座る望のぞ海みが口を開く。

「……で、優ゆうちゃんはなんでずっと黙ってるの？」

「喋しやべれないぐらいに圧がヤバいの」

　正面の未央ちゃん、横の遙はる香かから向けられる感情の圧が、俺を肉体的にも精神的にも追い詰めていた。そんな状態なんだ、料理の味なんてするわけがない。

　ちなみに遙香へは、今こうして三人が揃そろっている経緯のすべてを話してある。

　まあニコニコしながら聞いていたけど、「へえ、ふーん、ほうほう」という相づちには、まったく感情なんてこもっていなかったけど……。

「それにしても、まさかこんな都合のいい人間観察の対象に出会えるなんてねー。いいネタになるよ。まさにラブコメ主人公みたいだし？」
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「その……遙はる香かの言う『ラブコメ主人公』ってのは、どんな意味を含んでんだ？」

「優柔不断で修しゆ羅ら場ばホイホイな役どころって意味。参考までに今の心境、教えてよ」

　言ったら言ったでなんだか怒られそうなので黙秘権を行使。

　すると、未み央おちゃんがムッとしたように訊たずねる。

「美み山やま先輩がどういった経緯で、なにを目的に小お野の瀬せ先輩を観察しているのかは知りませんが……そういう意地悪な言い方はどうかと思います」

「別に意地悪なんてしてないよー。こういうノリが普段のあたし達のノリってだけ。だいたい洲す崎ざきちゃんは、優ゆう哉やに対して怒ってないわけ？」

「……怒る理由がありません。先輩は久く城じようちゃんとは付き合っていない……ただ買い物に来ていたってだけなんですから。そこにたまたま、わたしや美山先輩が鉢合わせて食事をご馳ち走そうになっている……単なる食事会です」

「そのわりには、さっきからムスッとしっぱなしだよ。本当は嫉しつ妬としてるんじゃない？」

「お、おい。そんな煽あおるなって、遙香。なんか今日のお前……いつもと性格違うぞ？」

　月つき原はら先輩と教室でいがみ合ったときもそうだったけど、遙香って対立関係ができあがると異様に強気に出始めるよな。相手煽りまくるし。

「そりゃあ、優哉に対して軽く怒ってるもん。先約があるからあたしの誘いを断ったってのは構わないよ？　お互い都合ってあるし。けど、それでなにしてたかっていったら、両手に花を侍はべらせてイチャイチャデートでしょ？」

「だ、だから！　デートってわけじゃないって！　イチャイチャだってしてないし……」

「つれないよね。あたし達の仲なのに。断るなら断るで誤ご魔ま化かさずに言ってほしかった」

　きゅ、急に落ち込んだような声出すなよ。こっちまで動揺する──

「そしたら最初から、割り込まないで陰からこっそり観察するだけにとどめたのに！」

　って知らんがな！　勝手にやってくれ！

　だいたい、それなら未央ちゃん煽る必要ないだろ！

「そうですね。仲がいいと勝手に思い込んでて、ちょっと嫉妬しているかもしれません」

　そう言って、未央ちゃんは箸はしを置いた。

「でも、わたしにだってわたしなりのアドバンテージがあります。美山先輩が去年今年と、先輩と同じクラスで仲がいいように……」

　ん？　未央ちゃんにそんなアドバンテージなるものは……。

　……わああああっ!!　ま、まさか！　でもそのカードは絶対に切ったらあかん──

「わたし、先輩と…………は、裸のお付き合いがありました、から」

「「──っ!?」」

　あばばばばばばっ！

　未央ちゃん、とんでもない爆弾投下したって気づいてるの!?

　しかも自分の爆弾で自分が爆発したみたいに顔赤いし!!

　遙はる香かはともかく、普段感情を表に出さない望のぞ海みまで目ん玉ひん剥むいてんだけど!?

「ちょ、ちょ──ちょっと優ゆう哉やああ！　それどういうこと？　ねえどういうこと!?」

　ぐわわわっ！　か、体を揺らすなぁぁ！

　ぶわんぶわんと頭の中がシェイクされるううぅぅ！

「ち、ちが！　あれはちょっとした事故みたいなもんで──」

「否定しないんかーい！」

　ぐええええっ！　揺らされすぎて目が回るううぅぅぅ！

「……でも、裸の付き合いなら……私にもある」

　くぉらああぁぁっ！　　望海まで便乗すんじゃねええぇぇっ！

「それはガキのころの話──うぐっ！」

「こんの節操なしがああっ！」

　ちょっ、ギブギブ！　今グキッてなった！　首から変な音した！

　揺らされすぎて、首がおかしなことになってるから！

　で、ようやくやめてくれたと思ったら、今度は半眼で俺を睨にらみ、

「なんでこんなおもしろそうなネタ黙ってたんだよぉ！　根ね掘ほり葉は掘ほり詳しく聞かせろぉい、こんのクズ系ラブコメ主人公おおぉぉ！」

「気楽に話せるわけないだろっ！　こんな話！」

　だいたいさっきから遙香は、嫉しつ妬としてんのか特ダネをヒミツにされて怒ってんのか、どっちなんだよ！　どっちもか！

　なんて思いながら、俺はむち打ちみたいな痛みの残る首をさすり、改めて遙香を見る。

「そっか……。そりゃ、あたしが相手でも話せないことぐらいあるよね」

　これまでとは打って変わって、本気で落ち込んだような声こわ音ねだった。

「でもあたし、ずっと優哉と同じクラスで、すんごい仲良くなれたと思ったんだよ？　あのヒミツも共有した初めての友達だったのに……さすがに寂しいかなぁ」

　彼女はそれだけ言い残すと、トレイを持って立ち上がった。

「……なんか、一緒にいるとすごいグチャグチャーってなる。今日はもう帰るね。お邪魔しました。ごちそうさま」

「お、おい遙香……」

　そう声をかける俺だったけど、結局、そのあとになんて繋つなげようとしたのだろう？　自分でもよくわかっていないぐらい、咄とつ嗟さに口を突いて出ていた。

　ただ、遙香との関係がいよいよ崩壊したなってのは、痛いほど伝わってきた。

　……のだが。

「次は隠しごと抜きに、あたしに付き合ってよね！　バカ優哉！」

　声を荒らげると、遙はる香かは返却口にトレイを置いて逃げるように去っていった。

「遙香……あいつ……」

　間違えて、食べかけだった俺の料理のほうを下げてったんだが!?

　しかも、こんだけいろいろやらかしてる俺のこと、まだ諦めないつもりなの!?

　な、なにがどうなってるんだ？　普通に計算すれば……っていうか常識的に考えれば、ここまでやらかしたら愛想尽かされるもんじゃないの？

　それとも、俺のその計算が根本的におかしいの？　そもそも、どこから俺は計算を間違えてたんだ？　この状況は計算外だ、って思考がそもそも計算外だったのか!?

　なにがなんだか、わけわかんなくなってきた！　カオスだよ、完璧なカオスだって！

　ぐぬぬ……と頭を抱える俺。

　視界の隅で望のぞ海みと未み央おちゃんが、結託でもしていたかのように拳同士を打ち合わせた。







「それじゃあ、先輩。わたしも今日はお暇いとまします。ご飯、ごちそうさまでした」

　フードコートを出たところで、未央ちゃんはペコリとお辞儀した。

「……くどいようですが、これはおふたりにとってデートではないんですよね？」

「あ、ああ。デートじゃない」

「違う、デートのつもり」

　ああ、もう！　本当に埒らちがあかない。ただ望海の買い物に付き合ってただけなのに。

「とにかく！　今日のところはお邪魔でしょうから身を引きます。わたしもこのあと別の予定を入れちゃってますから、しかたありません」

　そして未央ちゃんはボソリと付け足す。

「それに、我慢するのは……もう慣れっこですから」

　シュンとした様子が、俺のしでかしたことの重大さを物語っているようだった。

　どう考えたって俺は呆あきれられて見放されるだろう。

　……にも拘かかわらず。

「でも、埋め合わせしてくれるって約束は楽しみにしてますからね！」

　いやいやいやいや！　おかしいでしょっ！　なんでまだ俺のこと見放さないの！

　も、もちろん見放されないだけマシだろうけど！　ここまで来ると、遙香も未央ちゃんも思考回路が読めなくてなんにも計算できないんだけど!?

　むしろ、ここから先はもう神頼みの領域だよね。人間じゃ計算できないよ……。

　足早に去っていく未央ちゃんが見えなくなったところで、俺は盛大なため息をついた。

「……い、いったいなにが起こってるんだ……？」

「自業自得の因いん果が応おう報ほう」

　ぐっ……身も蓋ふたもないことを淀よどみなく言いやがって。

　しかし、自分で言うならともかく、人に指摘されるとやっぱり刺さる……。

「誰にでもいい顔して、気があるのをわかってて飼い殺しにしようとするから、こういうことになるんだよ？」

「相変わらず辛しん辣らつな言い方だな！」

　他にもっとふんわりした言い方はあるだろうに！

　でも──核心は突いている。だからこれ以上言い返せない。

　すると、望のぞ海みは俺の袖そでをクイクイッと引っ張った。

「ねえ優ゆうちゃん。今日はもう、ゆっくりできるところでお話ししよう？」

「店見て回るのはもういいのか？」

　望海はコクリと頷うなずいた。

「そうか……。でも、この辺でゆっくりできるところかぁ」

　一応クオンモール内にはカフェなども入っているから、選択肢には困らないんだけど。

「もちろん、ふたりきりでだよ？」

「ふたりきりで、ゆっくり…………ん？」

　嫌な予感がして、俺は望海の顔を見る。

　澄まし顔のくせに、上目遣いがなにかを誘っているように感じた。

　てか『ふたりきりでゆっくりできるところ』とか、定番の誘い文句だもんな。

　なるほど、そういう意図があっての提案か。なら、その手には乗らないぞ。

「よし、じゃあこっちだな」

　望海を先導するように俺は歩き出した。

　向かったのはクオンモールの屋上だ。ここはオープンテラスのカフェやレストランなんかが並んでいるフロアだけど、シンボルでもある観覧車の乗り場もここにあった。

「……ゆっくりできるところって、ここ？」

　観覧車乗り場の前で俺が立ち止まると、望海は観覧車を見上げて言った。

「なんだよ。観覧車じゃ不満か？」

　カフェだと他のお客さんの声は聞こえてくるし、こっちの話も聞かれる。だが人の目のない完全個室に入るわけにもいかない。望海の『ふたりきり』って要望は汲くみつつ、彼女の思惑通りの展開を避けるには、観覧車がもっとも適切だと考えたのだ。

　おお、いろいろあって混乱してたけど、ちゃんと計算打算が発揮できてるじゃんか！

　まだ計算するだけの余裕はあるってことか！　大丈夫、落ち着いていけ、俺！

「不満はない……けど、見られちゃうからなにもエッチなことはできないよ？」

「するわけないだろっ！」

　ほらな！　どうせそんなことだろうと思ってたんだよ！　ズバリ的中だ！

　とはいえ。十五分ほどかけて回る観覧車のゴンドラが降りてくるたびに、望のぞ海みはそわそわとしていた。なんだかんだで楽しみなのかもしれない。

　やがて俺たちの番になり、ゴンドラへ乗り込む。座り方は対面。てっきり隣にくるとでも思ったが、望海はスマホのカメラを起動しつつ外の景け色しきに釘くぎ付づけだった。

　夢中になってる望海の横顔って、こんなにかわいいのか……と思って、慌てて顔をそらす。

　そうして目を向けた先には、田舎いなからしい平地が広がっていた。遠くには連つらなる山も見え、その向こうはさすがに白く霞かすみ、辛うじて富士山らしきシルエットがわかるぐらい。

「……きれい」

　望海がボソリと呟つぶやいた。

「だな。ほんと、なんもない田舎だけど……」

　でも不思議と、心が安らぐ気がした。最近は特に慌ただしかったこともあって、こうしてゆったりできるのはなんだかんだで悪くなかった。

「それより優ゆうちゃん」

　ゴンドラがそこそこの高さに達したころ、ふと俺は望海に呼ばれる。

　振り向くと、望海は座席の端に寄って座り、なぜか自分の膝ひざをポンポンと叩たたいた。

「はい、膝枕」

「…………なぜ!?」

　あまりにも唐突な流れに本気でツッコんでしまった……。

「だって優ちゃん、観覧車ダメだったでしょ？」

「え？　……ああ、そういやそんなときもあったな」

　昔、それこそ俺が幼稚園児ぐらいのころだ。

　俺と望海が家族ぐるみで出かけたとき、一緒に観覧車に乗ったことがあった。

　今はもう全然平気だけど、当時の俺は高いところと狭いところがダメだった。観覧車なんてまさにそのダブルパンチだ。

　そうとは察することもできずウキウキしながら乗り込んだものの、閉じ込められてどんどん高い場所へ連れていかれるにつれ、俺は──

「あのときの優ちゃんのギャン泣きぶりは、未いまだに夢に見る」

「やめてー！　もう一いつ切さい合がつ切さい記憶を抹消してー！」

　これだから幼なじみは嫌なんだよ！　人の黒歴史、ガンガン掘り起こすし！

「だから、はい。膝枕。あのとき、私が優ちゃんに膝枕してあげたら泣き止やんだから」

「そういうこと、ほんとよく覚えてるよな……」

「優ちゃんに褒められた。えっへん」

「別に褒めちゃいないよ！　だいたい、今はもう平気なんだ。だから観覧車選んだわけだし。膝枕なんてする理由もない」

　俺は望のぞ海みから顔をそらすように外を眺めた。そもそも膝ひざ枕まくらなんて恥ずかしいこと、すんなりできるわけがないんだ。やったらやったでまた望海を調子づかせるだけだろうし。

　……だけど望海は諦めるつもりがなかったようだ。

　素早く立ち上がって俺の隣に座ると、

「え？　ちょっ、なに──痛っ！」

　いきなり俺の肩と頭を押さえつけ、強引に膝へと倒した。

　柔らかく温かい太ももが、俺の頬ほおに当たる。

　耳なんか、ももとももの間に包まれているかのようで、ものすっごくこそばゆい。

「む、無む理り矢や理りにもほどが……って首！　首が痛いんだけど!?」

「優ゆうちゃんが抵抗するから」

「お前が頭押さえつけてるからだろ！　テコの原理！」

　言われて初めて気づいたかのように「……あっ」とか口にしたぞ、望海のやつ。

　俺が逃げやしないか不安なんだろうか。望海は恐る恐る手を離す。

　ようやく姿勢が楽になり、ホッと落ち着くものがあった。

「ここまでやられたら、もう逃げたりしないって」

　そもそも逃げ場もないし、変にヘソを曲げられても困るしな。

「…………それになんだか、望海の膝枕は懐なつかしくて安らぐ」

　そう、つい本音が零こぼれてしまった。

　自分でなに言ってんだろ、って思ってしまう。でも本当にそう感じたんだ。

「やっぱり優ちゃん、中身は全然昔と変わってない」

「初めて膝枕してもらった幼稚園児のころから……って意味か？」

　と、冗談めかして訊きいてみると。

「それもあるけど」

「あるのかよ！」

　さすがに幼稚園児よりは成長してるわ！

「本心が素直でかわいいところ。…………外そと面づらはとってもダメダメだけど」

「……ひと言多いっつーの」

「でも、本当だよ？　優ちゃんは昔から素直でかわいくて優しくて……そんな優ちゃんのそばが、昔から私の一番好きな場所で……唯一の救いだった」

　唯一の救いだなんて大げさだな……とは、思わなかった。

　望海は昔から口くち下べ手たで人付き合いがうまいほうじゃなかったし、両親が不仲になってからは自宅の居い心地ごこちも悪くなった。どこにも居場所らしい居場所がなかった。

　そんな時期に俺と望海は、なにかにつけ一緒の時間を過ごし、誰よりも仲がよかったんだ。俺が逆の立場でも、望海と同じように救いに感じていたかもしれない。

「けど、聞いていいことかわかんないけどさ……。おばさんとおじさんが離婚してから、ちょっとは雰囲気も変わったんじゃないの？」

「……変わったよ…………より悪いほうに」

　俺の頭に置いている望のぞ海みの手が、微かすかに震えた。

「離婚して、おばあちゃんちに住むようになってから、お母さん毎日イライラしてた。おじいちゃんおばあちゃんに当たるようになったし……ときどき、私にも」

　しかたがなかったと諦めているような声こわ音ねに、俺は心が抉えぐられるようだった。

「……ごめん。やっぱ、聞かないほうがよかったな」

「ううん、大丈夫。優ゆうちゃんにはちゃんと、聞いてほしい」

　望海は俺の髪を指先で撫なでた。妙にくすぐったい気持ちにさせられる。

「お母さん、いろいろうまく行かなくって、大変だったんだと思う。でも当たられるのはやっぱり悲しかった。私だって、新しい学校に全然馴な染じめなくて、辛かったのに……。だからね、優ちゃんからのお手紙が救いで、いつも待ち遠しかった」

「でも、手紙にはそのへんのこと、一度も書いたことなかったよな」

「やだよ、書きたくないよ。楽しいやり取りなのに、そんな嫌な気持ちとか……。だからいつも、楽しいお話ばかり書くようにしてたの」

　そう気丈に振る舞っていたように話すけど、もしかしたら俺を心配させないための強がりだったのかも……なんて思うのは、さすがに自惚うぬぼれすぎかな。

「……でもお手紙も急に途絶えちゃって、私、すごい不安になった。だから中学のころね、優ちゃんに会いに行ったんだよ。何度も何度も……けど、全然会えなかった」

　望海は俺の髪を撫で続ける。辛つらい気持ちを紛まぎらわそうとしているみたいだった。

「私が私でいられた世界が、私の居場所が、突然どこにもなくなっちゃった。目の前が真っ暗になった。それが本当に辛くて、苦しくて……どうしたらいいかわかんなかった」

　連絡の行き違いや、住所の書き間違い。きっかけはそんな不運でしかなかったんだろう。

　でもその不運が望海にもたらした影響は、きっと、計り知れないんだと思えた。

　相づちを打ちにくくて黙っていたら、望海のほうから続けた。

「けどね……これがあったから、耐えてこられたの」

　俺は首を動かして、望海の頭のほうを見上げる。

　望海は胸元からオモチャのネックレスを引っ張り出し、俺へ見せつけるように持った。

　誕生日に俺がプレゼントした、屋台のクジの残念賞。

「会えなくなっちゃったけど、あのときの約束を信じ続けることはできる。優ちゃんのことを、想おもい続けることはできる。これがある限り、優ちゃんの存在を近くに感じることができる。だからいつか再会できるよって、自分に言い聞かせることができた」

　今はもう、当時の輝きなんて剥はがれてしまったプラスチックの塊かたまり。

　そんなものでさえ、彼女にとってはかけがえのない宝物だった。

「……なんでそんな、まっすぐ信じられたんだよ。もし会えないままだったら、とか考えて怖くなかったのか？」

「全然。だって、信じ切ってたから。いつか会えるって。会いに行くって。むしろ、優ゆうちゃんだって探してくれてるかも、って思ってたぐらい」

「そんなの、結果論じゃん。今はこうして会えたから、そう思えるだけでさ……」

　計算も打算もない。ただ信じ、祈り続けるだけ。行動とは呼べない行為。

　にも拘かかわらず、望のぞ海みは俺の頭を撫なでながら、淀よどみなく言った。

「うん、そう。今はこうして、再会できたよ。信じてたから、奇跡が起きた」

　……そんなのは屁へ理り屈くつだ。結果にあとから都合のいい理由をつけているだけ。

　そう思ったけど……当然、言えるわけがなかった。

「外そと面づらは計算高い八方美人のクズになっちゃったけど……こうしてまた、大好きな優ちゃんのそばにいられる。それがなにより、私にとってはうれしい奇跡なんだよ」

　相変わらずなにを考えてるか読めない澄まし顔で、辛しん辣らつな言い方も挟んできたけど。

「……そういうもんなのか？」

「うん。そういうものだよ」

　その優しい声こわ音ねは、どこか、この状況を喜んでいるように聞こえた。

　それが妙に気恥ずかしくて、申し訳ない気持ちにもなり、俺は望海から顔をそらした。




　──カシャッ

「……って、なに撮った、今っ！」

　突然のシャッター音で跳ね起きると、俺は望海のスマホをひったくった。

　ディスプレイには自撮りの望海越しに、膝ひざ枕まくらされている俺の姿が写っていた。

「渾こん身しんの一枚。既成事実を激写。言い逃れできない彼氏彼女のイチャラブ証拠写真」

「問答無用で削除だ！」

「クラウドに自動保存なので抜かりなし」

「用意周到！　お前は探偵かなにかか!?」

　だが一応、端末上からは削除しておく。

　いかんいかん。なんでいつも望海のペースに乗せられ、あまつさえ絆ほだされちゃうんだ。

　俺の理想の青春を守るため、もっとも警戒しなきゃいけない相手だってのに。

　……ただ、望海のように計算打算もなく一いち途ずでいられることは、少し羨うらやましいと思った。







　クオンモールを満喫した俺たちは、木き塚づか駅行きの送迎バスを待つ。やがてバスが到着し、乗り込もうという段になり、俺は思うところがあって足を止めた。

「……？　優ゆうちゃん、どうしたの？　バス、乗らないの？」

　望のぞ海みが不思議そうに首を傾かしげた。

「ごめん。ちょっと用事を思い出したんだ。ここで別れよう」

　一番見られたくない未み央おちゃんたちに見られた以上、今さら無意味かもだけど……。

　ここから先は、駅前で知り合いとの遭遇を避けるためにも、念のためな。

「ん……また、大して役に立ってない計算と打算？」

　うぐっ！　気にしてる上に反省もしていることをズケズケと！

「寂しいけど……わかった。今日は付き合ってくれてありがとね、優ちゃん」

「いや、別に。ってか結局、本当にブラブラしただけで終わったな」

「……はっ。言われてみれば」

「おいおい……。まあ、望海がそれでよかったんなら、俺は構わないんだけどさ」

「うん。プライスレスな優ちゃんとの思い出が手に入ったから、オールオッケー」

　望海は澄まし顔のまま、グッとサムズアップする。

「そんないい思い出になったか？」

「なったよ。だって、優ちゃんと六年ぶりのお出かけ。楽しくないわけがない」

　迷うことも躊躇ためらうこともなく、望海は言い切った。

　……やっぱ、どれだけ考えてもピンとこない。

　百歩譲って、望海の前でなら現れる『素すの俺』が、昔と変わらないんだとして。

　そんな『昔の俺』のことを、望海は好いてくれているんだとして。

　けど『今の俺』は計算高い八方美人だ。俺にとっては自分の身を守るための屈強な防具だが、望海にとっては『昔の俺』を包み隠す邪魔なもの。その認識のはずなのに。

「なんで望海は、『今の俺』のことはよくディスるのに、そんな楽しそうなんだよ」

　だからピンときていなかった。望海の態度には、どこか矛盾を感じていたから。

　すると望海は、少しも考える間を作らずに答えた。

「それも含めて、全部が優ちゃんで……そんな優ちゃんのことが好きだから、だよ」

　望海は微笑ほほえんだ。これまでのポーカーフェイスがうそのように。

　誰が見てもはっきりとわかるレベルでの優しい笑顔が、目の前に咲いていた。

　俺はそのあまりのかわいさに戸惑い、固まってしまった。

「……それじゃあ、優ちゃん。もう私、行くね」

　それだけ告げると、望海はそそくさとバスに乗り込んだ。直後、ドアが閉まる。

　走っていくバスを見送る間、彼女の最後の表情と言葉が頭から離れなかった。

「……ディスることも込みで好きって……やっぱ矛盾してんじゃん」

　謎かけのような望海の発言の意味を、俺はすぐには理解できなかった。
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　月つき原はら薫かおるは、衝撃的な現場に出くわしていた。

「な、な、なんで小お野のっちってば、女の子と一緒なのよぉ……っ」

　諸事情でネズミーランドを早めに切り上げることとなり、暇つぶしに比ひ奈なたちみんなとクオンモールをうろうろしていたら、バス停近くで偶然小お野の瀬せ優ゆう哉やを見かけたのだ。

　しかも親しげな女の子と一緒という、まさかの現場だった。

「なに話してんだろ……気になるぅ！　けどこれ以上は近づけないし……」

　デートのようないい雰囲気の小野瀬たちへは、さすがにアタックをかけられなかった月原。プライドも邪魔をして、陰に隠れて様子を窺うかがうだけだった。

　しかもよく観察してみれば、一緒にいる女の子は小野瀬の幼なじみだという久く城じよう望のぞ海みだ。以前、生徒会長権限で調べた生徒名簿の顔写真と、完全に一致する。

　やはりふたりは付き合っているのだろうか……と不安になる月原。

　その後、なぜか久城だけがバスに乗って、ふたりはそこで別れた。

「あれ？　あいつ、もしかして小野瀬っぽくなぁい？」

　不意に、月原の隣で声を上げる人がいた。比ひ奈なの従姉妹いとこである佐さ伯えき莉り花かだ。

「莉花ちゃん、小野っちのこと知ってるの？」

「うん。うちら同中おなちゆうの同級生なんだよねぇ、一応」

　莉花は比奈と同様、垢あか抜ぬけている都会的な女子高生だった。竹たけ高こう生ではないが比奈とよく遊んでいる流れで、今日のネズミーランドへも同行していたのだ。

　なぜ小野瀬と莉花が同級生だったのか不思議に思った月原。だが小野瀬が意外と遠いところから竹高まで通っていることを思い出し、そういう偶然もあるか、と納得した。

「てか、なんでつっきーちゃんがあいつのこと知ってるの？　なんかめっちゃ意外」

「実は私が生徒会長で、彼が役員のひとりなのよ」

「あ、そうなんだー。あいつ今、生徒会入ってるんだねぇ」

　莉花は本当に意外そうな反応だった。

「でも小野っちってすごい真面目まじめで勤勉で、仕事も早くて頼りになるんだよ？　誰に対しても親切で優しいし。まあそういうところが、からかい甲が斐いあってかわいいんだけどっ」

　最後のは少し余計だったかな、と思わないでもなかった月原だが、事実なので隠さなかった。それだけ小野瀬のことを信頼している、という確たる自覚もあったから。

　だがそれを聞いた莉花は、小野瀬についてなにかを語るわけでもなく──ただ含みのある笑みを浮かべるだけだった。














あとがき




　人間誰しも学校の休み時間中に、『こんな高校生活を送りたいなぁ……』と窓際の席で思いふけったことはあるかと思います。

　むしろ物思いにふけってる風を装って、『ちょっと気になる窓辺のあいつ』感を醸かもし出し、いつ「ねえねえ●●くん、なにボーッとしてんの？」って女子に声をかけられてもいいようにスタンバって、結果、声なんてかけられないまま授業が始まり「なんで!?」と胸中でツッコミを入れ、より『気にされる』ため試行錯誤を繰り返したこと……ありますよね？　僕はあります。具体的なことは言えませんし、言いませんが……。

　そのときの過ちを人は時に『黒歴史』と呼ぶ、ってことで、察してくださいませ。




　どうも初めまして。お久しぶりの読者様は、お久しぶりです。落おち合あい祐ゆう輔すけです。

　あとがきから読むという読者様のためにネタバレなしでまとめると、今回の新作は、前記のような『僕が送りたかった理想の高校生活妄想』が元ネタです。

　主人公の小お野の瀬せ優ゆう哉やくんは、自分の理想を叶えるためにあの手この手を使って周囲を丸め込──げふんげふん、人間関係を構築せんとがんばります。

　おかげで作者の僕でさえ「ちくしょう、そこ代われ！」と言いたくなる、羨ましいぬるま湯ハーレムなんぞ満喫しているわけですが、ところがどっこい、計算がこんがらがるぐらいの波乱がいろいろ待ち受けていそうですねぇ。はてさてどうなることやら。

　それもこれも含めて、ヒロインズとの修しゆ羅ら場ば修羅場し過ぎないゆるめなハーレムを楽しんでいただけましたら、作家冥みよう利りに尽つきます。




　それでは謝辞です。

　担当編集のＮ様。前作からまる二年近く、根気強く付き合っていただきありがとうございました！　いろいろとご迷惑おかけして申し訳ありません。おかげさまでなんとか本が出せました。今度こそシリーズ続けたいです！

　イラストのろうか様。かわいくって肉感が程よい素敵なイラストをありがとうございます！　諸々、ご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした。おかげさまで、ヒロインズの新たなかわいい一面も見つけることができました！

　また今回、何人かに試し読みをお願いしておりました。他にもご相談に乗っていただいた方、多数。個別にお礼できず申し訳ありません。ありがとうございました！

　そして、お手に取ってくださった読者の皆さまへも、最大限の感謝を……っ！

　それでは、続きを出せるのであればまた二巻にて、お会いいたしましょう！


平成最後の夏　某日　　落合　祐輔
















電子書籍特典　書き下ろし短編『恥ずかしい、ってなんだろう』





「突然ですが、小野っちにアンケートよ。必ず答えるように！　拒否権はないからね」

　俺と月原先輩しかいない生徒会室で、急に先輩から一枚の紙が渡された。

「アンケート？　しかも手書き……。なにについてなんですか？」

「読めばわかるわよ……ふふっ♪」

　とびっきり意地悪そうな笑顔を浮かべた先輩。からかう気満々だな……。

　まあいつも通り適度に乗っかって流すか、と改めてアンケート用紙に目を落とす。

『小野っちの好きな女性下着アンケート！』

「…………な、なんですか、このアンケート」

「書いてある通りよ？」

「それは読めばわかります！　なんで僕の好きなし、した、下着なんて……」

「せっかくだから履いてあげようかなって♪」

「なにが『せっかく』なんですか！　大体、履いてどうするんだか……」

　と、恥ずかしがっている……ふうを装って、先輩の出方をうかがう。

「小野っちはどうしたい？　見たい？　触りたい？　それとも……脱がしたい？」

　よしよし、計算通りだ。あくまでも自分が優位な場所にいるんだと思い込ませ、イジってきやすい隙を作れたみたいだな。

「どんな要望にも応えるつもりだよ？　素直になっちゃいなさいよ～、ほらほらぁ」

　わざとボタンを外したブラウスから、窮屈そうな胸の谷間とブラ紐をこれ見よがしに見せつける先輩。案の定、隙を狙ってきたな。……ちなみに、どうやら今日は黒らしい。

　とはいえイジりに乗っかりすぎた挙げ句、先輩が一線を越えてこようとするのであれば、本末転倒。ここらでちょっと仕掛けるか。

「それじゃあ、その……スタンダードで水色の、し、縞々パンツが見たいです！」

　精一杯恥ずかしがってるふりをして、オーソドックスなエロから離れた、マニアックな趣向を持ち出す。イジりネタとしてはもちろん、「マニアックなのが好きなんだ……」と先輩をほどよく呆れさせ、この話題に終止符を打てるナイスな選択だろう！

「し、縞々のパンツ？　しかも、普通の？　そ、それはさすがに、ちょっと……」

　……と思っていたら、なぜか先輩の顔が真っ赤になった。予想していた反応と違うぞ？

「Ｔバックとか紐みたいな下着なら勢いで履けるから平気だけど……。さ、さすがに布面積多めの縞々は……子供っぽすぎて、は、は、恥ずかしい……かなぁ？　あはは……」

　……なんで!?　普通、逆じゃないの!?　面積少ないほうが恥ずかしいんじゃないの!?

「そっかぁ、小野っちはそういうのが好きなのかぁ。そ、それならがんばって履いてみるけど……こ、困ったなぁ。恥ずかしすぎるよぉ。せ、せめて透け透けじゃ……ダメ？」

　困ってるのはこっちなんですけど……こんな展開、計算外だ！
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